






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『理想の聖女？　残念、偽聖女でした！』（著：壁首領大公）のお試し版が収録されています。
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プロローグ









　メイプル達がやってきた八層はあらゆるものが水中に沈んだエリアだった。ダンジョンはどれも遥はるか水底にあり、移動するには船、探索のためには【水泳】や【潜水】の技能が必要と、メイプルにとっては厳しい環境である。しかし、同様にそれらの技能に秀でていないプレイヤーは多く、それに対する解決策も用意されていた。メイプルは八層限定で使える潜水服を購入し、ある程度水中での行動が可能になったのである。

　潜水服を強化し行動範囲を広げていくと、徐々にダンジョンの入り口も顔を覗のぞかせ始める。サリーが侵入したのはその中の一つだった。飛び交う光弾と水流を利用して激しい攻撃を仕掛けるボスだったが、サリーはその全すべてを避け切り、二つ目のユニーク装備を手に入れる。

　新たなユニーク装備はサリーが待ち望んでいた新たなスキルをいくつももたらしてくれた。それは幻影を生み出し相手を欺くことに特化したものとなっており、技量こそ必要になるものの、ここぞといった時に相手に隙を作ることを助けるものだ。かつてフレデリカに偽物のスキルをあると信じ込ませたことがあったが、この装備があればその精度も上がるといえる。

　さらに海底にはお宝が他にもまだまだ隠されており、カナデは杖つえをさらに強化するアイテムを、メイプルは古代兵器を新たに武器として加えることができた。

　手に入れた新しい装備に慣れるのに並行して、それぞれのコンビネーションも練度を増していく。息の合った【楓かえでの木】の八人は九層へ続くダンジョンのボスも問題なく撃破して、新たなフィールドへ足を踏み入れた。水と自然の国に炎と荒地の国、趣向の違う二つの国とフィールドが九層の舞台となる。

　四層が実装された頃ころから、ここ九層に至るまで、全てのプレイヤーが随分強くなったことだろう。そうして発表された次なるイベントは大規模な対人戦だった。ベルベットは「今回は敵になりたいと思っている」と宣言し、【thunder storm】として【楓の木】との勝負を望んでいるようだった。メイプル達に限らず強力なプレイヤーを擁するギルドがどう動くかは皆が注目していることである。

　そうして、その他ギルドもそれぞれに思惑を持って対人戦を見据える中、いよいよこの層で最後の準備が始まるのだった。








一章　防御特化と二つの国。









　九層にやってきた八人はさてどうしたものかと思い悩む。というのも、目の前には今までとは違い二つの町が見えているからだ。

　片方は荒地が広がり、岩場や切り立った山の目立つ地形だ。さらにフィールドからは時折炎が立ち昇ったり雷が落ちたりと、どこか荒々しい雰囲気を感じさせる。そんな地形の中に黒を基調とし、地形由来の炎と雷に彩られ、立派な城を抱いた町が見えた。

　逆方向には緑にあふれ、水の柱や宙に浮く氷が印象的な自然豊かな国があった。町も対照的であり、こちらは白を基調として水と氷によって装飾がなされており、静せい謐ひつを感じさせる。

「どっちに行こう？」

「多分機能とかに大きな差があったりはしないだろうけど……雰囲気は違うだろうし、気に入った方に行くのがいいよ」

「まだまだ何も分からないからな。入ってすぐどっちかの町から出られなくなるってこともないだろ。両方見に行けるんじゃないか？」

　これといって選択に関する運営側からのメッセージもない。現状すぐにどちらかの町を拠点として選択するということではなさそうだ。

「じゃあ……こっちの森の中の方から！」

　メイプルはそう言って流れる水と豊かな森、そして大きな氷の橋や階段なども見える方のエリアを指差す。

「ああ、ならそっちから行くとしよう」

「両方行って色んな素材を集めてこないといけないかもしれないわ」

「確かに、エリアによって僕らが手に入れられる素材に差があってもおかしくないね」

　エリアが二つに分かれており、それぞれがある程度の広さを持って作られているため探索する場所は多いだろう。

「じゃあまずはこっちですね！」

「ユイ、あんまり走ると危ないよ？」

「行こうかメイプル」

「うん！　とりあえずここから下りないと！」

　八人は丘を下りて森の方へ進んでいく。

　森の中は所々小川が流れ、水が湧わき出しており、水みず溜たまりも多い。ぴしゃぴしゃと音を立てながら歩いていると、まるでサリーの【水の道】のように、空中に水の塊が浮かんでいるのを発見する。今までの層にこれに似たモンスターはいたものの、今回はそうではないようだ。

「モンスターじゃないみたいだな。こういう地形ってことか」

「向こうには氷の塊も浮かんでいる。柱も見えるぞ」

　上から見えていたものはどうやらモンスターがいる証あかしというわけではないようだ。

　逆側のエリアにおける溢あふれる溶岩等に対応しているということなのだろう。

「町は近いし、寄り道はギルドホームに着いた後でかな？　町を選ぶのならどっちにもギルドホームはあるだろうしね」

「そうだね。まずは町まで！」

　道には特にモンスターもおらず、八人は丘の上から見えた町まで辿たどり着つくことができた。

「遠くから見た時も思ったけど、今までの町とはまたちょっと違う感じだね」

「すごい壁……ねえねえサリー、この壁、反対側まで続いてるのかな？」

「多分ね。役割的にもそれが自然だし」

　町の周りは背の高い壁でぐるっと囲われており、さらに堀がその周りを囲っている。高い場所から下りた今、町の中は堀にかけられた跳ね橋の向こうの入り口からちらっと見えるだけだ。

　フィールドとの境界が今までよりはっきりとしているのは大きな違いだろう。

　八人が跳ね橋を渡っていくと、正面の入り口上に設置されたクリスタルから淡い光が照射される。

　しかし、現状特に何かがあるわけではないようでそのまま進んでいくことができた。

　そうして跳ね橋を渡り切ったところで、入り口両側にいるがっちりと鎧よろいを着込んだ衛兵らしきＮＰＣから声がかけられた。

「旅の者か。宿を取ったなら中央の城まで行くように」

「分かりました！」

　メイプルは元気に返事をすると、そのまま一番乗りで町の中へと入っていく。

　ここまでに何層かあった層ごとの特殊なテーマに則のつとって作られた町とは違い、九層のこちら側の町は美しい西洋風の建築物が並び、不思議な力で形状を留める水と氷で装飾された町並みの向こう、中央の少し高くなった場所に白亜の城の建つ城下町だった。

　八層が完全に水没しており町の形状も特殊だったこともあり、普通の町は随分久しぶりに見たような気がしてくる。

「っと、ちゃんとクエスト形式で表示されたな。今までとはちょっと違うみたいだ」

　クロムの言うように全員の受注中クエストの部分には【王城へ向かう】という表示がされている。

「今回はこれをこなしていくような層の可能性があると思うがどうだろう。向こうからやって来たクエストだ、放っておいてもいいことはないんじゃないだろうか」

「そうねー。これを進めてくれって感じよね」

「じゃあ、ギルドホームに着いたら皆で！」

「はい！」

「行きましょうメイプルさん！」

　次はクエストだと勇んで前を行くメイプルとそれについていくマイとユイ。五人はそんな三人を見守りつつ後を追う。あの三人になら走っていかれても見失うことはないだろう。

「メインクエストに当たるものは皆同じかな？　あとはサブクエストがどこまで広がってるかだけど……」

「僕は手が空いたら逆の方見てくるよ。どっちも知れた方が作戦は立てやすいだろうし」

「なら私もそうしようかしら。メイプルちゃん達がこっちを探索してくれるならこっち側の素材は集まるでしょうし。できるなら全部早めに手に入れたいわ」

「じゃあイズさんとカナデはそうしてくれると助かります。このフィールドそのものが対人戦に使われることも考慮して」

「俺とカスミも探せるものは探すぞ。堅実さは俺達で担保だ。で、偶然に助けられる必要があるようなものはあの三人に任せればきっと問題ない」

「問題ない、というのも変な話だが……そう思えてしまうな」

「いつも通り楽しくやってくれていれば、きっといい結果も転がってくると思います」

「だな」

　前を行く三人を見つつ、対人戦への備えについて五人は話す。メイプル達は確かに強力だが、それにかまけてはいられない。良い結果に繫つなげるにはそれ相応の準備も必要なのだ。

　元々入念な準備をするのが嫌いでないサリーは、今回も作戦を用意するためいち早く準備に取り掛かるのだった。







　宿、すなわち九層のギルドホームへと入った一行は、クエストが示している王城とやらに向かうことにした。

「ねえねえサリー、あれだよね？」

「流石にそれで合ってるはず」

　ギルドホームから出た八人が目指すのは遠くに見える白く美しい大きな城だ。

　そこに続くように幅の広い道が伸びており、他のプレイヤーはもちろんのこと、たくさんのＮＰＣも歩いていて、今いる場所は賑にぎわうメインストリートといったところだろう。

「町自体はかなり広いな。四層なんかの時も広いと思ったんだが」

　四層は常夜かつ和風の町並みで、条件を達成するのに合わせて町の中で行動できる場所が広がっていく特徴があった。すべてのエリアを解放した四層はそれまでの町の中で最大の規模だったが、九層の町はそれに匹敵する大きさなのである。

「ここはそれ以上のようだ。町を一通り見て回るだけでも中々時間がかかりそうだ」

　八人は城へと続く階段を上りながら、眼下に広がる城下町を眺める。高い外壁の側そばまで続く町並みと何本かの大通りが確認できた。歩いてみればこの町のあちこちに様々な店を見つけることができるだろう。

「反対側にも町はもう一つあるから、行けるところは多分この倍だね」

　サリーが言うように逆側のエリアにも町らしきものは見えた。対比させているというのなら大きさや構造も似ているものになるはずだ。

「おー……皆で協力して見て回らないと！」

　フィールドも広いが、それはそれとして拠点となる町の広さはこれまでにない規模となるだろう。

　フィールド探索も大事だが、ヒントやクエストのきっかけが町の中にも転がっていることはここまでの層で確認できている。

「今回は僕は町の中担当かな」

「今回も、じゃないかしら」

「あはは、そうだね」

「これだけ広ければ戦闘以外でも退屈しなそうだな」

　そうやって話しているうちに階段を上り終えた八人は、遠くに見えていた城の正面までやってきた。開かれた城門からは建物へと続く道が見えており、その両側には整備された庭園が見える。

　門の前には町へ入ってきた時と同じように兵士らしきＮＰＣが両側に立っており、メイプル達が近づいていくと話しかけてきた。

「旅の者か。面白い時期に来たものだ」

「何かあるのかなサリー？」

「さあ？　時期っていうと何かイベントとか？」

「案内する。ついて来るように」

　そう言うと兵士は先導するように城の中へと入っていく。ここはついていく他ないとメイプル達は先を行く兵士の後を歩いていった。

　城は中まで作り込まれているようで、入ってすぐのエントランスからいくつもの通路が伸び、壁や床、天井に至るまで、綺き麗れいな装飾がなされていた。

「他の廊下も歩いていけるのかなあ？」

「クエストの進み次第で、とかじゃない？　作っておいて入れないってこともないと思うし」

　廊下を歩き、階段を上り、メイプルが物珍しそうにキョロキョロと周りを見ていると、先導していた兵士が一つの大きな扉の前で立ち止まった。

「この先だ。入るといい」

　兵士は短くそれだけ言うと、その手で扉を開け、ようやくメイプル達にも中の様子が分かった。

　部屋はボス部屋よろしく縦に長く伸びており、見るからに強そうな兵士がずらっと両サイドに並んでいる。そしてその最奥には玉座に腰掛け、王冠を被り、白い髭ひげを蓄えた一人の年老いた男がいた。

「王様かな？」

「見た感じそうじゃない？　こんなに簡単に通しちゃって大丈夫なのかとは思うけど……」

　メイプルとサリーがひそひそと話していると王様の方から声がかけられる。

「旅の者よ。良い時期に来てくれた」

「サリー、やっぱり何かあるみたいだね」

「うん。聞いてみよう」

「近々、一年を左右する大きな祭事が隣国と執り行われる。旅の者もこれに参加することが可能となっている」

「なるほどー」

「それがイベントかな？　あ、クエストも進んだね」

　サリーの言うように、この国に入った際に自動的に受注したクエストが一段階進行し、【陣営を決定する】というものになった。

　このクエストには時間制限があるようで、それがイベントの開始を示すものであるだろうことはメイプルにも理解できた。

「入国時に光を浴びたことで、現在は我らの陣営となっておる。……当然、変更も厭いとわない。そういう取り決めである」

　同じように逆側の国へ入れば光を浴びて陣営が更新されるというわけだ。さらにどちらにも属さなかった場合はどちらかの陣営に割り振られるということも伝えられる。その上で、戦闘に参加するかはあくまで自由となっている。

「この祭事は自国の力を示すためのもの。例年、命の心配もなく、魔術によって顕現する現実の複製の中での城攻めとなっておる。我が国に属するというのなら、その力期待しておるぞ」

　つまるところ次のイベントは、このフィールドと同じに複製された場所をイベントフィールドとして互いの国の最奥にある城を落とすことが目標となるわけだ。

　地形を生かした戦闘も、隠密しての潜入も、物量による正面突破も可能となり、戦略の幅は広い。

　もっとも以前のギルド対抗戦とは違い、その規模は何倍にも膨れ上がっている。異なるギルドのメンバー相手に指揮を取るというのも難しいだろう。連携といっても口で言うほど簡単ではないのだ。

　詳しいルールまではまだ分からなかったものの、これで戦闘形式や最終目標ははっきりとした。

　どちらの陣営にも属さないプレイヤーとは九層に来ていないプレイヤーも含めるようで、既に到着しているプレイヤーのアドバンテージは地形や設備の詳しい情報を手に入れ準備ができることにあるだろう。

「何かあれば来るが良い。来るものは拒まんからのう」

　王がそう言うと八人を案内してきた兵士がまたメイプル達を部屋の外へと誘導する。

　そうして部屋から出たところで兵士は前を向いたまま言葉を発する。

「私としては我が国の陣営に属することをすすめるぞ。向かいの国の王も強力だが我らが王はさらに強い。実際見てみるまでは実感も湧わかないことだろうが」

　自分の国のトップを良く言うのは当たり前といえば当たり前だが、それを差し引いてもその言葉には真実味があった。この口ぶりだと城攻めの際には王様とも戦うことになるだろう。

「王様強いんだね……」

「お爺じいちゃんはゲームだと結構強かったりするね。戦闘スタイルとか不明だし、今回のところは実際やってみるまで分からないけど」

「そういうものなんだ」

　サリーの解説にメイプルはなるほどと頷うなずく。そうしてそれぞれが感想を口にしているうち、メイプル達は入り口まで戻ってきた。

「戦闘に備え準備も進められている。城を出て町を見下ろせば正面に目立つ大きな建物が見えるはずだ。手を貸すつもりがあるのならそこへ出向くといい。依頼がいくらでも貼り出されているはずだ」

「はーい！」

「となると次はそっちだな」

「そうね。クエストも次に進んだみたいよ」

「いくらでもということなら、おそらくそこから分岐していくということなのだろう」

「ＮＰＣも戦闘に参加するみたいだし、僕らが今後もし逆側につくなら、こちらの依頼を受けると敵陣営を強化することになっちゃったりするのかな？」

「ありうるね。でも、まずはその依頼っていうのを見てみないとかな」

「やりやすいものがあるといいんですけど……」

「私もお姉ちゃんも誰だれもやったことのないクエストってあんまり受けたことないですし……私達でもうまくクリアできるでしょうか？」

「まあ、多分問題ないと思うぞ。一応九層のメインとして用意されてるものだからな。全く進められないようなものにはなってないだろ」

「はい！」

「が、頑張ってみます……！」

　得手不得手がはっきりしているマイとユイなどは、クエストとして提示されているものをクリアできないことも十分ありうる。モンスターの撃破ならいくらでもできるが、他の能力値を要求されるようなものはどうにもならない。

「じゃあまずは行ってみる感じで！」

「だね。それに、このメインクエスト以外にもイベントはきっと盛り沢山だよ」

　城下町は広く、フィールドはさらに広大だ。これまでの層のことを考えても、隠しイベントはどこかにいくつもあるのだろう。

「そうだね！　クエストだけじゃないもんね！」

「ふふっ、面白いもの一つでも多く見つけられるといいね」

「うん！　建物は……あれかなあ？」

　メイプルは遠くからでも分かる、周りより大きく、高さもある立派な建物を指差す。町同様白い石材によって作られたその建物は大通りに面しており、縦横ともに周りの建物の数倍はある屋敷は、中もいくつもの区画に分かれているであろうことが察せられる。中央から少し飛び出て塔のようになった部分には一つ大きな鐘が吊つり下さげられており、メイプル達が見ている中、時間を告げるように町にその鐘の音を響かせた。

「みたいだね。シンボルって感じだし、クエストに目的地も出てるから、間違いないと思う」

「よーし、急ごっサリー！」

「はいはい。転ばないようにね」

　そうして、メイプル達は建物目指して足早に長い階段を下りていくのだった。




　来た道を戻り、メイプル達は遠くから見えていた建物の前までやってくる。それは大規模ギルドのギルドホームよりもなお大きく、これならクエストを受けるため多くのプレイヤーが集まっても問題はないだろうと思われた。

「おじゃましまーす！」

　メイプルが扉を開けると中の様子が窺うかがえる。中は外観通り広い空間になっており、依頼書らしき貼り紙がされた掲示板とＮＰＣが立っている受付カウンターがいくつも目に入ってきた。

　依頼前に落ち着いて相談するためのものとして椅子やテーブルも置かれており、奥には料理やポーションなどが売られていることを示すプレートが壁に設置されているのも見える。

　階段を上れば二階、三階にも続いており、ここはまさに全プレイヤー共同の巨大ギルドホームといった様子だった。

「おおー！　広いねー！」

「奥によく使うような店も揃そろってるみたいだし、ここ中心で動いても大丈夫そう」

「後で品揃え確認しておかないとな」

「そうね。層ごとに新しいアイテムも増えるもの」

「あとはクエストがどうなっているかだが……」

　これだけプレイヤーがいるだけあって、混み合わないようカウンターと掲示板それぞれの前でクエストを受けられるようになっている。メイプル達は早速現在受けられるクエストについて確認することにした。

「おお、冒険者ギルドって感じだな」

　クロムの言葉にメイプルとマイとユイの三人はそれはどんなものかと首を傾かしげる。

「難しいもんじゃない。似たような形式が別のゲームにもあったりしてな」

　なんとなくどうすればいいか察することができるというクロムや同感といった様子のサリーについていってメイプルはクエストを確認する。

　とりあえず掲示板の前に行くと目の前に青いパネルが出現し、そこにクエスト名がずらっと並ぶ。さらにそれを選択することでより詳しい内容も見ることができる。

「おおー、いっぱいあるね！」

「これなら全員自分に合っているクエストを選べそう。戦闘、採取……物資運搬とかもあるよ」

「城へ行くよう指示してきたメインっぽいクエストには、ここでクエストを受けることとだけ書いてあるからどれ受けても問題ないんじゃないか？」

「そうね。だからきっとこれだけ種類も多くしているのよ」

「皆がそれぞれ別のを受けてもいいかもね。僕らの人数である程度クエストとその後の進展を把握したいならさ。ほら、隣の国もあるなら尚なお更さら」

「では早速どれか受けてみるとしよう」

「私達ができそうなのは……」

「どう？　お姉ちゃん、何かありそう？」

　それぞれクエストの内容を確認し、クリア条件を達成できそうなものを選んで受注する。

「おしっ、何か変化があるまではクエストをこなしてみるか！」

「受けた中で他の人でも楽にクリアできそうなものがあれば共有していく感じでいきましょう」

「じゃあ皆頑張ろー！」

　こうして八人はそれぞれが受けたクエストが示す場所へと向かっていくのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　同じクエストを受けたメイプルとサリーは二人で町から少し離れた高い山へとやってきていた。山肌は傾斜がきつく、木々は切られて水と氷が重力に逆らって浮かんでおり、その間を縫うように足場が組まれ、山の中へと大穴が続いている。

　どうやらここは坑道になっているようで、ＮＰＣが歩き回っており、中から煌きらめく結晶を掘り出してくる様子が見てとれる。

「ＮＰＣが多いのも九層の特徴みたいだね」

「今まで町の外はプレイヤーばっかりだったもんね！」

　王国を中心に城壁外にも建造物は存在する。今回のような坑道もその一つというわけだ。そうしてＮＰＣが忙せわしなく動き回る中、作業服を着て、指示を出している筋肉質で大柄な男の上にクエスト進行用の表示があるのが分かった。

「あの人に話を聞けばいいのかな？」

「行ってみようか」

　とりあえず近づくと、それに気づいた大男は二人の方に向き直って話し始める。

「おう！　あんたらが依頼を受けてくれたのか！　助かるぜ。こっちだ」

　そう言うと男は山肌に沿って歩いていき、しばらく行ったところで上を見ていくつかある坑道を指差す。

「この中に魔物が棲すみ着いちまってな。ちっとばかし数が多いんで作業ができない状態だ。腕に自信があるんだろ？　こいつらをなんとかしてもらいたい」

「はい！」

「中にいるのは冷気を使うヤツだ。氷漬けにされねえように気をつけな」

「分かりました！」

　メイプルが元気よく返事をしたところで、大男は元の場所へと戻っていく。モンスターが中にいるというだけあってこの辺りにはＮＰＣはいないようで、先程より遠くから聞こえるようになった作業音だけが響いている。

「中にいるみたいだけど、どうする？」

「シロップに乗って近づいて一個ずつ入ってみるのはどう？」

「うん、そうしよう。上下移動は慣れたものだね」

　メイプルはシロップを呼び出すと【念力サイコキネシス】によって浮かび上がらせ、山肌に開いた穴の一つにそのまま横付けする。

「シロップありがとー」

　メイプルは坑道に下りたところで一度シロップを指輪に戻す。巨大化したシロップに乗ったまま入れるほど広い造りではないのだ。

「ダンジョンってわけじゃないんだね」

「そうだね。その分狭いし……私はちょっと戦闘しにくいかも」

　足場の状況も悪く、二人が並んで歩くので精一杯の道幅では機動力を活いかしたサリーの戦闘スタイルは良さを発揮しきれないだろう。

「じゃあ私の出番だね！」

「そういうこと。頼んだよ」

「まっかせて！」

　今回のクエストはシンプルにモンスターの討伐である。奥に出てくるモンスターを一定数討伐すればクリアとなるといったものだ。

「【身捧ささぐ慈愛】【砲身展開】！」

　メイプルはいくつもの砲口を前方に向けながら先頭を歩いていく。サリーの回避を狭い通路が阻害しているため【身捧ぐ慈愛】も発動し、攻撃、防御ともに準備は万端だ。

　そうしてしばらく歩いていくものの、それらしきモンスターは出てこない。

「まだ特に気配はないね」

「うん、前はしっかり見てるよ！　だからだいじょうわあっ!?」

「メイプル!?」

　前方の警戒をしていたメイプルが、サリーの目の前で派手にすっ転ぶ。流石にこれくらいでは兵器も壊れはしなかったものの、メイプルはサリーの手を取って何があったのかと立ち上がる。

「……前だけじゃなくて下も警戒しておかないとダメだったね」

「……？　あっ！　凍ってる！」

　触れてみるとつるつるとした手触りが返ってくるうえ、よく見ると光が当たった部分は凍っていることを示すように光を反射していた。

「戦闘中に転んでたら隙を突つかれるし、ここからは慎重に歩こう」

「うん！　びっくりしたー……見えないところから攻撃されたかと思っちゃった」

　戦闘中の足元には警戒することにして、二人は慎重に歩を進めるのだった。




　メイプルとサリーはさらに奥へと進んでいく。相変わらず地面は凍りついており、天井からはつららも伸び始めている。

「そろそろ何か出てくるかなあ？」

「警戒しててね。もちろん足元も」

「うん！」

　引き続き滑って転ぶことのないように足元を確かめながら進んでいくと、やがて宙に浮いた氷の塊が現れた。真上にはＨＰバーがあり、吹雪ふぶきを起こしているようで、その周りには氷と雪交じりの風が渦巻いている。どうやら意思があるようで、見た目こそ氷の塊だが精霊や妖よう精せいといったものに近いようだった。強まる冷気のため天井から伸びるつららも大きくなっており、あれがモンスターなのだろうことが察せられる。

「いた！」

　同時にモンスターの方も二人に気づいたようで、渦巻いていた風を強力にし、天井から伸びるつららを巻き込んで叩たたき折り、二人に向かって射出して先制攻撃してきた。

「一応盾で受けて！」

「分かった！」

　尖とがっているものは極力体で受けないこと。防御貫通効果がある攻撃は攻撃方法やスキル名もそれ相応のものであることが多いのだ。

【悪食】を消費しつつ飛来するつららを飲み込むとそのまま反撃に転じる。

「【全武装展開】！　【攻撃開始】！」

　メイプルが大量の兵器を展開し、氷の精霊に銃口を向ける。しかし続く攻撃宣言に兵器の方は反応せず、銃弾は一向に発射されない。

「あれ？　……あっ！　凍ってる！」

　兵器の表面は一部白く凍っており砲身にもつららができている。効果としては一部スキルの封印となるのだろうそれは、メイプルの攻撃を未然に防いでいた。

「なら【悪食】がなくなる前に。動きも遅い……っていうかそもそも動く様子ないし」

「そうだね！」

　メイプルは凍った地面を慎重に歩いていき、再度急速に伸び始めたつららが射出態勢に入る前に近くまで辿たどり着ついた。

「動かないなら……えいっ！」

　メイプルは大盾を大きく振りかぶるとそのまま氷塊に叩きつける。ある程度のモンスターでなければ一発で飲み込んでしまう大盾は、変わらない力で氷の塊を一瞬のうちに消滅させた。

　九層とはいえ最初のクエストのモンスター程度ならどうということはないようである。

「ナイスー。使い切るまではこれでいいね。反応して別の攻撃されても嫌だし」

「うん！　大丈夫！」

「つららは私が防ぐよ。凍った床にも慣れてきたし、単調な攻撃くらいなら大丈夫」

　モンスターの攻撃はつららを折って飛ばしてくるだけである。足場が悪いとはいえ連発できないのなら、兵器が封じられたとしても二人にとって問題にはならない。【身捧ぐ慈愛】は封じられていないため、防御面の性能が変わらないこともあって苦戦することなく進めそうである。

「今回はあと九体倒せばいいってさ」

「どこにいるのかなあ？」

「一本道だし、奥まで進めば残りもいるんじゃない？」

「よーし！　頑張ろー！」

　一体目を手際よく倒すと、二人はクエストクリアを目指して、坑道を奥へ奥へと進んでいった。

　やはり最初に受けられるクエストの一つということもあって、二人は特に難なくクエストを進めていった。

　メイプルの兵器は封じられてしまっているものの、冷気による攻撃はメイプルには効かず、つららはサリーが叩き落とすことでメイプルを上う手まく守っている。そうして近づけさえすればあとは大盾で軽く触れるだけでいいのだ。

　十体倒すことが目的だったため、最初につららを飲み込んだ分悪食の回数制限の関係で全すべて同じようにとはいかなかったものの、それでも最後の数体はサリーが攻撃に回ることで難なく撃破した。

「ふぅ、これで終わりだね」

　サリーが突き出したダガーに貫かれ、パリンと音を立てて氷の塊が砕けて光に変わっていく。

「サリー、クエストクリアだって！」

「まだまだ最初の方だし……難易度もこんなものか」

「順調だったね！」

「隠しクエストってわけでもないし、皆通過するものだからある程度敵の強さはセーブされているのかも」

「なるほど」

「全部が全部ボスみたいな強さだとね。ほら、塔のイベントの最上階にいたみたいな……」

「それだとすっごい大変だもんね」

　進めるうち歯応えのあるモンスターや複雑なクエストも増えてくるだろう。

　まずはそこに辿り着くために目の前のクエストをクリアしていくしかないということだ。

「とりあえず出ようか。外に出れば進展があるだろうし」

「うん！」

　足元に気をつけつつ来た道を引き返して坑道から外へと出ると、入った時と同じようにシロップに乗って地面に降りていく。

　するとそこには案内してくれたのと同じ男が待っており、無事戻ってきた二人を迎えてくれた。

「おう！　上手くやってくれたようだな！　これで作業が再開できる。報酬は城下町の依頼カウンターで受け取ってくれ。しばらくどいつも忙せわしなく動いてるからな、他のやつにも手を貸してくれると助かる！」

「はい！」

「なら一いつ旦たん町まで戻ろうか。この感じなら他の誰かも終わってるかも」

　二人が受けたのと同じような難易度のクエストなら六人が特別苦戦するということもないだろう。先に終わって戻っているかもしれないと、二人は坑道を後にするのだった。







　さくっとクエストをクリアして町へ戻ってきた二人はクエストクリアの報告のため依頼カウンターへと出向く。

　九層でできることの多くはここを起点としているため、出て行った時と同じように多くのプレイヤーで賑にぎわっていた。

「報告すればいいんだよね？」

「うん、そうらしい」

　二人がある程度カウンターの近くまで行くとクエストの表示が切り替わり報告可能となる。青いパネルに表示された達成の文字をタップすると、報酬として素材とゴールド、さらに追加の経験値を手に入れることができた。

「おおー！」

「報酬がもらえるっていうのは分かってたけど、改めてもらうとちょっと得した感じするよね」

「するする！」

　坑道での戦闘でも素材や経験値は普段通り手に入れることができている。クエスト達成でさらにもらえるのでレベルアップ等もしやすくなっており、クエストは受けるだけ得だと言えるだろう。

　九層の中心となる要素なだけあって、クエストは受けた方がいいとプレイヤーが自然に判断するような作りになっているわけだ。

「皆はまだみたいだね」

「ここに戻ってくるって決めてたわけでもないし、さらにもっと探索してる可能性もあるね」

　九層にはまだ足を踏み入れたばかりであり、ほとんどが未知のエリアである。八層と違い探索できる場所にこれといった制限もないとなれば広大なフィールドを歩き回るだけでいくらでも時間を使うことができる。

「どうする？　どんどん次のクエスト受けていってもいいし、もっと他にレアイベントを探すのもあり」

　クエストはかけた時間に合わせて安定した報酬をもたらしてくれるが、爆発力は隠されたイベントやアイテム、ダンジョンを見つける方が遥はるかに上となる。とはいえ九層のメインはクエスト進行であり、地道に依頼をこなすことでさらに先のクエストが解放されることを考えるとそれに時間を割く必要も出てくるだろう。

「うーん……どうしようかなあ……」

　メイプルがどうしようかと悩んでいると入り口の扉が開き見知った顔が中に入ってくる。メイプルとサリーが人混みでも目立つ装備をしていることもあり、向こうも二人に気づいたようだった。

「やあ二人とも。そうか、今のところ【楓かえでの木】はこちら側にいたのか」

「リリィさん！」

「【ラピッドファイア】はこっちですか？」

「半々といったところかな。どちらも見てみないことには分からないからね」

【楓の木】が予定していたように【ラピッドファイア】もギルドメンバーをそれぞれの国に送り込んで情報を揃えている段階のようである。

「イベントでもこのフィールドを模したものが使われるようですから」

　ウィルバートの言う通り細部まで情報を入手しているかどうかは戦闘において重要になってくる。大規模ギルドならそこに人数をより多くかけられるため、アドバンテージを活いかそうというわけだ。

「ですね。私も準備期間だと思っています」

　どのプレイヤーも九層の探索をするとともに、その先にある対人戦を見据えている。

「私達はどちらの国にも一度入ってきたが……早めにどちらもその目で見てみるといいと思うね。やはり自分で見てみないことにはどちらの国につくかは決めにくいだろう？」

　今回は二つの国でフィールドの性質が大きく異なる。ギルドメンバーから伝え聞いたり、掲示板から情報を収集したりすることはできるが、百聞は一見にしかずというものだ。

「国ごとにクエストも用意されていますから。イベントまでにどちらのクエストもこなすとなると難しいでしょうね」

「なるほどー……」

　クエストをクリアして行った先に何があるかはまだ分からないが、それがイベントを有利にするものである可能性も捨てきれない。中途半端にどちらもというより、どちらかの国に属することを早めに決められる方がいいだろう。

　そのためにリリィ達は最初のうちにどちらも見ておくという選択を取ったのである。

「じゃあさサリー、向こうも見に行っちゃおうか？」

「いいよ。ここは先人にならっておこう」

　ちょうどどうするか迷っていたところに一つ方針ができた格好となる。もちろんこれで属する国を決めることにはならないが、早め早めに動いていくようにしたのだ。

「役立ちそうなものを見つけたら教えてくれると助かるよ」

「ふふふ、ライバルになりそうな人には教えられません」

「はは、それは残念だね」

　それはそれとして、現時点では特に対立しているわけでもない。ダンジョンなど、ともに攻略する機会があればそこは力を貸し合うということに変わりはない。

　あくまでも、対人戦も気にかけているというだけなのだ。

「では、機会があればまたパーティーでも組んでどこかに」

「はい！」

　小さく会釈をしてウィルバートとリリィは奥へ向かっていく。広い部屋の一角にはプレイヤーが集まっており、合流したことから【ラピッドファイア】の面々であることが察せられる。ここからでは何を話しているかは分からないが、おそらく情報を交換しているのだろう。

「じゃあさっそく出国だね」

「むこうはどんな感じかなあ」

「イメージ的には攻撃力の高いモンスターとかトラップとかが多そうな感じだけど……」

　それもこれも行ってみなければ分からない。最初こそこちらにしばらく滞在する予定だったものの、二人は一旦逆側、炎と雷、荒れた大地の広がるフィールドへと向かうのだった。
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　氷と水、緑に溢あふれるフィールドを離れるように二人が歩いていくと、徐々に足元の草花はなくなり、広がっていた森も見られなくなっていく。

　二種類のフィールドの境目は荒れた大地と豊かな森が混ざり合うような形になっている。ところによって優勢な方が変わるといった様子だ。

　そんな境目の部分を抜けるといよいよ反対側のフィールドが目の前に広がってくる。

　そこは背の高い岩石が岩の森とでもいうように並び、その間を砂地が埋めている場所だった。岩からは定期的に電撃と炎が走っており、反対のフィールドにおける水の道や氷の結晶のように、このフィールド独自の雰囲気を形成している。

　さらに小川のかわりにドロドロとした溶岩が流れており、辺りを照らし出している。

「あれは触れない方がよさそうだね」

「うん、溶岩は燃えちゃうもん」

　メイプルも固定ダメージ相手にはどうしようもない。防御力がいくら高くとも、ダメージ計算時にそれが参照されなければ意味はない。

　町まではフィールドを横断していく必要があるため、当然途中モンスターと遭遇することもある。二人が岩場を歩いていると、岩陰から一メートルを超える大トカゲがぞろぞろと姿を現したのだ。

「ふふん、こっちなら！　【全武装展開】！」

　メイプルは兵器を展開すると全方向に無差別に弾丸をばら撒まく。基本的に避けることなど不可能といえる弾幕は近寄って来ようとしたトカゲたちを次々に撃ち抜きＨＰを削っていく。しかし、流石に九層というべきかそれだけで撃破とまではいかず、周りを取り囲んだ状態で反撃とばかりに口から激しい炎を吐き出す。

「ちょっと避難するよ！」

【身捧ささぐ慈愛】を発動していないため、サリーは巻き込まれないよう素早く空中に見えない足場を作って上空へと避難する。メイプルはというと、互いに攻撃を受けながらの攻撃となるが、その防御性能には違いがありすぎる。トカゲ側も硬い鱗うろこによる防御はなかなかのものだが、メイプルの体には遠く及ばない。炎に包まれ火柱の中で直立したまま、壊れた分だけ兵器が新たに生産される。

　少し離れた位置に着地したサリーはその光景を眺めていた。

「大丈夫……なのがおかしいんだけど。問題なさそうだね」

　メイプルのＨＰバーはピクリとも動かず、そうしているうち被弾が多かったトカゲから順にばたりと倒れて消滅していく。

　対抗する手段がなければどれだけ攻撃を繰り出そうと、数を用意しようと変わらないのだ。

　メイプルを包む炎もトカゲの数が減るとともに小さくなっていきやがてそれは完全に収まった。

「危なげなかったね」

「ただの炎だけなら大丈夫！」

「トカゲは大丈夫と……他のモンスターも見てみないとね」

「？」

「ほら、このフィールドをそのまま使って戦うならモンスターも出てくるかもしれないでしょ？　攻め込む先に苦手なモンスターが少ない方がいいかなって」

「おおー！　確かに！」

「封印とかも嫌だけど単純に攻撃的なモンスターが多いのもなーって。出てきたとして扱い方も分からないしね」

「ふんふん、なるほど……」

　メイプルもどんなモンスターがいるかは覚えておこうと認識を改める。今までとは違い次回イベントの内容が早めに告知されていることもあって、普段の探索とは意識するポイントも変わってくるというわけだ。

「じゃあいい感じに隠れられる場所とか探しておくといいってことだね！」

「そそ、奇襲されにくくなるし奇襲しやすくなるからね。あとは……飛び出した先が溶岩だまりみたいなこともなくなる」

「それは大事かも！」

　それなら今回はモンスターの様子を観察しつつ町まで行こうと、二人はシロップに乗って空を行くのはやめにして地形なども確認しながら歩いていくことにするのだった。




　そうしてほどなくして町の近くまで辿たどり着ついた二人は出会ったモンスターを振り返る。

「えっと……棘とげを飛ばしてくるおっきいサボテンと、地面から出てくるおっきい虫と、クエストで戦った氷の塊の炎バージョンと雷バージョン！」

「サボテンくらいかな、貫通っぽかったのは。また今度調べておくね」

　棘が飛んでくるのを見て、見た目からして流石さすがに体で受けるわけにはいかないと盾でガードしたため真偽の程は分からない。大量に飛んでくる棘が防御貫通攻撃の場合、【不屈の守護者】も多段ヒットには弱いため直撃すればメイプルのＨＰだと危険なのだ。ただ、他のモンスターはエフェクトからして問題なさそうだったためその体で受けて貫通攻撃でないことは確認済みである。

　そして、大トカゲの時点で分かっていたことではあるが、フィールドに現れるモンスターは先程の国とは完全に違うタイプのものになっているということだ。

「属性とか攻撃方法との相性も考えておいた方がいいかも」

「考えることいっぱいだねー」

「どのプレイヤーもできることが増えたしね。その分考慮することも多くなっちゃうかな」

　レベルが低くスキルが少ないうちは、取れる手段がそもそも少なかったため、考えてもどうしようもないことが多かった。ただ、今はもうそうではないのだ。

「このくらいのモンスターならぶっつけ本番でもいいけどね。念のためってやつ」

　多少厄介と言えるモンスターはいたものの、あくまでもフィールドに常に湧わくタイプのモンスターだ。基本的に経験値を稼ぐために倒されていくものであり、特別強く設定されているわけではない。九層に来るようなプレイヤーを追い込むのは、大体ボスモンスタークラスである。

「ずっと話してても何だし、入ろうか」

「うん！」

　二人はもう町の入り口までやってきている。町を取り囲む背の高い壁と、開かれた門の先に見える黒を基調とした町並みには、向こうで氷と水が装飾に使われていたように、雷と溶岩が至る所に見える。

　白を基調とし水と自然に溢れた国と比べて、禍まが々まがしく荒々しさを感じさせる国の中へと二人は足を踏み入れるのだった。







　町の中へと入っていってまず分かるのは、二つの国に設備としての差はないということである。門からはまっすぐに大きな通りが伸びており、見覚えのあるＮＰＣのショップの看板もほぼ同じ位置関係に確認できた。

　一つ大きく違うのはプレイヤー以外に人が少ないことだろう。

　といってもあくまで少ないのは人だ。この町を歩いているＮＰＣは獣の耳や尻しつ尾ぽ、竜の翼など、それぞれ人にない特徴を持っていたのである。

「なるほど。こっちはそんな感じかあ」

「四層みたいな感じだね！　あと、浮遊城とか！」

「確かに近いかな？　浮遊城は竜人いっぱいいたしね」

　二人は町の様子を確認しつつ、先程と同じように城の方へと向かっていく。既に受けていたクエストは自動的に一いつ旦たん進行停止され、新たに城へ向かうクエストが受注された。

　やはり国ごとにクエストが存在し、さらにそれらを同時に受けることはできないようである。

「ま、どっちかを選べってことか」

「そうみたいだねー」

　手順はこちらも変わらないため、同じように少し高い位置にある城を目指して、大通りを進み長い階段を上る。

　そうして城の目の前までやってくると、以前浮遊城で見たような、顔まで完全に爬は虫ちゆう類るいのそれになった竜人が兵士として立っており、二人に対応してくれる。

　やはりこちらも同じように一度王の元へ案内してくれるようである。城の中を歩いている間、時折王や国についてほんの少しではあるものの情報を与えてくれる。

「ウチの王様は強えからなあ。この時間なら玉座の間だろうが……変なこと言って叩たたき潰つぶされないようにな！」

　そう言って竜人の兵士は笑う。

「ど、どんな人なんだろう……」

「あっちの王様よりは力で押してくるようなタイプなのかも」

　あちらはその見た目から肉弾戦というより魔法での戦闘を予感させたが、こちらは話を聞く分にはどうもインファイターのように思われる。

「そうだったとしたら水と自然の国の王様の方が陣営対抗では強そうだよね。加勢してくれるかははっきりしてないけどさ」

　プレイヤーの数から考えるに、大人数でのぶつかり合いがあちこちで起こることになると予想できる。

　となると接近戦がいくら強くとも、体が一つでは対応しきれない部分も出てくる。

　魔法ならものによってはその弱点をカバーするようなこともできるかもしれない。

「カナデが何冊かすごい射程が長い攻撃ができる魔導書持ってたりするし」

「確かに……近づけないと困っちゃうけど、魔法はそんなことなくていいよね！」

　メイプルの場合はそのステータスのせいもあって、相手に近づけないような場面はよくあり、射程のあるなしがどれだけ重要になるかは理解できていた。

　そうこうしているうちに王のいる部屋の前までやってくると、同じように兵士が扉を開け、中へと招き入れられる。

「広っ……」

「本当だね！」

　こちらの玉座の間はぱっと見て、水と自然の国の一・五倍程。さらに部屋の中に玉座に座った王らしき人物以外誰もいないこともあってより一層広さを感じさせる。

「王！　客人です！　旅の者で！」

　兵士が呼びかけると王と呼ばれた人物は立ち上がる。すると、王は何とそのまま膝ひざを曲げ勢いよく跳躍し、二人の前まで飛んできて空中で静止しゆっくりと地面に降り立つ。

　改めて近くで見るとどんな人物かがよく分かる。身長は二人より少し高い程度、メイプルより少し長いくらいのぼさっとした黒髪に、細い体つきの女性であるが、それ以上に特徴的なのは硬そうな鱗に覆われ鋭い爪が伸びる手足と背中から生える竜の羽、そして大きな尻尾だった。

「んー？」

　王は二人に顔を寄せて品定めするようにしばらく見た後、満足したのか少し距離を空けて尻尾と翼を黒い光に変えて消滅させ、手足を人間のそれと変わらないものに変化させた。

「何だまたひ弱そうな奴らだな！」

「ひとは見かけによらないですよ。王だってそうじゃないですか」

「ハハ、それもそうだ。旅の者、我が国へよく来た！　歓迎しよう！」

　二人は同じように歓迎の言葉と近々起こるイベントに関連した話をもう一度聞いて、所属と依頼の説明を受ける。

「敵になった時は容赦しないからな。嫌なら味方についておくといい！」

　王は自分の強さに自信があるようで、一通り説明をし終えると最後にそう言ってのけて、兵士に命じて二人を外まで案内させた。

　玉座の間からの帰り道で二人は短い間に感じたあれこれを共有する。

「……あんな感じだった、とは」

「本当に強そうだったね！」

「戦うなら最初近づいてきた時みたいな機動力を考慮しないといけないし、翼生えてたから普通に飛ぶだろうし……あっちの王様と比べると戦う様子は想像しやすいかな？」

　予想通り肉弾戦が得意そうな雰囲気である。もし竜を元とした膂りよ力りよくがあるならば攻撃力も相当なものだろう。

「あと素早い人ひと形がたの敵は的が小さいっていう強みもあるし」

「サリーが言うと説得力あるかも」

　少なくともメイプルではあの速度についていくのは骨が折れることだろう。

「王様とも戦うことになるなら、こっちの味方をした方が楽になりそうではあるね。メイプルがいれば範囲魔法には相性がいいし。ほら、肉弾戦って感じじゃないお爺じいちゃんの方は魔法を使ってきそうだから」

「なるほどなるほど」

　とはいえ、これはまだ全すべて予想の段階でしかない。実際のところどうなのかは今後の情報収集次第である。

　ともかく、これでどちらの国のトップにも会うことができ、一部のモンスターも確認が済んだ。いよいよここからは情報を集めながら、最終的にどちらの国に属するかを決めていくこととなる。

「まだイベントまで時間は結構あるしのんびりやっていこう」

「うん！」

　まだ九層の探索ははじまったばかり。あくまで全てはこれからである。

　こうして二人はまた新たな情報を一つ得て城を出ていくのだった。








５５２名前：名無しの弓使い

陣営を決定せよ




５５３名前：名無しの大剣使い

もうちょっと待ってくれ

今のところどっちにしても大きな差はないとみてるが




５５４名前：名無しの魔法使い

そうなのか

まだ片方しか行ってないわ




５５５名前：名無しの大剣使い

とりあえず町の設備に関しては完全に同じ

見た目こそ違ってるけどショップの位置も概おおむね同じになっててその辺りは差を作らないようにしてあるっぽい




５５６名前：名無しの槍やり使い

その方がいいよな

片方だけ使い勝手悪いとかだとかなり人が偏るだろうし




５５７名前：名無しの魔法使い

俺はとりあえず自然豊かな方にしたよ

単純に荒地より過ごしやすい

落ち着くし




５５８名前：名無しの大盾使い

それは一理ある

やっぱ拠点にするって考えるとそういうのも大事だとは思うぞ




５５９名前：名無しの大剣使い

でもそっちと違って王が活発不ふ遜そん系竜娘だぞ

お爺ちゃんではこの良さに勝てないのではないか




５６０名前：名無しの槍使い

爺さんもかっこいいしいいだろ

方向性は違うけど




５６１名前：名無しの弓使い

それ目当てで属する国変えてるやつは実際いた

それがモチベーションにつながるならそれもまた大事




５６２名前：名無しの大剣使い

「竜娘の王」これだけでアド

後単純に強そうだった……




５６３名前：名無しの大盾使い

聞いただけで俺も実際見てはないんだけども

機動力凄すごそうな感じらしいな




５６４名前：名無しの弓使い

敵に回した時弓だと不利になること間違いないから味方になろうかと思ってる




５６５名前：名無しの大剣使い

実際お爺ちゃんは未知数な怖さがあるけどもそれより優先するのは今分かってる脅威なんだよな




５６６名前：名無しの槍使い

ちょっと待て

竜娘の方の町でメイプルちゃんの目撃情報があったんだが

それはつまり彼女がそちらにいるということでよろしいか




５６７名前：名無しの大盾使い

今のところはな

まだまだ観光と調査って感じだしどうなるかは分からん




５６８名前：名無しの大剣使い

未知数な相手より優先するのは今分かってる脅威なんだよな




５６９名前：名無しの大盾使い

そうだな




５７０名前：名無しの弓使い

ＮＰＣ気にしてる場合じゃないか……

どっちかの王の元に魔王いるんで……




５７１名前：名無しの魔法使い

一騎当千の化物はいくらでもいるしな

それとは確実に敵か味方になって戦うことになるからそっちに目を向けないと




５７２名前：名無しの大盾使い

まだ詳細も分かってないしな

モンスターとかイベントフィールドにそのままいる可能性もある




５７３名前：名無しの弓使い

だなあ

とりあえず範囲攻撃できるスキル揃えはするけど




５７４名前：名無しの大剣使い

境目の部分平地多いしそこで弓と魔法構えたらそうは近づけないだろうしレンジある方が強そう

だいたいその過程で範囲攻撃も手に入るし




５７５名前：名無しの槍使い

城に近づくほど防衛しやすくなるし逆に攻める側がわの消耗は増えているはずだからな

他プレイヤーと協力して陣形組まないと




５７６名前：名無しの大盾使い

それが一番だな

数とチームワークが勝つために必要だろ




５７７名前：名無しの魔法使い

そんなの関係ないと言わんばかりの生命体が貴方のギルドにはいるのですが




５７８名前：名無しの槍使い

やってることは味方の強化だから……

ほら天使化とかね




５７９名前：名無しの大剣使い

最強の個が集まってチームワークにうんたらかんたら




５８０名前：名無しの弓使い

でも今回は第四回イベントより規模大きいし

より各ギルド間での連携が取れてるサイドが勝ちそう

いくら強いプレイヤーでも二箇所に同時に行くことはできないわけだし……上う手まく隙をつけばな




５８１名前：名無しの槍使い

結構難しいな

他ギルドのことは自分のギルドほどは知らん




５８２名前：名無しの魔法使い

他ギルドとの交流も必要かあ









　まだイベントの情報全すべてが開示されているわけではないため、推測を元に準備を進めることとなっているのはどこも変わらない。

　だがそのうえで、より鋭い読みを働かせたギルドが戦局を有利にしていくのは間違いない。

　だからこそ、どのプレイヤーも今集められる情報をできるだけ集めて勝ちを手繰り寄せようとしているのだった。








二章　防御特化と自由探索。









　二つの国をざっと確認したところで、メイプルは一いつ旦たん、水と自然をテーマとした国に属することにして再度入国し所属を示すマークを付け替えた。

　残りのギルドメンバーも、まずは一つの陣営に絞って情報を集めることにし、その中でも得意不得意を考慮して分担することにしている。戦闘関連はクロムやカスミ、町の中やアイテムはカナデやイズが中心といった感じだ。

　ギルドメンバーがクエストをそれぞれ確認してきたところ、現時点で受けられるクエストは特別苦戦するようなものはないだろうと結論づけられたため、【楓かえでの木】はクエストはひとまずおいておいて、イベントまでの期間に間に合うよう八人で手分けして様々な情報を集めることにした。

　例えばイズは素材集めをしながらどこにどういった採取ポイントがあるかを記録している。

　このフィールドをそのまま使うのなら、物資調達がスムーズにできるようになることに意味はあるだろう。

　元々九層の素材は必要だったため、一石二鳥ということでイズに一任しているのだ。

　他にもサリーはメイプルと二人で行動していた時に言っていたように、モンスターの強さや能力を確かめており、クロムやカスミは探索ついでに攻めや守りに使えそうな地形を確認していた。

　第四回イベントと比べて、自軍の陣地は広大で多様な地形が存在する。把握しきれない部分は当然出てくるが、それはなるべく減らしたい。

　そんな中、ギルドマスターのメイプルはというと。

「うーん、自由探索って改めて言われると難しいなあ」

　特にこれをして欲しいということは決められず、好きなように全体を探索するという方針となっていた。

「皆が見てなさそうなところとか見るのがいいよね！」

　どの辺りをどのように探索したかは定期的にメッセージで共有されている。とりあえず探索先をそこからずらせば同じ場所の同じ情報を集めてしまっていたというようなこともないだろう。

　とはいえギルドとしてそういう方針を打ち出したのは穴埋めをして欲しいからというわけではなく、予想できないメイプル特有の上振れを狙ねらったものではあったのだが。

　それに関してはメイプルに伝えられていないため、探索自体は今までと変わらず好きなようにという方針となったのだ。

「シロップ？　どっちがいい？」

　隣を歩くシロップにそう聞いてみるものの、当然答えは返ってこない。

「うーん……じゃあこっちにしよう」

　何をしてもいいと言われているため、メイプルはとりあえずクエストをいくつか同時に受けている。九層の方向性に従ってクエストを進めつつ、そのまわりの地形を探索するつもりなのだ。

　メイプルは今回遠目からも分かる凍りついた森へと向かっていた。その一帯は背の高い木々が完全に凍りついており日の光でキラキラと輝いている。

　特に急ぐこともなくのんびりと目的地まで辿たどり着つく。木の表面を分厚い氷が覆っているようで、透き通った氷の中には木々が冷凍保存されているような状態だ。

「きれーい……溶けちゃわないのかな？」

　表面を叩たたいてみるとコンコンと硬い音が返ってくる。触ってみても溶けている様子はないため、何もしなければずっとこのままなのだろう。

「よーし、探そっと！」

　今回はメイプルには珍しく採取系のクエストとなる。見つけるアイテムは凍りついた葉であり、あちこちにある木のそれとは違う、見れば分かるものとのことだ。

　採取系のクエストならばイズの領分であるはずだが、イズ一人では来ることができない理由がここにはあり残してあったのだ。

　メイプルはそのことについて伝え聞いているものの、問題の事象が発生するまでは採取に勤いそしむだけである。

「あるかなー」

　地面も所々凍結しているため、滑ってしまわないように気をつけつつ辺りを観察する。

　まだ最初のクエストということもあってか、程なくして目的のものは見つかった。

　より分厚い氷に覆われているのか、青に近い濃い色をしたその葉は周りから浮いていて、一目見てこれだと分かるようなものだった。

「ちょっと高いけど……」

　シロップを巨大化させるだけのスペースはないため、メイプルは盾を持ち替える。

「久しぶりに使うかも」

　第二回イベントの際に手に入れた紫の水晶でできた盾、それについているスキルを発動させ、地面から水晶の壁を生成する。

　壁とはいうものの、メイプルの使い道は大抵今回のように足場にするものだった。

　できた水晶の壁によじ登って手を伸ばすと、目的の葉は簡単にもぎ取ることができた。

「これで……よしっ、合ってる！」

　あとは同じ要領でクエスト達成に必要な数を集めていくだけである。

　しかし、そうして数枚の葉を集めたところでイズでは来られない理由となった存在が咆ほう哮こうとともに姿を現した。

　浮遊城などで会ったものよりは随分小型だが、それでも青い鱗うろこで覆われ、しっかりとした大きな翼で空を飛ぶのは紛れもなく竜だった。

「わっ、出た！」

　メイプルが何か行動するよりも早くドラゴンはメイプルがいる辺り一帯に水のブレスを放つ。

　前が見えなくなるほどの水にメイプルは驚くもダメージはないようで安心する。

「よかったー……」

　しかしそれも束つかの間ま、ドラゴンは連続して冷気をブレスとして吐き出した。それは辺りの地面ごとしっかり水を浴びたメイプルを凍結させ、氷の中に閉じ込めてしまう。【悪食】によって盾だけは凍結しないが、全身の氷を全て飲み込むことはできないようだ。

「……よ、よくなーい！」

　体は完全に固められてしまっているようで、透き通った氷の向こうは見え、状況こそ把握できるものの手足は全く動かない。何とか溶かすことはできないかと考えていたメイプルだったが、自分を中心に大きな影ができたことに気付く。

　それは追撃だった。巨大な氷の塊がメイプルの頭上に生成され、その直後落下する。動けないメイプルに直撃した氷塊はメイプルを覆う氷を砕きながらメイプルを押おし退のけるように横へ跳ね飛ばす。

「やった！　外れた！」

　しかし当人にダメージはなかったようで、むしろ氷の檻おりから逃れられたことを喜んでいた。毎回追撃してくれるなら溶かす方法を考える必要もない。

「【砲身展開】！　【攻撃開始】！」

　メイプルは反撃とばかりに兵器を展開し空へと砲弾を放つものの、回避能力にも優れているようで攻撃は一部しか当たらず、思ったように体力を減らすことができない。

「時間かかっちゃいそう……」

　そう感じたメイプルは、これは仕方ないと諦あきらめて歩き始める。今回は戦闘が目的ではない。

　ドラゴンは氷漬けにしてくるだけで、メイプルにとって脅威ということもない。

　ならば今回は無視が一番だ。もっとも、本来無視できるようなものでないのは間違いないのだが。

「すぐ出ていきますから！」

　メイプルはそう断ると凍りついた葉を集めるため急いで駆け出すのだった。




　そうしてしばらく、周りの地面で凍っていない場所がなくなってしまうくらい二種類のブレスを受けたメイプルだったが、どれだけ受けても氷漬けになるだけなのは変わらなかった。

　時間こそかかったものの、負ける要素がない戦闘を作り出せるのはメイプルの強みである。

　全すべての攻撃を体で受け止めて目的の葉を集めきったメイプルは満足気に凍りついた森を出ていく。

「ふー、大変だった……でもこれでクリアできるね！」

　クエストクリアの要件には竜の討伐は入っていない。あの森には必ず出現するようであり、今後のクエストで再戦することになるかもしれないが、今回のところは気にしなくてもいい。

　森から出たメイプルは、また来ることがあればと一度後ろを向いて別れを告げようとする。

　そんなメイプルの目に映ったのは、凍いてつく森の中を、氷と水のブレスではなく、煌こう々こうと燃え盛る炎が駆け巡る瞬間だった。

　少しして炎は収まっていき、それでもなお木々を覆う氷が溶けずにそのまま残っていることはメイプルを驚かせた。

「もう一体いるのかな……？」

　メイプルは凍らせてくる竜にしか出会わなかったが、普通に炎を吐くものがいてもおかしくはない。そもそも、これまで出会った竜と言えるようなものは大半が炎のブレスである。今回のような氷や水を吐くタイプの方が珍しいのだ。

　とはいえ、サリーやイズから聞いていた話ではそんなものの存在については一切情報がなかったのが事実だ。

「何か珍しいものかも！」

　自由に探索していていいと言われているのだから、クエストの済んだ場所へ引き返しても咎とがめるものは誰だれもいないだろう。

　こうしてメイプルは炎の正体を確かめに森の中へと戻っていく。

　炎が広がったのはほんのわずかな時間だったものの、かなりの規模だったのは間違いない。一体どんなものがいるのだろうかと辺りを見て回るメイプルはモンスターより先にプレイヤーを発見した。

「あっ、ミィ！」

「メイプル！　そっちもここに来てるってことはクエスト？」

「うん！　それは終わったんだけどすごい炎が見えたから、何か珍しいものかと思って戻ってきたんだけど……」

「あはは、それは私だね」

「そうだよねー。ドラゴンが炎を吐いてるのかと思っちゃった」

　持っているスキルが強力になればなるほど、プレイヤーよりモンスターの規模感に近い現象が起こせるようになるものだ。そんなメイプルもよくモンスターと勘違いされている。もっとも、それは見た目がそのままモンスターのそれなためであるのだが。

「文字通り火力も上がったからね。【楓の木】でもスキル一つでここまで広範囲に攻撃できる人はいないんじゃない？」

「私は全部のスキルを知ってるわけじゃないけど……流石さすがに見たことないかも！」

　イズの広域爆破は下準備にかなりの時間を要するし、カナデもそういった魔導書の一つや二つ持っていてもおかしくはないがあくまで基本は使い切りだ。

　メイプルの【機械神】を超えるようなダメージと、点でなく面を焼く炎による避ける隙すき間まのない範囲攻撃は、自分の強みを押し付けるのにこの上なく向いているものだ。

「ドラゴンももう倒しちゃった？」

「倒してはないけど、しばらく撃ち合ったら逃げていったよ。撃破っていうより、撃退したって感じかなあ」

　そのおかげで自由にクエストを進められたと、ミィは採取した葉をメイプルに見せる。

「流石だなあ……私は倒すの大変だと思ってそのままにしちゃった」

「残っている方が大変じゃない？」

「時々カチコチに凍らされちゃうけど、少ししたら解放してくれるから探索できたよ！」

「流石だなあ……」

　そんなものをミィが真ま似ねしようとすれば町まで強制帰還となるのは間違いない。

　あくまでそれぞれのスタイルに合った攻略法を選ぶのが一番だ。

「メイプルはこの後は？　クエストは終わったみたいだけど」

「他にもいくつか受けてあるからどれかに行こうと思ってるよ！」

「へー、どれ？」

「えっとねー」

　メイプルはミィに現在受けているクエストについて話す。まずクエストの種類が限られており、さらに誰でも簡単に受注できるため、当然と言えば当然だが、ミィの受注した中にもメイプルと同じクエストが存在した。

「メイプルがよかったらさ、一緒にいくつかクリアしない？　二人だったらより楽になると思うし」

「いいよー！」

「よしっ、じゃあ決まり！　イグニス出すから乗っていってよ」

「はーい！」

　こうして二人は次のクエストの場所まで空を飛んでいくことにした。

「やっぱり速いね！」

「シロップと違って最初から飛ぶように能力が設定されてるからね」

　不死鳥であるイグニスは、メイプルのスキルで宙に浮いているシロップとは違い、元から空を飛べる。異様な飛行方法を用いるシロップではこの速度に追いつくのは不可能だろう。

「空を飛べるテイムモンスターを仲間にしたプレイヤーも結構いるみたい。どうしても飛べるモンスターがいいって最近まで仲間にしてなかった人も私のギルドにいたりしたよ」

「やっぱり空を飛べるってすごいもんね」

「戦闘面では上を取るってだけで強いし、地形を無視して移動できるから機動力もあるし……人気な理由も分かるなあ」

「それに、現実世界だったらこんなに自由に飛び回れないし！」

「あはは、そうだね。そういう魅力も人を惹ひきつけてるのかも」

　メイプルが一人シロップで空を飛んでいた時から時間も経たち、空もプレイヤーの行動範囲として随分と開拓されたものである。

「それに城攻めなら城壁を飛び越えられる方がつよいでしょ？」

「……！」

　ようやくテイムモンスターを仲間にしたという【炎帝ノ国】のギルドメンバーなどは、こういった時に有利を摑つかめるようにというのを考えて待っていたのだろう。

　確かに空を飛ぶことができれば町を囲む高い壁もどうということはない。飛行能力を有するプレイヤーとモンスターは、地上を主戦場とする場合と比べ圧倒的に少ないのは事実であり、守りが手薄なところを突つくことができるのはそれだけで脅威となりうる。

「それにしても気の長い話だったと思うけどね。だって間にもう一つイベントと八層もあったんだし」

「すごい忍耐力……」

「その分その狙ねらいが上手くいってほしいなあ」

　互いに近況を話しながら二人はクエストの目的地へ移動を続ける。

「【楓かえでの木】は今はこっちの陣営にいる感じ？」

「多分そうかな？　早く情報が集まってもう逆側も見に行ってる人がいるかもしれないけど」

「一回はどっちも見ておきたいしねー。じゃあまだどっちの陣営にするか決め切ってるわけじゃないか……」

　期日まではいくらでも陣営を移動することができる。今同じ陣営で探索をしていてもイベント当日同陣営になるとは言い切れないのだ。

「ミィは？」

「そういう私達も今のところ決め切ってはないんだ。それに、今回はギルドメンバーも別々に分かれることができそうだし」

「そうなの？」

「うん。って言ってもちゃんとアナウンスされるまでは確実じゃないけどね。ほら、入国した時の紋章はプレイヤーごとにつくでしょ？」

「確かに……」

「だったら、同じギルドに所属してても敵対することもできそうだなって」

　ミィはついてきてくれているギルドメンバーのやりたいようにさせたいとのことだった。

「もちろん敵になっても手加減したりしないけどね！　これでもギルドマスターだし、負けないようにしないと」

「ミィくらい強かったら大丈夫だよー」

「ギルドの皆も強いからね。気は抜けないなあ……【楓の木】はやっぱり最後は皆で？」

「まだそんな相談はしてないけど多分そうなると思う！」

「ちょうどパーティー一つ分の人数でキリもいいしね。チームワークも完成されてるし」

　前衛から後衛まできっちり存在し、それぞれが尖とがった能力を持ちつつも上う手まくフィットして足りない部分を補い合えている。

　わざわざバラバラになるメリットなど考える方が難しいくらいだ。

「他のギルドの人だと誰と仲間になるかなあ」

「それは始まってみないと分からないね」

「ミィとも仲間になれるといいな！」

「ふふ、じゃあ私がどっちに行くかよーく予想して当てないと」

「頑張る！」

「頑張って。っと、そろそろ着くよ！　しっかり摑まってて！」

「はーい！」

　ミィが合図を出すとイグニスは旋回しつつゆっくりと地面へ下りていくのだった。




　二人が降りたのは大きな湖の近くだった。森に囲まれる形になっているものの、上空から見れば万に一つも見逃すことはないだろう。

　湖の近くは木々が幹を力ずくでへし折られ横たわっており、巨大化したイグニスでも直接降りることができた。

「ありがとうイグニス」

「ここかあ」

「あんまり相性のいい相手じゃないし、メイプルがいてくれるならそのうちにやっておこうかなって。あとは戦い方のコツを忘れないうちにっていうのもね」

　そうして少しすると、ミィがコツと言ったのも納得できるモンスターが現れる。水面が大きく波打って、九層のあちこちに見られるような重力を無視した水の塊が湖から現れ、何本もの柱とそれをつなぐ無数の道となって伸びていく。

　その中を高速で泳いでいるのは五十センチメートル程の魚達だった。

　前々回のイベントと八層でこんなモンスターには嫌というほど出会ったものだ。

　その速度や戦法への対処が体に染み付いているうちに、このクエストをクリアしてしまおうというわけである。

「【身捧ささぐ慈愛】！」

「【豪炎】！」

　メイプルが防御を固めるとそのまま安全圏からミィが強烈な炎を放つ。それは水の柱を貫いてなお燃え盛り、中にいる魚に大ダメージを与える。

「おおー！」

「動きが速いなら逃げ場がなくなるくらい広範囲の攻撃で倒せばいいよね。って言っても水の中はダメージ減っちゃってるんだけど……」

　重すぎる一撃を受けたものの流石さすがは九層と言うべきか、魚達のＨＰはかろうじて残っており反撃とばかりに力を合わせて力強くうねる水の渦を放ってきた。

「【ヘビーボディ】！」

　そこはかとなく吹き飛ばしてきそうなその見た目にメイプルは咄とつ嗟さにノックバックを無効化してその大渦を受け止める。

　見た目こそ派手な攻撃だが、貫通効果はなかったようで、メイプルを傷つけるには至らない。

　こういった場面で咄嗟にスキルが出せるようになってきているため、多少なりともゲームというものに慣れてきたのだろう。

「やっぱり避けなくていいのは気が楽でいいね……【蒼炎】！」

　ミィは超高火力の固定砲台として放たれる水に炎で応戦する。そうしているうち、メイプルもこの戦闘が普段とは違うことに思い至る。

　サリーなら飛び込んでいってダメージを稼ぐだろうこの場面、普段なら使えないようなスキルも使ってしまって問題ないわけだ。

「よーし、【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルがそう高らかに宣言すると毒の奔流が湖に向かって放たれる。それは水の柱や水の道を紫に染め上げ、中にいる魚達にダメージを与えていく。仲間が中を泳ぐために水域を汚染しないで保っておく必要はないのだ。

「うわっ……」

　やっていることがもたらす結果、モンスターを倒すという目的はミィも変わらないのだが、毒という攻撃方法になると絵面の酷ひどさが一段増すのは気のせいではないだろう。

　じわじわとＨＰが減っていくにつれ、あと僅わずかにダメージの足りなかったミィの攻撃も魚達を一撃で葬るようになっていく。

　一度水の中に注ぎ込んでしまえばあとは魚が素早かろうが関係ない。水中でしか活動できないという制限があるならば逃れようもないのだ。

　その光景だけを見れば炎と毒、そして水の飛び交う激しい撃ち合いだが、その実起こっているのは一方的な蹂じゆう躙りんなのだった。




　クエストのクリアと同時に湖から伸びていた水の柱は全すべて消滅し、元の静かな湖が戻ってくる。

「ふー、ありがとうメイプル！　お陰で攻撃だけしてればよかったし楽できたよ」

「こっちも一人だったらすっごい待たないといけなかったし！」

　メイプル一人なら毒が回って順に倒れていくのをひたすら待つことになっていただろう。

　ミィとしても倒木で足場が悪い中で本来必要な回避について考える必要がなくなり、簡単にクリアまで漕こぎ着つけることができた。

「ミィとパーティーになるとまたいつもと違う感じだね」

「そうかな？　んー、カナデ……は魔法は使うけどちょっと異質だし、サリーもメインで使ってるわけじゃないし……そうかも」

　八人しか所属していないため、当然存在しない役割もある。真っ当に高火力を叩たたきつける魔法使いは【楓の木】にはいないのだ。

　カナデも攻撃力ならマイとユイがいるからと魔法攻撃で打点を求めることは特にしていない。

　もちろんメイプルの存在がそれに拍車をかけている部分はあるだろう。高い威力で相手に何もさせずに倒すことを狙ねらわずとも、メイプルが全ての攻撃を受け止めてなかったことにしてくれるのだから、短期決戦をする必要がなく、攻撃力の優先度は一般的なギルドより下がるのも当然だ。

「思ったより早く終わっちゃったなあ」

「ミィはもうたくさんクエスト受けたの？」

「最初に出てたのはこれで全部。そうしたら、また次が出てくると思うけど。今後進めるのは大変になっていくだろうからペースは落ちるかも」

　今受注可能なクエストは九層の中で最も簡単なものになる。その段階でも既にこちらの行動を封じる強力な攻撃を持ち、有利な空から攻撃してくるさっきの竜のようなモンスターもいて、ベースとなるモンスターの強さは確実に上がっている。今後難易度が上昇すると考えるなら、それに合わせて相対する敵も手て強ごわくなるだろう。

「メイプルはまだ全部は終わってない？」

「まだまだだよー。でも、どんなクエストがあるかはギルドの皆で分担して確認してるんだ」

「そっか、【楓の木】のメンバーならよっぽど相性が悪くなければこのくらいの難易度なら一人でもクリアできるもんね」

「【炎帝ノ国】みたいなおっきいギルドにも負けないように情報集めなきゃなんだって」

「なるほどね。実際情報収集は大事だし、そういうのはマルクスが上手いんだけど……」

「確かに得意そう！」

「今回みたいな拠点のあるイベントだと大活躍だからね。本人は自信なさげなんだけど」

　それでもここまでのイベントの結果はその能力を確かなものだと裏付けている。だからこそ、ミィも信頼しているわけだ。

「特にミザリー、マルクス、シンとはよくパーティーも組むし、多分イベントは四人一緒の陣営で参加することにすると思うけど、敵味方分かれた時に味方になったら存分に頼って大丈夫だから」

「うん！　そうする！」

　共闘も敵対もそこまで回数を重ねたわけではないものの、メイプルもミィ達の強さはよく知っている。それに磨きがかかっているというなら尚なお更さら頼りがいがあるというものである。

「ここまで長かったけど、最後の準備期間だからね。メイプルの隠し玉……きっと何か持ってるんでしょ？」

「えっと、ここは言わない方がいいんだよね！」

「ふふ、正解。怖いけど……楽しみに策を練ってはおく」

「こっちも頑張って準備しておく！」

　メイプルがすぐにやめてしまった今までのゲームではできなかった、ライバルであり友人。そんな関係性を持つ一人。特にライバルなどというものとは無縁だったメイプルは慣れていないながらも、サリーのそれを真似るようにして自信ありげな笑みを浮かべてみせるのだった。








三章　防御特化と暗躍。









　メイプルがミィと二人クエストをこなしている頃ころ、サリーはクエストもそこそこにマップを隅から隅まで移動して回っていた。

「大まかな地図くらいなら用意されてるけど……やっぱり実際にこの目で見て確かめておかないと」

　地図上にはどこに森があるだとか、川や湖があるだとか、隠しエリアでもない限り、一目見て分かるような地形の情報は記載されている。

　ただ記載されていると言ってもそれが完かん璧ぺきなものでないのも事実である。川があるとされていても、それがどれだけの幅や深さなのかは分からないし、洞どう窟くつの入り口のように遠くから見て分かる地形と言えないようなものは、地図に載っていないことがほとんどだ。

　さらに言えばそこに生息するモンスターなどは、出向いてみないことには詳しく知ることができない。

　メイプルが出会った、こちらを凍らせてくる竜のような不意に出会うと危険なモンスターもいるのならそこは危険な場所として記録しておくべきだ。そうすることで特にイズやカナデ、マイやユイのようなＨＰ、防御力共に低めな面々の探索時の事故を減らすことができるだろう。

「次のイベントフィールドでモンスターが出ないならそれでいいんだけど」

　何度も言うが念には念を、準備不足で足を掬すくわれることはなくしたいというのがサリーの考えだ。なんならサリーの防御系ステータスはレベル１のプレイヤー以下と言っていいものであり、事故を減らすためのこの調査は何より自分のためでもある。武器の形状変化により盾をも持つことができるようになった今、きっちり実力を発揮できれば捌さばき切れない攻撃はほぼ存在しないだろう。

　つまるところ、この調査は集中力が落ちてきた時のためのものなのだ。反射神経によって避けられないほど集中力が低下していたとしても、その攻撃を事前に知っていれば準備を早めることができ避けられるといったケースは確かに存在する。

　サリーにとって戦う前の準備はとても大事なことなのだ。




　そんなわけで、レベル上げやクエスト進行もそこそこに、サリーはフィールドのモンスターと地形を隅々まで見て回っていた。

「やっぱり炎と雷がベースになっている方は攻撃的なギミックが多いなぁ」

　水と氷ならメイプルがされたように、凍らされて動きを止められてしまうような攻撃やトラップが想像できる。

　逆に炎や雷はもっと直接的にダメージを与えてくる印象だ。

　実際にサリーは地形にも明確な差を感じていた。水と自然の国には、凍いてつき【ＡＧＩ】を低下させる冷気を放っている場所があるのに対し、炎と荒地の国には見るからにダメージを与えそうな溶岩が絶えず噴出している場所があった。

　前者はサリーやカスミなどの強みを奪う地形であり、後者はメイプル、マイ、ユイが固定ダメージを受けて呆あつ気けなく倒れてしまう恐れがある。

　どちらの地形に攻め入りたいか、どちらの地形なら有効に扱えるか、判断基準は様々だがサリーは改めてそれが陣営決定の際の重要な点であることを認識する。

　そうして調査を続けていると、同じように地形を確認しては何か記録を残しているプレイヤーを見つけた。

「一人なのは珍しいね」

「……？　サリーさんですか、お疲れ様です……」

　サリーに声をかけられるとヒナタは挨あい拶さつを返しつつぺこっと頭を下げる。

「そっちも地形やモンスターの調査？」

「はい。ベルベットさんはこういうことはあまりしないので……も、もちろんしなくても大丈夫なくらい強い人だからなんですけれど」

「それはそうかもね」

　インチキじみたスキルを大量に持つメイプルにも負けない威力と範囲での雷撃ができ、一方でサリーにも劣らないスピードでのインファイトも可能であり、その水準の高さが理解できる。

「でも、できることはしておこうと思っています。ちょっと抜けているところもあるので……」

「付き合いは本当短いけど……それはそうかも」

　普段している演技も数回ごとにボロを出すような人である。完璧に計画を立ててミスなく実行しようとする、というようなタイプではないのだろう。

「しっかり準備されると隙がなくなって困っちゃうな」

「……それはお互い様です」

【thunder storm】はメイプルの敵陣営につくつもりだと宣言している。それぞれがどこまでどんな準備をしているかは勝敗に大きく関わってくるだろう。

「陣営決定のタイミング次第では仲間になっちゃうかもしれないけど」

「その時は……よろしくお願いします。ベルベットさんも……ちょっとテンションは下がっているかもしれませんけど、スキルの威力に変わりはないので」

「テンションは下がるんだ……」

「はい……」

　その日の気分でパフォーマンスが変わるタイプだろうというのはサリーが感じていたことではあった。ヒナタの歯切れの悪い返事からも、スキルの関係しない細かい体たい捌さばきなどの精度が落ちることは問題になっているのだろう。

「ノリにノッてる状態では当たりたくないな」

「そうですか」

　サリーにとってヒナタとベルベットはギルドメンバーと共闘したとしても相性の良くない相手だ。ベストコンディションだとしても、避けられないほどの範囲攻撃を得意とする二人を相手取ることは難しいだろう。ダンジョンのボスなどよりもよっぽど対処必ひつ須すのスキルが多くなっているのだからそれも当然である。

「こっちも準備はしてるけどね。って言ってもそっちも私達のスキルについては調べられるだけ調べてあるんでしょ」

「……あれだけ派手に暴れていますから、その分くらいは……はい」

　イベントの度に戦場の中心で滅茶苦茶しているメイプルなどは、イベントハイライトの映像も残っていたりする。今九層に来ているプレイヤーで、メイプルが急に巨大な化物になったり兵器を展開したりすることを知らない者はもはやいないだろう。

「流石さすがに有名人は大変だね」

　前回の対人戦では、まだ注目が集まりきっていない所を上う手まく利用して勝ち切った側面がある。ただ、今回はそうはいかない。注目され対策されている中で勝っていく必要がある。

「メイプルさんと比べるとサリーさんはあまりスキルの情報はないです……」

「それはよかった。上手くやれてるってことだし」

　元々サリーはその回避能力で本来不可能と言えるようなラインまで対処してしまうため、スキル依存度が低いこともあり、スキルがほとんど情報として上がってこないのだ。

「まあお互い悔いのないようにやれることやっておこうよ」

「悔いのないように……ですか」

　何か思うところがあるようなヒナタに対し、そのためにこんなに細かいところまで調べて回っているのだろうと予想していたサリーは、思っていたものと違うヒナタの反応に不思議そうにする。

「…………」

　ヒナタは意を決したように一つ頷うなずくと、サリーの隣に来ると耳打ちをする。その内容に、サリーは一瞬目を見開き、その後真剣な目でヒナタの顔を見た。

「……意外。大人しそうだけど結構強したたかっていうか……ベルベットから何か聞いた？」

「えっと、少しだけですが」

「テンション下がるんじゃなかったっけ？」

「それでも、勝ちに近づくことにはなると思います。調子を取り戻させるのは何度もやってきてますし……ギルドとして勝つのも【thunder storm】の皆さんへの恩返しですから」

「なるほどね」

「考えてみてくれればと思ってます……全部が全部悪い話というわけでもないはずです」

「…………」

「では、もし何かあればメッセージでも送ってもらえれば大丈夫です。私でも、ベルベットさんでも……」

　ヒナタはそれだけ言うとぺこっと頭を下げてその場を去っていく。残されたサリーはというとしばらくその場に立ち尽くしていた。

「こっち側につかないか……ね」

　現状サリーにそのつもりはない。それでもそうはしないと言い切ることができなかったのは、どこかで揺れている部分があるからなのかもしれなかった。本格的な対人戦は第四回イベント以降一度も来ていなかったのだ。
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　今後もう一度、それははたして来るのだろうか。それもあと半年程度の期間のうちにだ。

「……」

　答えは今のサリーには出せないものだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　一方、メイプルはというとそのままミィと二人クエストを進行していた。

　ちょうどミィの時間も空いており、このまま手伝ってサクサク終わらせないかとの提案にありがたく乗ったメイプルは圧倒的火力と圧倒的防御力のコンビで、文字通りモンスターを消し炭にして回った。

　イグニスの優れた移動能力、そしてメイプル一人ではなし得なかった高い攻撃力は、残るクエストを簡単に消化することを可能にしたのである。

　クエストも全すべて終わったということで二人は町まで戻ってきて達成報告をしに行くことにした。

「楽々戻ってこれちゃった！」

「シロップと比べるとね。一応【暴虐】よりも速いかな？」

「速いと思う！」

【暴虐】も普段のメイプルよりは速くなっているものの、あの外皮の与えてくれるステータスは伸びることがないため、鳥ということもあって元々【ＡＧＩ】が高めなイグニスとの差は開く一方である。

　ミィは入り口前にイグニスを降ろすと指輪に戻して二人で町の中へと入る。

「町はもう大体見て回った？」

「まだまだだよー。広いし、二つあるし」

「町の周りをぐるっと囲ってる壁の上には大砲とかもあったりするんだ。他にも王城以外で兵士が仕事している場所とかあったり」

「大砲とかも使うのかな？」

「イベントだよね？　どうだろう、砲弾もあったし大砲まで持っていけば撃てそうだったかも？」

　誰だれでも使える対空装備があるとなると空を飛んでいれば安全とは言い切れない。飛行能力を持つテイムモンスターの中でも機動力が高かったり、そもそも乗って空を飛ぶことに慣れている必要が出てきたりと考えることは増えてくる。

「カナデとかは町のこと見てくれてるらしいから、後で聞いておこうかな？」

「それがいいね。で、気になった所は見に行くみたいな」

「うん！　そうする！」

　二人は話しながら歩いて報告場所までやってきた。現状受けていた依頼の報告を終えたところで、次の難易度の依頼が新たに追加される。出て来るモンスターも強くなっていることが予想できるうえ、クエストの目的地もほとんどが森や平地だった初期クエストから、山や谷、洞窟の奥など自由に戦えないケースが出てくる地形に移り変わっていっている。

「ちょっと難しそうになったね」

「ああ、そうだな」

「あっ、そっか。えっと、ミィはこのあとは？」

　周りにプレイヤーが増え【炎帝】のそれに戻ったミィにメイプルは改めてこの後の予定を聞く。

「すまないな。今日付き合えるのはここまでだ。また共闘できることを楽しみにしている」

「うん！　私も！」

　笑顔のメイプルにミィもニッと笑って返すと、今日はここで解散となった。突発的に組んだパーティーではあったものの、互いの能力もここまでで概おおむね把握していたこともあり、クエストの進しん捗ちよく具合は上々である。

　ミィは次に時間ができた時のために新たなクエストをとりあえず受けると、この後ある予定のためにメイプルと別れて建物から出ていった。

「私はどうしようかな……」

　新しいクエストを進めてもよいし、先程話題になったように町を見て回るのも悪くはないだろう。

　どうしたものかと考えたメイプルは、ここでクエストが一区切りついたこともあり、探索先を大きく変えることにした。

「うん、どっちも進めていきたいし！」

　今度は町を少し見て回るだけでなく、炎と荒地の国を本格的に探索するつもりなのだ。

【楓かえでの木】は現状はまだ水と自然の国の探索に時間を割いている。今向こうでクエストを始めればメイプルが一番乗りだ。

「今日はもうちょっと遊んでいこーっと！」

　そうして楓はここでクエストを受けるのはやめておいて再度出国するのだった。




　出国したメイプルはそのままシロップに乗ると、のんびりとした空の旅を続ける。町から出てしばらく続く平地になっている辺りには、空を飛んでいるモンスターも特におらず、いたって順調で快適だ。

「改めて空から見ると……見通しいいなあ」

　上空から見ているからというのももちろんあるが、見通しがいい理由はなにより平地が続いているせいである。

　町を出てからしばらく続く平地は攻めるにも守るにも難しい地形だ。第四回イベントの時のような不意打ちや奇襲を用いて戦闘を有利な状況で開始する戦法は、ここまで見通しのいい平地となると使えない。

　町の正面は数対数の勝負になることは間違いない。であれば周りはどうなっているかと、メイプルは左右に目を向ける。

　正面から外れるとそこには様々な地形が広がっており、メイプルが攻略した凍いてつく森のようなものから、サリーが調査していた踏み入るだけでデバフのかかるエリアなど一癖も二癖もあるものが存在している。

「サリーの作戦だと……平地よりもあっちの方とか行くのかな？」

　今までのイベントの傾向からメイプルも自分なりにどんな風に攻めるかを予想してみる。【楓の木】の中で空を自由に移動できるのはメイプルだけだ。だからこそ、メイプルにしか見えてこないものも必ずどこかにあるだろう。

「あっちの方は空にもモンスターいるし飛べないけど……向こうの方は飛びやすそう！」

　空を飛ぶ時に気をつけることは他に何かあったかと今までの飛行を振り返ってみる。

「……そうだ風！」

　メイプルが痛い目に遭ったのは三層で横からの突風によりシロップから強制的に吹き飛ばされた時である。

　脅威となるのは見えるものだけではないのだ、強風はその中でも代表的なものになる。

「むむむ……やっぱり見てるだけじゃ分からないよね。よしっ！」

　これからは積極的にシロップで移動することに決めて、町までを飛んでいく。空に関してはメイプルが調べてサリーの手助けをするつもりなのだ。

　未知の場所の探索でも【不屈の守護者】と【暴虐】が残っていれば、相当なことが起こらない限りは倒されてしまうこともないだろう。

　本人の移動能力が低いことが難点ではあるものの、それ以外の能力は調査の際の大幅なリスク軽減に役立っており初見での攻略に適任と言える。

　新たに空の探索を今後の予定に追加すると、メイプルは町へと向かってシロップを飛ばすのだった。




　町の中へと入ったメイプルは早速クエストを受けに行こうとしてその足を止める。

「こっちの町にもミィの言ってた大砲とかって置いてあるのかな？」

　そういった部分に差はなさそうに思えるが、先程自分の目で確かめてみようと決めたところでもあるため、メイプルは町を囲む壁に沿って歩いてみることにした。

　ミィの話なら壁沿いのどこかに壁の上へ出られる階段があるはずである。

「熱そう……そうでもないのかな？」

　町の中を巡る溶岩を眺めながらしばらく歩いていると、壁の側面から突き出した階段を見つけることができた。

「あった！」

　メイプルは長い階段を上り壁の上に出る。壁の上は通路になっており、両側がメイプルの胸くらいまでの高さになるように間が低くなっていて、そこにはミィの言っていたような大砲などが並んでいた。

「穴が空いてるから……ここから先っぽだけ出して撃つのかな？」

　どちらの国も同じように町の前方には隠れる場所のない平地が続いている。大砲の威力がどの程度のものなのかは分からないが、それはそれとしてこの上を取っているという状況が強力である。遠距離攻撃は各プレイヤーが所持しており、通路と壁の高さの差を活いかして全員で魔法や弓での攻撃をすれば生半可な方法では町へ近づく前にボロボロにされてしまう。

　メイプルもここから兵器や毒による攻撃を放ち続けるだけで【蠱毒の呪法】の即死効果も込みで甚大な被害をもたらすことができるだろう。

　そもそもメイプルはその性質上向かって来る相手に対してめっぽう強いのだ。

「あっ！　砲弾もある！　……使えるのかな？」

　砲弾の前まで来たメイプルはそこで採取が可能なことに気づく。手に入るものは当然大砲の弾であり、どうやら三個までなら持てるようだった。

　ポーションのように大量にインベントリに放り込んで連射というわけにはいかないが、何人かでぐるぐると持ち回りで撃てば攻撃し続けることも可能だろう。

「一回撃ってみよう！」

　メイプルが大砲の前に立って砲弾を使用すると、自動的に弾が込められ、大きな音がしてフィールドに向けて砲弾が発射される。

「おおー……でも当てられるかなあ……？」

　対人戦では狙ねらう対象はプレイヤーになる。普段使っている【機械神】の兵器と比べて狙ねらいの付け方が大雑把になることも考えると、メイプルは自分の技術では当てるのは難しいように思えた。

「あることだけ覚えとこっと。イズさんとかサリーなら上う手まくできるかもしれないし」

　大砲はいくつもあったが特にそれぞれで威力や効果に差があるわけではなかった。全員で撃てば脅威になるかもしれないが、それは本番で試してみる他ない。

　ここはこれくらいにして元来た方向へ戻ろうとしたメイプルだったが、ちょうどそこで階段を上ってきたプレイヤーと鉢合わせる。

「あっ！　フレデリカ！」

「ん？　ああー、やっほーメイプル。今日は一人？」

「皆フィールドのどこかにはいると思うけど……一人で探索中！」

「そうなんだ。こうやってメイプルと会うのは珍しいねー。目立つ装備とスキルのはずなのに……普段どこ探索してるの？」

「うーん……みんなと同じで普通にフィールド歩いているだけだよ？」

「【楓の木】の普通は信用できないからなー」

「えー！　そんなことないよー！」

「ふふふー、どうだろ」

【楓の木】が保有する異様なスキル群のことを思うと疑いたくもなるものだ。

「フレデリカもここ見にきたの？」

「そそ、私が情報収集と後方支援担当だからねー」

　フレデリカはそう言って壁の上からの景け色しきを確認する。

「バフは……あの辺りまでかー。うち人数多いしあんまり固まっても範囲攻撃が……」

　レイドボスと戦う時もフレデリカの無尽蔵のＭＰと大量の広域バフスキルは強力な武器となった。

　しかし本人は前衛でガチガチに防具を固めているようなプレイヤーよりは耐久力に乏しく、できることならこの壁上のような安全な場所からの支援をしたいところである。

　とはいえ射程の問題もあり、それは陣形に関わってくるため、陣取った場所でのメリットデメリットはよりシビアに考えておかなければならない。突然戦場のど真ん中に放り込まれても生き残っていそうなメイプルとは訳が違うのだ。

「フレデリカはこっちの国にいるんだね」

「んー？　まー今はねー。結局どうするかはまだ決まってないけど。そう言うメイプル達はこっちなのー？」

「今いるのは私だけかな？　皆で手分けして探索中なんだ！」

「【楓の木】人数は少ないもんねー」

　所属するプレイヤーがはるかに多い【集う聖剣】なら、同じように探索を進めていたとしてももっと多くの情報を持っているのは間違いない。

　情報収集の得意なサリーでも十人分の情報を同じ時間で集めてきたりはできない。人員の数の差は簡単には埋められないものなのだ。

「最終的にどうするかは分からないけどー。ペインはギルド全員で同じ側がわに行こうとしてるっぽい」

「そうなんだ」

「その方が勝ちやすいんじゃない？　まー、私はギルドマスターの方針に従うかなー」

　フレデリカとしてはどちらの国に属してもたいして変わりはないようで、それならばペインやドラグ、ドレッドと同じ陣営の方がやりやすい。

「勝ち馬には乗っておけーってねー」

「【集う聖剣】強いもんね……」

「それはどーも……でさ、人数は少ないって言っても少数精鋭、イベントでも活躍してる【楓の木】のギルドマスターに相談なんだけどー」

「な、何突然？」

「ちょっとうちのギルドホームで話でもしていかない？」

「へ？」

　意外なお誘いに不思議そうにするメイプルだったが、特別断る理由もなく、フレデリカの提案を受けて後をついていくのだった。




　フレデリカに案内されて【集う聖剣】のギルドホームへ向かうメイプルだが、その表情は少し硬いように見える。

「んー、メイプルどうかした？」

「ううん、なんでもないよ。ちょっと緊張しちゃって……」

　メイプルにとっては他ギルドのギルドホームに行くのは初めてのことである。今までいつでも自由にやってくるフレデリカや、イズに用がある他プレイヤーなど誰かを出迎えることはあったものの、特別用事もなかったため自分が出向くことはなかったのだ。

「別に緊張することないのにー。ほら、【楓かえでの木】のギルドマスターとしてキリッとー！」

「ええっ!?　こ、こうかな？」

　メイプルが自分なりにそれらしい表情を作ると、フレデリカはうんうんと頷うなずく。

「そうそう。別にどうこうしようってわけじゃないんだからねー」

　そうこうしているうちに二人は【集う聖剣】のギルドホームの前までやってくる。流石さすがは大規模ギルド、ギルドホームは九層でクエストを受けられる建物にも負けない規模であり、奥行きもかなりありつつ四階建てといったトップギルドに相応ふさわしいものとなっていた。

「おっきいー！」

「ふふーん、【楓の木】と比べるとかなり大所帯だから、ギルドホームもその分大きいんだよねー」

「すごいねー！　お屋敷って感じ！」

「そうでしょそうでしょー」

　そんなメイプルのいい反応にご満悦のフレデリカに後ろから声がかかる。

「おう、随分と得意気だな」

「ドラグー、別にいいでしょー？　私のギルドで間違いはないんだしー」

「まあそれは違いねえか。で、珍しい客人連れてんな？」

「そーそー、偶然出会ったから連れてきちゃった」

「ってことはあれか？」
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「うん。だってああは言ってたけどー、ペインほっといたら本当に強い所とは敵対しそーだし」

「冷静だが熱いヤツだからなあ」

　メイプルには内容を理解しきれない会話が交わされるが、ずっとここで立ち話をしていても仕方がないと、ドラグは話を切り上げる。

「フレデリカが案内するってことなら俺は行くぜ」

「うん。大丈夫」

「メイプルもこの機会に気になるところがあれば見ていっていいぜ。ま、多少は珍しい目で見られるかもしれねえがな」

　本来このギルドホームにいないプレイヤー、それもメイプルとなれば尚なお更さらだろう。

「はいっ！」

　メイプルの元気のいい返事を聞くと、ドラグはヒラヒラと手を振ってギルドホームの中へと消えていった。

「私達も行くよ。とりあえずついてきて、話が終わったら色々見ていってもいいからねー」

「はーい！」

　こうしてメイプルはいよいよ【集う聖剣】のギルドホームの中へ足を踏み入れるのだった。







　中に入ったメイプルは、フレデリカについていきつつキョロキョロと周りを見ている。

「あくまでもギルドホームだからそこまで設備が違ってたりはしないけどねー。【楓の木】が全体的に大きくなった感じ」

「そうなんだね」

「三、四階は個人の部屋が並んでるから……一、二階を見るといいんじゃない？」

「分かった！」

　何はともあれまずは用事を済ませてからだ。フレデリカはしばらく歩くと一つの扉の前で足を止めてコンコンとノックをする。

「入るよー」

「お、お邪魔しまーす……」

　部屋の中に入るとそこにはペインがいた。ペインの方も予期せぬ来客に少し驚いたようで目を丸くしている。

「フレデリカ、これはいったい……」

「ほら、言ってたやつ！　最終決定は任せるけどー。早めに話しておいた方が私もやりやすいしー」

「なるほど……分かった。メイプル、急に呼びつけてすまない。どこでもいい座ってくれ」

「はい！」

　メイプルがソファーに座ると、テーブルを挟んだ反対側にペイン、隣にフレデリカが座る。

「フレデリカが突然誘ってすまないな。話というのは次のイベントのことだ」

「イベントですか？」

「ああ。陣営対抗ということもあって、特に大規模ギルド間ではどのギルドもどちらの陣営につくか慎重に機を窺うかがっている状態だ」

　サリーも気にしていたことであるが、どちらの陣営につくか、その陣営にどのギルドがいるかは勝率に大きく関わってくる。

「当然【集う聖剣】も密ひそかに勧誘を行っている。フレデリカの言う話というのはこのことだ」

　つまり、【楓の木】にも【集う聖剣】と同じ陣営に来ないかと誘っているのである。

「私達がペインさん達と同じ陣営に……」

「【楓の木】の実力を疑うものはいないだろう。敵にすれば手て強ごわく、味方になれば心強い」

「とか言ってるけどー、敵になってもらってリベンジとか思ってたりしてー」

　フレデリカがそう言うとペインは困ったような顔で少し苦笑いをする。

「勿もち論ろん、貴重なリベンジの機会だとも。【楓の木】には第四回イベントでうまくやり込められてしまったからな……だが、俺も【集う聖剣】のギルドマスター。まず何よりこのギルドを勝ちに導くことを考えるさ」

　ペインとしては自分個人よりもギルドとしての勝ちを優先しているようだ。方針としてギルドメンバー全員で同じ陣営に所属すると決めてもいるようであり、大規模ギルドのトップらしいと言える。

「私は今度こそサリーに勝ちたいけどなー」

「はは、それなら日々決闘を申し込んでいると聞いているが」

「あれは別ー。やっぱり公式な勝負で勝ちたいでしょー？」

「それはそうだ。っと、話が逸それてすまない。今ここで結論を出せとは言わない。もし同じ陣営に属してくれると言うのなら連絡をくれると助かる。ギルドのメンバーとも相談するといい」

「はいっ！」

「相変わらず手短だねー。他に何か話すこととかないのー？　ほら、せっかくメイプル来てるんだよ？」

「そ、そうか？　なるほど、話すこと……か」

「じゃあ私から聞いてもいいですか？」

「ん？　ああ、構わない。そのうちに俺も何か考えよう」

「もー、二人とも硬いなー」

「そ、そうかな？」

「そうだろうか？」

「そうだよー！」

　いつも通りのフレデリカを中心にして、三人はしばらく会話を続けるのだった。




　そうして話も一段落したところで、ペインは改めて最重要事項について触れる。

「同盟について、考えておいてくれるとありがたい」

「はい！　相談してみます」

「じゃあ行こうメイプル。見てみたい場所あったら案内するよー」

「うん！」

　少しして二人が部屋から出て行ったのと入れ替わるようにドレッドが入ってくる。

「フレデリカのやつ、メイプルを連れてきたって？」

「ああ。噂うわさでも広がっていたか？」

「あの鎧よろいは目立つからな……ギルドメンバーから聞いた。で、例の件は結局どうしたんだ。聞いておきてぇ」

「同盟を提案したよ。それが一番勝ちに近い」

「……意外だな。リベンジって話はどうしたよ」

「ははは、フレデリカにも言われたよ……だが今回は戦闘の規模も今までの対人イベントとは桁けた違ちがいだ。【集う聖剣】の力だけでも勝てるよう準備はしているが……厳しいことは確かだ。ギルドの勝利のために俺一人我わが儘ままは言っていられない」

「なるほどな……ペイン、やっぱりお前はギルドマスターだよ」

「勿論。必ず勝ちに導いてみせる」

　ギルドとしての勝利。【集う聖剣】もその目標達成のため準備を進めているのだった。
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　日は変わって、メイプルはギルドホームで考え事をしていた。

「どうしようかなあ……」

　メイプルの悩み事、それは【楓の木】がどのような方針でイベントに臨むかということだった。

【炎帝ノ国】はそれぞれの意思で陣営を決定させるつもりだとミィが言っており、【集う聖剣】はギルドで結束して勝利を目指すとのことだった。現時点でも【集う聖剣】から同盟の誘いが来ており、さらに一騎当千のプレイヤーが揃そろった【楓の木】ともなれば、今後似たような勧誘が増えてもおかしくない。

　ギルドメンバーに相談することはできるが、最終的に決定を下すのはギルドマスターのメイプルになるだろう。

「イベント前には決めないと……！」

　そんな心構えをして、メイプルはまたクエストを進めるためにギルドホームを出る。

　他のギルドメンバーとは逆側となる炎と荒地の国にいるため今回も一人で探索だ。

「シロップよろしく！　空も見て回らないと！」

　メイプルは【巨大化】したシロップの背に乗ると真っ黒い葉が絨じゆう毯たんのように続く広大な森の方へと飛んでいく。

「上からだと森の中は見えないなあ」

　今まで探索していたような森よりも枝が横へ長く伸びており、ほとんど隙すき間まなく黒が続いている。

　この様子だと森の中は夜かと思うくらいに暗くなっているだろう。

「降りれそうなところあるかなあ……」

　クエストの目的地は森の中央辺りなのだが、シロップを地面に降ろせそうなスペースは見当たらない。森の入り口から真っ当に進めば辿たどり着つけはするだろうが、クエストクリアだけを考えると余計な時間になる。

「ギリギリまで下りれば大丈夫かな？」

　メイプルはシロップの高度を下げていき、木々の少し上で停止させると姿勢を整えてシロップを指輪に戻す。

　乗っていたものが消失したのだから当然メイプルはそのまま落下していき、黒い葉の茂る木々に突き刺さる形で森へ侵入する。

　ガサガサと音を立てて枝の間を通り抜け、ぐしゃぐしゃになりながら地面にべちゃっと着地した。

「ふぃー……抜けられた……んー、よっと！」

　メイプルが立ち上がって辺りを見渡すと、そこは予想していた通り真っ暗な森の中だった。当然電灯のようなものはなく、森の端からもかなり離れているため触れてみなければ木の幹があることすら分からないくらいである。

「【身捧ささぐ慈愛】！　【捕食者】！」

　狭い森の中なら、その大きさのせいで動きにくくなる【機械神】よりも柔軟に、メイプルが認識できていない相手も自動で攻撃してくれる【捕食者】がベターだ。【捕食者】を守るため、そして明かりにもなってくれるため【身捧ぐ慈愛】も展開し、これで準備は整った。

　光り輝く地面はヘッドライトなどよりよっぽど広範囲を照らし出してくれる。

　これなら目の前の木の幹に気付かずに衝突するようなこともないだろう。

「周りに人もいなそうだし……試しておこうかな」

　メイプルは青いパネルを呼び出すと装備を一つ変更した。かわりに装備するのは『ロストレガシー』である。

　装備の変更とともに、メイプルの近くに黒に青い模様の入ったキューブが一つふわりと浮かび、移動に合わせてついてくる。

「よーし……いつでもいいよ！」

　しばらく歩いていると、今回のクエストにおける討伐対象が姿を現す。

　それは影そのものであり、まるでスライムかのように自由に伸び縮みして形を変えるモンスターだった。影は体の一部を剣の形に変化させると、メイプルに対し素早く突き出してくる。

　正面から来るそれに対しては盾を構えるメイプルだが、気づかないうちに囲まれていたのか背後からも同じように影が伸びてくる。

　メイプル本人はまだまだそれに反応が追いつかないが【捕食者】は別だ。テリトリーに入ってきた敵に対して素早く反応し影の剣を食いちぎって飲み込んでしまう。

「わっ!?　後ろも!?　……ありがとー、気づかなかった」

　メイプルは反応して迎撃した【捕食者】を労うように撫なでると、自分は正面に集中だと盾を構える。前方からのモンスターの攻撃は【悪食】が残っている限り自滅と同義である。

　メイプルに届かないだけでなく、一瞬で飲み込まれて存在を消滅させられる強烈なカウンターが待っているのだ。

　そうしてしばらく戦闘を続け、メイプルは『ロストレガシー』のエネルギーゲージが溜たまるのをじっと待つ。

「もういいかな？　よーし、【古代兵器】！」

　メイプルがスキル名を口にすると今まで浮かんでいるだけだった黒いキューブはいくつもの小さな黒いキューブに変わり弾け飛んで拡散する。

　まるで分裂したかのようなそれは少ししてスパークするように青い光を放ち始め、一瞬の後、檻おりを作るようにそれら一つ一つを繫つなぐ青い光の筋を伸ばした。

　それは経路上にいたモンスターを貫き、さらに近くにいたモンスターに伝でん播ぱしダメージを与えていく。

「すごーい！　これなら近づいてこれないね！」

　近づくには張り巡らされ網の目のようになったレーザーの間をすり抜けなければならない。もちろんモンスターも弱くはない。故に一撃受けた程度では倒れることはないが、近づくだけで痛手を負うことが確定するのは、モンスター側にとってとてつもなく大きな不利を背負わされた格好だ。

　そのうえ抜けた先で化物に嚙かみちぎられるとなってはもうたまらない。

「効果が切れる前に……【滲にじみ出でる混こん沌とん】！」

　メイプルも【捕食者】に加勢して攻撃する。【古代兵器】は使用者には害をなさないようで、張り巡らされたレーザーの防御で身を守りつつ、内部から一方的に長射程攻撃を押し付けていく。

　近づけない、近づいたとてあまりに硬い。磐ばん石じやくになる攻撃と防御を撥はね除け崩すだけの能力は、雑ざ魚こモンスターが持ち合わせるはずのないものなのだった。

「ふー、ちゃんと使っておかないと咄とつ嗟さに使えないし……見つからないところで使うようにしよっと！」

【古代兵器】には今回のレーザーの檻以外にも、制圧力に長たけたガトリングや長遠距離に届く狙撃銃などいくつもの形態が存在する。

　発動条件となる特殊なリソースであるエネルギーが、一定時間経過で減少していく性質を持っていることもあり、使おうとしなければいつまで経たっても使う機会が訪れないスキルになる。

　今後、いくら火力がステータスに合わせて伸びていかないと言っても、レアスキルなだけあって元々の威力は高い。メイプルが的確に攻撃できれば、雑魚モンスターならエネルギーをどうこうする前に勝負が決することがほとんどだ。

　それもあって今回攻撃をメイプルは【捕食者】と【悪食】だけにとどめたのである。

　この辺りのモンスターを倒したメイプルはさらに森を歩いていく。今回のクエストは黒い森のモンスターの一掃となっており、倒す数も十や二十では利かないのだ。

「次はどの武器にしてみようかな？」

　第四回イベントからメイプルのスキルはまた随分と増えた。とはいえ、防御力があまりに高く、モンスターの攻撃力が追いついてきていないため、ひたすら攻撃していれば相手が先に沈んでいく。そのため戦闘は第四回イベントで使っていたスキル群でなんとかできているのが現状である。

　しかし、プレイヤー相手となるとそうはいかない。メイプルの弱点、そして攻撃手段となるド派手なスキルのことは、もう他のプレイヤーの比ではないくらいに知れ渡っているのだ。

　だからこそ、新しく手に入れたスキルや装備が勝敗を分ける決め手となってくる。

　知らないものに完かん璧ぺきな対応をするのは難しい。メイプルが新たに手に入れた、対応を誤った際に受ける被害が大きいスキルを上う手まく相手に当てるためにも、自分がスキルのことをよく分かっていないようではいけないのだ。

　まずは【古代兵器】、次に【反転再誕】から派生するスキルと、あまりゲームに触れて来なかったメイプルからすると、サリーに色々教わったとはいえ、そろそろキャパオーバーが近いのも事実である。

「ゆっくり覚えるぞー！」

　それでもメイプルが前向きなのは確かな変化だと言える。こうしてしばらくの間、暗い森の中には時折青い閃せん光こうが走りモンスターの断末魔が響き渡るのだった。
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　メイプルとは逆側の国、残りの【楓かえでの木】のメンバーはというと、水と自然の国の基本的な情報を集め切って、そろそろ一部メンバーを逆側の国に送り込もうかという相談をしていた。

「サリーがモンスター周りを中心に調べてくれているから、俺らは地形の方をサポートするか」

「そうね。メイプルちゃんからクエストの雰囲気はそこまで違わないってメッセージが来ているから、やっぱりフィールドを調べるのがいいわよね」

「私達しか知らないような隠されたエリアを見つけられればベストだろう。奇襲にしても撤退にしても強力なポジションになる」

「見つけられたら大きいね」

「あっちこっち探索ですね！」

「隠しエリアを見つけられるよう……が、頑張ります」

「今までの傾向からすると隠しエリアはただ隠されているだけじゃなく、ちょっとレベルの上がったモンスターがいたりもする。探索は気をつけて進めるようにしないとな」

「とりあえず全員で手分けして探すことは継続して、何か見つかった時に手に負えないようなら人を呼ぶ。これでどうだろうか？」

「いいんじゃないかな。八人で行けばまず間違いなくどこでも攻略できるだろうし。まずは見つけないことには始まらないからね」

　隠しエリアと言えるようなものを、狙ねらった通りに見つけられるなら苦労はしないのだ。発見にはひらめきや洞察力、そして何より運も求められる。

「もし見たことのない素材があったら多めに持って帰ってきてくれると嬉うれしいわ」

「……九層に来てから工房の設備が止まっている時の方が珍しいよな……何作ってるんだ？」

「今は秘密よ。イベントが近づいてくる頃ころには教えられるかしら」

「……何でしょう？」

「きっとすごいものだよお姉ちゃん！」

　イズは普通のプレイヤーでは手に入らないようなアイテムを作っているため、実物を見てみないことにはトッププレイヤーであるクロムやカスミですら何も分からない。

　ただ、出来上がるものが役立たなかったことはほとんどないため、期待しておいて問題はないだろう。

「クエストは片手間に進めつつ、サリーの情報収集のサポートで動くぞ！」

　クロムが目的を再確認し全員が頷うなずいて返すと、【楓の木】は【楓の木】の目的を持ってイベントに備えフィールドへと繰り出した。








６２３名前：名無しの大剣使い

徐々に同盟が結成されてるな




６２４名前：名無しの槍やり使い

あえて宣言してるところとか隠してるところとか色々だが片方にプレイヤーが偏ったらどうするんだ？




６２５名前：名無しの魔法使い

少ない側に補正がかかるかそもそも人数制限があるかって感じじゃない？




６２６名前：名無しの弓使い

同盟とかはこっちが勝手にやってるだけだしなあ

人数の制限はかかりそう




６２７名前：名無しの大盾使い

ランダムってことはないだろうが

溢あふれるなら抽選とかもあるか




６２８名前：名無しの大剣使い

何にしても地道に準備して対応できる範囲を増やすしかない

イベントの規模感とか雰囲気的には時間加速下だと思うけど第四回イベントの時みたいにデス数に制限があるかもしれん




６２９名前：名無しの槍使い

それはありそうだな

倒しても倒しても復活するゾンビ戦法が取れるとなると攻めも守りもキリないし




６３０名前：名無しの弓使い

皆はクエスト進めた？




６３１名前：名無しの大盾使い

それなりにだな




６３２名前：名無しの魔法使い

クエストはいつでもできるけどイベントまでの時間は限られてるから……

先にマップ把握かなあ




６３３名前：名無しの大剣使い

正直罠わなとか仕掛けられてた時に酷ひどいことになるエリアとかあるし

そういうとこ避けられませんでしたで死にたくはない




６３４名前：名無しの弓使い

やばそうなエリアはいくつかあるよなー

攻め込んだり守ったりする時に重要なポイントになるように意図的に設置されてる感じする




６３５名前：名無しの魔法使い

古来より地形は最強の防壁であるため……




６３６名前：名無しの槍使い

レーザーが飛び交ってる森とかあったんだよなあ




６３７名前：名無しの大剣使い

そのありえない森は何？




６３８名前：名無しの槍使い

木の葉が真っ黒で光が差さないところ

木の向こうから青いレーザーがすっ飛んできた




６３９名前：名無しの弓使い

前クエストで行った時そんな感じじゃなかったけど……？




６４０名前：名無しの大剣使い

深い森には化物が棲すむってよく言われるじゃん？




６４１名前：名無しの大盾使い

なにかいたんだろうなぁ……




６４２名前：名無しの魔法使い

モンスターもそこまで強くなかったし奇襲にちょうどいいかと思ってたけどビーム出す未確認生命体がいるってなると尻しり込ごみするなあ




６４３名前：名無しの大剣使い

正体が分かるまでは使いにくいな

槍使いが当たってれば威力も分かったんだが




６４４名前：名無しの槍使い

いやです




６４５名前：名無しの大盾使い

俺なら死ににくいし探しに行ってみるとするか

ワンキルってことはないだろ




６４６名前：名無しの弓使い

もしワンキルだったらそれこそメイプルちゃんくらいしか受けられん




６４７名前：名無しの大剣使い

もしメイプルちゃんがノーダメで一般タンクワンキルなら楓の木に籠こもられたら終わりですね……




６４８名前：名無しの大盾使い

それはそう









　それを受け止められそうなのも、撃ち出しているのも同一人物であることなど、ここにいる者は知る由もないのだった。








四章　防御特化と作戦会議。









　さらに時間は過ぎて、プレイヤーもそれぞれ随分とクエストを進めていた。ただ、分かりやすくレールが敷かれていることもあってクエストが進んでいるプレイヤーこそ多いものの、クエストで向かうことのない場所の探索はこれまでの階層と比べ疎かになりがちなようである。

　それもあってフィールド全体で見た時に、まだ情報の出で揃そろっていないエリアが多い状態だ。

　そんな調子なため、クロム達も探していた隠しエリアなどの発見は、まだまだ先のことになりそうだった。

　そんな中、マイペースに行きたい場所へ行きたいように探索をしているメイプルは、今日はどこへ行こうかと町を出てすぐのところでマップを確認する。

　サリーはクエストではなくフィールド把握にかかりっきりであり、クロム達もそれぞれに探索しているため、今日も今日とて一人旅の予定だ。

　もっとも、メイプルはギルドの方針として単独行動を命じられている部分もあるのだが。

「どこに行こうかなあ」

　クエストを進めながらではあるものの、メイプルは九層に来てからなかなか長い時間空を飛び回っており、マップを見て興味をそそられるようなエリアは既に探索済みである。もちろん、全すべての要素を確認したとは言い切れないため、再探索というのもありではあるが、どうせなら別の場所へ行きたいところである。

　再探索と違って未探索エリアなら全てが新発見だ。空振りに終わることは絶対にない。

　行ったことのない場所の中からどこにしようか考えていると、背後から声がかかる。

「メイプルー！　そんな所でぼーっとして、なーにしてるっすか？」

「あ、ベルベット！　今日はヒナタはいないんだね」

「ヒナタはフィールドの調査に行ってるっす！」

「そうなんだ。じゃあサリーと一緒だね。ベルベットは？」

「私はそういうのはそんなに得意じゃないから、レベル上げと足りないところの探索っす！」

「あはは、じゃあベルベットは私と同じだね！」

「それでマップ見てたってことっすね！」

「うん。どこに行こうか迷ってたの。ベルベットはこれから探索？」

「その予定だったんすけど、メイプルが行く予定だったとこってどこっすか？」

　聞かれたメイプルは素直に候補になっている場所を一つずつ指差して示していく。

「じゃあここは私と被ってるっすね！　一緒にどうっすか？」

「うん！　いいよ！　シロップに乗っていく？」

「ふふふ、もっと速い方法があるっすよ！」

「そうなの？　うーんと、ベルベットのテイムモンスターとか？」

「残念、ハズレっす！」

　パーティーを組んでいなければ効果を発揮しないとのことなので、メイプルはベルベットとパーティーを組む。

「いくっすよ！　【エレキアクセル】！」

　ベルベットが宣言すると二人の肌を電気が駆け巡る。バチバチと音を立てて弾けるそれがどういう効果を持っているかは、ミィが使う【フレアアクセル】を見たことがあったメイプルにはなんとなく理解できた。

「走ってみてほしいっす！」

「いくよ？」

「大丈夫っすよ！」

　メイプルが全力で走り出すと、サリーやカスミ、ベルベットなどには流石に劣るものの、クロムやカナデのように、そこまで速さを重視していないプレイヤーなら上回るほどまで移動速度が強化されていた。

「すごーい！　すっごい速いよ！」

「これならどんな人でも速くなるっすよ！」

　確かにこれならシロップに乗っていくよりも速く目的地に辿たどり着つくことができるだろう。

「走って向かうのって新鮮な感じ！」

「本当珍しいっすよ？」
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「じゃあ早速行こうよ！」

「そうっすね！　あ、効果切れには気をつけるっすよ？　気をつけていないと、急に遅くなって転んじゃうっす」

「分かった！」

　フィールドを駆ける感覚はまるでサリーみたいだと思いつつ、メイプルは速くなった足で目的地に向かう。ベルベットは速度をセーブしてメイプルを置いていかないようにして、二人並んでフィールドを駆けていく。

「メイプルがこうやって走っているのを見るとなんか変な感じするっすね」

「速く走ろうと思うと【暴虐】を使わないと駄目だもん。兵器を爆発させても速く動けるけどそれは走っているわけじゃないし……」

　メイプルが生身で歩いてフィールドを移動することはほとんどない。基本はシロップに乗っているか、サリーの用意した移動手段を用いるかの二択である。【機械神】と【暴虐】での移動は素早く動きたい戦闘時限定のものと言える。

　ベースとなる【ＡＧＩ】が０なため、乗算でステータスを伸ばすアイテムやスキルはメイプルを加速させられない。【エレキアクセル】も【暴虐】のように元の【ＡＧＩ】に関係なく数値を伸ばすスキルであるため、メイプルの足を速くすることができているわけだ。

　ベルベットは突撃して落雷による攻撃で戦場を荒らすだけでなく、【エレキアクセル】のような味方を支援するスキルも持っていることが新たに分かった。ヒナタの支援や妨害ばかりが目立つが、ベルベットにも電を使った支援スキルがあるのである。

　移動速度以外にも上げられるものがあるならば、一対一でも集団戦でも隙のない存在と言える。

「他にもこんなスキルあるの？」

　ただサリーならともかく、メイプルはそんな思考のプロセスはなしに、純粋に興味があるといった様子でベルベットに尋ねる。

「ふっふっふ、それは教えられないっすねー」

「あっ！　そっか、それもそうだよね」

「イベント本番で確かめて欲しいっす！」

　この口ぶりと様子から何かしら持っていそうだとは感じられるが、実際に使っているところを見ないことにはそれがどんなものか確定させることはできない。

「そういうメイプルは何かないっすか？　時々一緒に戦ったりするっすけど……新しいスキル見たことないっすよ？」

【悪食】に始まるメイプルの強力なスキルこそ戦闘ごとに見るものの、使っているスキルはもうずっと変わらない。それはメイプルがサリーと相談してあえて使わないようにしているというのもあるが、単純にパーティーを組むプレイヤーが強いというのもあるだろう。

　たとえばミィやベルベットと組めば、メイプルは【機械神】を使う必要はない。メイプルが攻撃に参加しようとしまいと撃破にかかる手間も時間も大して変わらない。ダメージディーラーが強くなることで、メイプルは一周回って戦闘中に大盾使いらしい役割となることが多くなったのだ。

　新しいスキルなど使わずとも【身捧ささぐ慈愛】を展開するだけで事足りてしまうのである。

「秘密だよ！」

　メイプルもしっかりとそう答え、二人は目的地に向かって走るのだった。




「ふー、初めてこんなに走ったかも！」

　しばらく走って辿り着いたのは尖とがった背の高い岩石がいくつも立ち並ぶ荒れた土地だった。岩や地面には所々焦げたような跡があり、黒く変色していることがここにいる何かの攻撃の苛か烈れつさを思わせる。

　メイプルがエリアの入り口で中の様子を窺うかがっていると、上空から巨大な光の塊が落ちてきて辺りを眩まぶしく照らし出した。

「びっくりした……」

「雷っすよ！　メイプルならダメージは……受けないんすかね？」

　ベルベットもメイプルの防御力の高さは知っている。しかしそれでも確信が持てないくらいには強烈な落雷だったのだ。

「どうだろう？　雷はあんまり防御貫通のイメージはないんだけど……」

　実際どうなのかは試してみないことには分からない。【不屈の守護者】がある今ならうっかりやられてしまったなどということも避けられるだろう。

　乱立する尖った岩石のうち一部は避雷針のような役割を果たしているようで、探索をするためにはいくつもある安全地帯を見極めて隙を見て移動していく必要がある。

　もちろん、普通であればの話だ。

「【身捧ぐ慈愛】！」

　メイプルはスキルを使いベルベットを守ると、意を決してそのまま真まっ直すぐエリアの中に入っていく。そうして少しすると真上の空が光り、視界を真っ白に塗りつぶす雷が落ちてきた。

　ただそれもほんの一瞬のことで、光が収まった後には当然のように無傷のメイプルが立っていた。

「セーフ！」

「流石さすがっす！　これなら楽に歩けるっすね！」

【身捧ぐ慈愛】によって守られているベルベットも当然被害はなく、メイプルがノックバックでも受けてかなりの距離を吹き飛ばされない限りは、あの雷が問題になることはないだろう。

「五層にも雷雲がすごい場所あったけど……ここはそれよりすごいかも」

「私も雷を使うっすけど、これには負けるっすねー」

　ベルベットがこのレベルの落雷を今と同じ量落とすようになってしまうと、いよいよ近づけるものがいなくなるだろう。

　そうでなくとも躱かわし切って無傷で接近できるプレイヤーはサリーくらいであり、今ですら必中と言っていいレベルの攻撃なのだ。

「これくらい連射できたらもっと強くなれるんすけど」

「スキルレベルを上げるとか？」

「ここからさらに上がったりはしなそうっすね……」

　ベルベットは雷撃主体で長い間戦っている。さらに好き好んで戦闘を繰り返しているとなれば、スキルレベルが最高レベルまで到達してしまっているのも当然である。

　そうしてしばらく落雷に打たれながら歩いていると、今回の目的となるモンスターが現れる。

　それは直径五十センチほどのバチバチと放電する電気の球体である。実態はおいておいて、岩場の間を縫うようにふわふわと浮かぶいくつもの姿は遠目に見た時の蛍に近い。

「あれっすね！」

「よーし、【全武装展開】！」

　メイプルは素早く兵器を展開するとモンスターに向かって一気に射撃を開始する。

　弾速、射程共に非常に優れたこの攻撃は、モンスターの認識の外からの一方的な先制攻撃を可能にする。

　大量の弾丸が襲いかかってくることに少し遅れて気づいたモンスターだが、ふわふわと浮かぶその見た目に違わず移動速度は遅い部類であり、弾幕の範囲外に出ることは不可能だ。

　ＨＰもそう高くなさそうな見た目に、これは倒せると確信したメイプルだったが、直後弾丸はバチバチと放電する塊にぶつかったかと思うとそのまま貫いて飛んでいってしまう。

　貫いてこそいるもののダメージはないようで、メイプルは今まで何度か出会った、同じように攻撃を無効化してくるモンスターのことを思い出す。

「ううー、駄目みたい……」

「なら私の出番っす！　相性はあんまり良くないっすけど……【雷神再臨】！」

　ベルベットがモンスターを超える勢いで放電を開始すると、モンスター側もそれを野放しにしてはおかないようで、指向性のある枝分かれした電撃を放ってくる。メイプルの弾幕にも負けない速度と範囲のそれを回避することは困難だろう。

「それくらいなら大丈夫！」

　メイプルは棒立ちのまま飛んできた電撃全すべてを無効化してしまう。モンスターの攻撃もまた、ダメージを一切発生させなかったのだ。

　時折落ちてくる超高威力の雷ですら平気な顔をしているメイプルに、モンスターが放つ電撃が効くわけもない。

「【落雷の原野】！」

　ベルベットがスキルを使うと、エリアにさらに大量の雷が降ってくる。これはベルベットが発生させたものであるため、モンスター側は無視できない。

「避けられるなら避けてみるっすよ！」

　雷を使うモンスターに雷をぶつけているだけあって、ダメージは本来のそれよりも軽減されてはいるものの、それでもベルベットは圧倒的な出力によって強引にそのＨＰを削り取っていく。

　ミィと組んだ時同様、やはり暴力的な攻撃能力を持つ相方がいれば、メイプルという防壁はこれ以上ない程に強力なのだ。

　モンスターとエリアから絶え間なく続く攻撃の密度は決して優しいものではないが、ダメージにつながらないのでは意味がない。

「ベルベット頑張って！」

「任せておくっすよ！」

　向こうのダメージは確かに蓄積している。このまま続ければ勝利は確実なため、メイプルは特に余計なことはせずにベルベットの攻撃を見守るのだった。




　雷をばら撒まきながら歩いて辺りのモンスターを一掃した二人は、クエストで指定されていた条件を達成したことを確認して特大の雷が落ちてくるエリアから移動する。

「岩が避雷針になってくれるっていってもうるさいことに変わりはないっすからね」

「そうだね。すごい音だった……」

　時折落ちてくる雷はモンスターが攻撃時に発生させる音なども容た易やすくかき消してしまううえ、光で視界も奪うのだから本来はもっと厄介だろう。

　安全地帯にいるか、メイプルが【身捧ぐ慈愛】を使うかすればエリア内に残ることはできるが、こうも落雷が続いていると落ち着いて話もできない。

　二人は隣接した岩石地帯に入ると雷の音が遠くなる辺りまで行って、適当な岩を見繕って座り込む。

「この辺りはモンスターも少ないみたいっすね」

「雷もなくなったしこれならゆっくりできるね」

　大きめの岩の上にまではモンスターも湧わかないようで、大人しくしていれば戦闘になることもないだろう。

「改めて、今日は助かったっす！　いやー流石の防御力っすね……」

「これだけは負けないよ！」

「メイプルに防御力で勝てる人は流石にいないっすね。もしいたら、きっともっと話題になってるっすよ！」

　対たい峙じすれば一瞬で分かるその異常性は、気付かれずに隠しておけるタイプのものではないのだ。それにメイプルという広く周知された前例がいる以上、もしそれ以上のプレイヤーが出てきたなら比較されてすぐに話題に上ってくるだろう。

　九層に至るまでそういった話が出ていないのなら、それはつまりそんな人物はいないということだ。

「最初のイベントから飛び抜けた防御力だったみたいっすから……謎は深まるばかりっすね……」

「そういえば……ベルベットは最初のイベントの時はいなかったんだね」

「そうっすよ！　ちょうど終わってすぐくらいだったっす！」

「じゃあサリーと同じくらいだね！　やっぱりこういうゲームはよくするの？」

「私よりヒナタの方っすね。今回は誘われたっすよ」

　詳しいことこそ話さないものの、どうやらベルベットとヒナタは現実世界でも知り合いのようだった。

「私もサリーに誘われたんだよ！　一緒だね！　って言ってもベルベットほど慣れてないんだけど……」

「私もまだまだっすよー」

「えー、そうかなー？」

　ベルベットの動きは洗練されており、その体術などはサリーにも決して引けを取らないものだ。戦闘中の立ち回りも、メイプルよりは随分と慣れているように見える。

「ヒナタもベルベットと一緒にゲームしたかったんだね！」

「でも今回誘われた理由はまた別にあるんすよ」

「そうなんだ」

「……形から入っての練習って感じっす」

「？」

　メイプルが首を傾かしげると、ベルベットは一つ咳せき払ばらいをしてぴんと背筋を伸ばす。

「……どうですか？　おとなしくてお淑やかに見えるんじゃないでしょうか？」

　そう言ってポンと手を合わせ柔らかく微ほほ笑えむベルベットは、先程までの活発な様子とは打って変わっておとなしそうに見える。どうあってもその拳こぶしと雷撃でインファイトを仕掛けてくるようには見えないだろう。

「すごいね……別人みたい！」

「ふー、自然体じゃないから疲れるんすよね」

「普段のベルベットもいいと思うけど」

「そうっすか？　嬉うれしいっす！　でも身につけないといけないのも事実っす……私も所謂いわゆるお嬢様っすからね」

「えっ!?　そうなの!?」

　そうだとすれば、ただの演技というには纏まとう雰囲気がガラッと変わりすぎなように思える部分も納得である。より自然なのはどちらかといった問題はあれど、どちらも長い時間をかけてできあがったものに変わりはないのだ。

「そうなんすよー。だから練習場所としてヒナタに提案してもらったっす！」

　周りが自分のことをよく知らない人ばかりで、しかもゲーム内なら、雰囲気や口調がコロコロ変わっていても現実世界に響くこともない。練習場所にはもってこいである。

　とはいえ、染み付いたものは中々変わらないようで、練習の成果が思うようには出ていないのは、付き合いの短いメイプルでも分かった。

　こうしてベルベットとメイプルはしばらく世間話を続ける。

「メイプルは他にも色々ゲームするっすか？」

「ううん、全然。こんなに長く続いたのも初めてだし」

「それでいきなりギルドマスターっすもんね！　これが素質ってことっすか？」

「そんなことないよー。ギルドの作戦もサリーが立ててくれるし、皆もすっごい考えてくれるし！」

「団結力があるのはいいことっすね！　……んー、なら【楓かえでの木】は全員で同じ陣営っすか？」

「うーん……ミィとかペインさんとも話す機会があって、一応考え中？」

「陣営もまだ決まってないっすよね？」

「うん。それはそう」

「今回は【楓の木】とは逆側に行くつもりっすからねー」

　八層で話した時から方針は変わらないようで、敵になるなら手て強ごわい相手となるだろう。

「むむむ、じゃあちゃんとギリギリまで隠しておいて味方になっちゃったりするようにした方がいいんだよね……」

【thunder storm】も言わずと知れた強力なギルドだ。味方になるのならそれに越したことはない。

「いい作戦っすね！　サリー仕込みっすか？」

「具体的には何も言われてないんだけど、参考にしてるっていうか……サリーが色々してるの見てたから」

　サリーから吸収している部分も少なからずあるというわけだ。動きは真似できずとも、考え方くらいなら近づけることはできる。

「ベルベットはギルド皆で一緒？」

「その辺りは皆に任せようと思ってるっす！　でも当然ヒナタとは合わせるっすよ！」

　ベルベットがメイプルと戦ってみたいと思っているのと同じように、【thunder storm】に所属しているもののベルベットという強つわ者ものと戦ってみたいというプレイヤーもゼロではないだろう。

　その辺りは好きなようにしてもらって構わないという考えなのだ。

「大規模ギルドになるといろんな考えの人がいてもおかしくないもんね」

「そうっすね！　……もちろんメイプルも全く他ひ人と事ごとってわけじゃないっすよ？」

「それもそっか」

　メイプルも【楓の木】というギルドがあり、少数ではあるもののギルドメンバーがいる。規模の違いはあれど、考え方やイベントでのスタンスのすり合わせは必要なのだ。

「イベント楽しみにしてるっすからね！」

「むーん、味方になれー」

「敵になるっすよー」

　今は互いに念じあっておいて、最終決定はもうしばらく先のことになるのだった。
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　そうしてしばらく九層のフィールドを見て回ったことで、メイプル達もある程度どこが強くどこが弱いかを確認することができた。

　情報の量も多くなってきたため、八人は中間報告という形でギルドホームに集まっていた。

　共有しやすいように大きなテーブルの真ん中に九層の地図を広げ、それを囲んでそれぞれが情報を記入していく。

「おおー、こうやって改めて揃えると壮観だな」

　サリーの集めたモンスターの情報などは細かすぎて書ききれないため、地形や隠れ場所、どういった特殊な効果が発生するかなどのみだが、元の地図からすると随分詳しく記載されたものになった。

「別紙で私が素材、サリーちゃんがモンスターについてまとめているわ」

「手が空いた時にでも読んでみてください。ネットで拾えるものより詳しい部分もあるのと、【楓の木】に合わせた対処方法も書けるところは書いてあります」

「それはすごいな。あらかじめ対処法を知ることができるのは大きい」

「そうだね、とりあえず僕は見ておくよ。覚えるのは得意だし、咄とつ嗟さに教えられる人はサリー以外にもいた方がいいだろうしさ」

　カナデの記憶力なら全すべて覚え切るのに一日とかからない。なんなら今日解散するまでに全部覚えてしまえるくらいである。

　分かりやすくまとめてあるとはいえ、戦闘中に毎回攻略情報を確認するわけにもいかない。覚えられるなら覚えておくべきだ。

「まあマイとユイがいる場合の対処法は大体一行しか書いてないですけど」

「そりゃそうだ」

　近づいて殴る。これで終わりである。そうでないもの、メイプルが出会った電気の塊などは属性をつけて殴るに変わっているだけだ。

　当たれば勝てる。ボスの一部にも適用できてしまう二人だけのルールは戦闘中に考慮すべきあれやこれやを全て無かったことにする。形態変化や行動パターンの追加が二人の前から消えてしまうのもよくあることだ。

「私達はちゃんと見ておく必要があるな」

「そうだな。雑ざ魚こモンスターとはいえワンパンってわけにはいかねえしな」

　それ相応の大技を使えば別だが、基本は削り合いになる。特に厄介な攻撃をしてくるモンスターは気を付けておかなければならない。

　そうして擦り合わせをしていると、全員に同時にメッセージが届く。

「あっ、次のイベントの情報が来てます！」

「えっと……ちゃんと詳しいことも増えてます」

　やると言われていた第十回イベントだが、おおよその内容は分かっていたものの詳しいことはまだだった。ようやくそれが告知される時が来たのである。

　全員がメッセージを開いて内容を確認する。

「国ごとに分かれて二陣営での勝負。所属はイベント前日に入国していた方になるみたいだね。九層に来てない人もイベントに合わせて選べるらしいし、選ばなかった人だけ数を合わせて割り振られるってさ」

「なるほどなるほど」

「あとは地形やモンスターもそのままみたいだな。これは予想通りか。おっ、面白いことも書いてあるぞ」

「自分達の陣営のモンスターは攻撃してこなくなるのね。それに、町でアイテムを手に入れてモンスターに使うとある程度言うことを聞かせられるってことは、テイムモンスターみたいにできるってことかしら？」

　これは予想していなかった点である。プレイヤー以外にも防衛に参加する戦力がいるとなると、単純に数が増えて、攻め込むのはより難しくなる。

　効果時間は五分とそこまで長くないようだが、モンスターの能力を活いかせばより柔軟な攻めと守りも戦略として組み込める。

　それに効果時間が切れてしまっても、細かい命令ができなくなるだけで、自分達を襲ってはこないのだから頼り得である。

　戦場に連れてきさえすれば相手プレイヤーも無視はできない。

「なんでも連れてこられるわけではないようだが、これは警戒する必要がありそうだ」

　モンスターに関してはまだあり、全プレイヤーが参加するため、一部のモンスターは能力が低下しているとのことである。また、一定のレベルを超えたプレイヤーが立ち入ると能力に制限がかかるエリアもあり、プレイヤーのレベルに応じて活躍の場を分けているようだった。

「自分に合った場所で戦うのがいいね。僕も流石さすがにある程度レベルが上がっちゃったから制限に引っかかっちゃうな」

「カナデとマイとユイ辺りが駄目だったら九層に来ている人は基本皆無理かなあ」

　サリーの言うように、三人は特殊な戦闘能力によってレベルに見合わない性能を持っているため戦えているが、九層に来る頃にはプレイヤーのレベルももっと高くなっているものだ。

　そんな三人でもレベル制限にかかるなら、本当に低レベルプレイヤー用のエリアということだろう。

　さらにモンスターは一定周期ごとに相手陣営に総攻撃をかけるようになっているとのことだ。

　プレイヤーとしてはそれに乗じて攻撃するのが基本戦略になるだろう。

「町の人も防衛に参加するって書いてありますよ！」

「おおー。そうなるといよいよ守りは盤石だな。ＮＰＣが大砲とか使ってくれるってことだろ？」

「とはいえどれくらい強いか、数値的な部分は現時点では分かりませんし頼り切るのは難しそうです」

「あー、まあそれもそうだな」

　サリーの言うことももっともだ。あくまでＮＰＣはサポート枠であり、それだけで町を守ることはできないように作られているというのが自然に思える。

「期間は時間加速下で三日。もしくは敵陣営のプレイヤーが玉座に触れた瞬間まで……」

　メイプルが文章を読んで頷うなずく。攻め入ることに成功すれば早期決着もありうる。また別のケースとして一発逆転なども狙える設定となる。

　また、どちらも玉座まで辿たどり着つけなかった場合は脱落したプレイヤーのより少ない陣営の勝ちとなるようだ。

　侵入されないように防衛ラインは強力にする必要があるだろう。それこそメイプルやペイン、ミィやベルベットなど個人の能力が高い面々が無理矢理飛び込んできた際に、止められませんでしたでは目も当てられない。

　ただ、そういったプレイを強烈に抑制する文言もその後に付け加えられていた。

「ワンデスで脱落か……中々厳しいな」

「その分一人倒すことの価値は大きいだろう。敵の戦力が確実に減少する訳だからな」

　一度倒されればそれで終わりとなると、死亡覚悟の思い切ったプレーというのは難しくなる。攻撃を受けることの多いフロントラインをいかに死なせないかは大事になってくるだろう。

　一方的に負け続ければ、数で押されて次の負けにつながってしまう。

　もちろんそれでも王城突撃による逆転が存在するつくりなため、勝っていても気は抜けないようになっているのだが。

「おお？　すごいことも書いてあるぞ、皆見てみろ」

　クロムに言われてメイプルは届いたメッセージをスクロールしていく。メイプルがどれだろうと目を通していると、サリーが先にクロムの言いたいことを察したのか文章を読み上げる。

「同陣営のプレイヤーとモンスターについて自分と一定範囲内にいる場合は追加でパーティーとしてみなす。ですか？」

「それだそれ。これ、メイプルの……」

「【身捧ささぐ慈愛】の範囲に取れそうですね……」

「だよなあ」

　それがどれだけ強いことか、この場にいる全員が理解できた。本来パーティーにしか適用できないものだが、その範囲が広がれば広がるだけ、実質的にメイプルの防御力を持つプレイヤーが増えることになる。

　それは戦線を維持することを非常に容易にするだろう。またメイプルのスキルの認知度が高いこともここではプラスに作用する。説明しなくともメイプルが天使になれば何が起こるか、多くのプレイヤーは把握できているのだ。

「ちゃんと活躍できるよう頑張るね！」

「おう、そうしてくれ。と言いたいところだが……ほら、俺達こうして話してるけどな、同じ陣営ってことでいいのか？」

「そう言えば詳しく決めてはいなかったな」

「そうねー。なんとなく同じだと思っていたわ」

「メイプルさん、どうするんですか？」

「私も……聞いてみたいです」

「そうだね。作戦も何もかもそれからかな」

「そっか、そうだよね。うーん……私は皆で一緒に戦いたいかなあ」

　メイプルならそう言うと思っていたとばかりに頷く面々を見て、【楓の木】の方針は固まったと言える。

「サリーもそれでいい？」

「私？　……うん。メイプルがいいなら私もそれでいいよ」

「じゃあ【楓かえでの木】は一緒に同じ陣営で！」

　方針が決まったならここからは【集う聖剣】とも相談した共闘や、どちらの国を選ぶかなどイベントに向けてより具体的な準備を進めるフェーズとなる。

「なら細かい作戦も決めていこう。特に、倒されやすいけど相手にとっての脅威度が高いマイとユイなんかは滅茶苦茶狙ねらわれるだろうし」

「そ、そうですか？」

「ううっ……大丈夫でしょうか？」

「その分手厚く守る必要があるな。俺達だけじゃなく味方のプレイヤーも守ってくれると思うぞ、前回のイベントでレイドボスと対等に殴り合ってるとこ見てるしな」

　二人が敵にも味方にも最高戦力認定を受けているのは間違いないだろう。

　残る時間はそう長くはない。変わらず今できることをやってイベントに備えるメイプル達なのだった。




　イベントの内容が具体的になったことで各プレイヤーの動きにも変化があった。今まで以上にモンスターや地形を調べる必要が出てきたため、フィールドを歩き回るプレイヤーが増え、かわりにクエストをこなすプレイヤーは減少した。

　やはりイベントまでの期限が決まり、それまでに準備しておかなければならないことが明確になると、イベント後にも受けられるクエストの緊急性は低くなり優先度も落ちてしまったのだ。

　それもあって町の中を歩く人の数も減少傾向にある。どちらの国を選択するかはギリギリまで保留として、現在はギルドとして情報の少ないエリアの探索をして漏れがないように動いているところである。

　とはいえ、メイプルの方針は九層に入ってから変わっておらず、今日も今日とて自由探索である。

　そんなメイプルは今回はクエストとは関係なく王城へやってきていた。

「ここを攻めたり守ったりするんだから見ておかないと！」

　クエストでも王城内部で何かをするようなものはなく、何もしなければ最初に寄ったきりになってしまう。しかしメイプルも分かっている通り、今回のイベントにおいては町や、さらには城内も戦闘エリアになってくる。どこがどこにつながっているか、広い空間に狭い空間、袋小路の把握などは重要なことだ。

　それはそれとして単純に城内を歩き回ってみたいという考えがあったのも事実である。

　町や城の構造は差がないように作られているため片側を探索すれば問題ない。

　メイプルは変わらず炎と荒地の国に滞在しており、黒を基調とした城の中を歩いていく。

「ひろーい！　もうダンジョンって言ってもいいくらいかも……」

　実際、イベントのことを想定して作られている王城は分岐の多い廊下やいくつもの階段等、ダンジョンにも負けないくらいに迷いやすい作りになっていて、玉座の間はその最奥にある。全滅でもさせない限り防衛側のプレイヤーに追われながら、玉座の間を目指すことになると予想できるため、迷っているうちに追いつかれるということがないように、せめて最短ルートは覚えておきたいところだ。

　兵士に案内された時に通ったのが玉座の間への最短ルートとなるため、メイプルはもう一度兵士に案内してもらい、それを記録した後で城内を歩き回っていた。

「ここは何だろ？　お邪魔しまーす……」

　中の様子を確認するとそこは厨ちゆう房ぼうとなっていて、コック帽を被ったＮＰＣが料理を作っているところだった。

「は、入っちゃだめっぽい……？」

　しかしそこはあくまでゲーム。コック達は特にメイプルに反応はせずに料理を作り続けている。

　この部屋には何があるだろうと様子を見ていると目の前に青いパネルが表示される。

「わっ!?　えーっと……へー、素材を渡したら回復したりステータスを上げたりする料理を貰もらえるんだ」

　役割がある場所はちゃんと各部屋ごとに説明が用意されているようで、これならメイプルも安心である。

　部屋に入り目印が出ている場所まで行くと試しに一つ料理をもらってみることにした。厨房の一角に青いパネルが浮かんでおり、これを操作すればいいようだ。

　メイプルは手持ちの余っている素材で作ることができるものを選ぶとそれをもらって厨房を後にする。

「ちょっと見てみよっかな？」

　メイプルはもらったばかりの料理をインベントリから取り出す。それはしっかり焼かれた大きな骨つき肉だった。

「おおー！　おっきい！」

　効果としては全ステータスの上昇となっており、メイプルの場合【ＶＩＴ】にしか効果はないが、モンスターの肉を渡すだけで作ってもらえるお手軽料理だ。

　メイプルはワイルドな見た目のそれを一いつ旦たんインベントリに戻すと、いつか食べようと楽しみにして王城の探索を再開する。

「こっちの王様はこういうお肉食べてそうだったなあ……ドラゴンだったし」

　他にも何かないかと城の中を歩いていくと、意外にも色々なものがあることが分かる。個別の部屋はもちろん、イズが拠点としているような工房も複数個あり、さらには砲弾や武器がしまわれている倉庫や食糧庫もあった。

　そんな中に今回の告知で触れられていたものも存在した。

「あっ！　これだ！　『マナの塊』……何でできてるんだろ」

　部屋の中にはぶよぶよとした青いボールのようなものが保管されており、説明文を見るとイベント時限定で一部モンスターを使役することができると書かれていた。

「十個しか持てないからなくなったら補充しないと！」

　サリーからは町に点々と存在する倉庫にも保管されているとの情報が共有されている。必要なら王城まで来ずともそこから補給するのが早いだろう。

　ただ、分かったことはフィールド、城下町、王城内部でそれぞれ物資を調達することができ、押し込まれて活動範囲が縮小することになっても最低限の補給が可能になっているということだ。

　籠ろう城じようすることになってもイズやマルクスのような陣地作成を強力にバックアップするプレイヤーが残っていれば、来るもの全すべて返り討ちにしてイーブンに戻すこともできるかもしれない。待ち構えるというのはそれほど強いのだ。

　事前にインベントリに十分な資材を詰め込んでおけば、三日間というそこまで長くない期間ならアイテムがなくなってしまうことも避けられる。

　と言ってもメイプル自身そこまで考えが及んでいるわけではなく、この後するのは見てきたものをギルドの面々にそのまま伝えることだ。

　情報さえ持ち帰れば、よりゲームに慣れたサリー達がそれを整理して作戦に組み込んでくれる。

「他には何があるかなー」

　メイプルがまた一つ大きな扉を開けて中を覗のぞき込むと、そこにはぎっしりと本が詰まった本棚が奥までずらっと並んでいた。端には階段もあり二階もあるようだ。

「わー……カナデなら全部読めたりするのかな」

　もしもこの本が全て読めるとしても、メイプルが全てに目を通そうと思うとゆうに数年はかかってしまうだろう。

　それはそれとしてこの書庫はかなり大きいことが分かる。メイプルが背伸びをしても最上段に手が届かない高さの本棚が一階二階ともに大量に配置されているのだ。

　普段なら中を確認するだけして引き返すことが多いメイプルだが、八層でカナデに言語を教わった時に、もし機会があれば図書館なども見てみるといいと言われていたこともあり、奥を見に行ってみることにした。

「面白そうな本あるかなあ」

　中央の通路から本棚を壁にしてできた通路が左右に何本も連続して伸びている。メイプルは左右をチラチラと確認して奥まで歩いていくが、一見しただけでも難しそうな分厚い本がぎっしり詰まっているばかりである。

「一冊だけでもすっごい時間かかっちゃいそう……」

　何か明確な違いでもなければメイプルにとってはどれも同じものにしか見えないわけだが、そうしてしばらく進んだところで全身がぬるっとする何かを通り抜ける。

「？」

　メイプルは顔に何かついたかと拭ぬぐってみるが特にそういった様子はない。振り返ってみても歩いてきたのと同じ本棚に挟まれた通路が見えるばかりである。

「気のせいかな？」

　それにしてはしっかり何かを感じたような気がすると納得しきれない様子のメイプルだが、実際周りにそれらしいものはないのだから気のせいなのだろうと結論づける。

「奥まで見たら帰ろっと！　あれ？」

　改めて前に向き直るとメイプルは突き当たりになる壁の手前に下へ続く階段があることに気づく。

　特に装飾もなく床を掘り下げるようにしてそのまま続いているため、遠くからだとよく見えなかったのかもしれない。

「三階建てだったんだ！　むぅ、本当に広いなあ……今度はカナデに来てもらわないと！」

　これが終わったら二階の方も見にいこうと決めて、メイプルは階段を下りていくのだった。




　階段を下りるメイプルだが、壁に照明もなく階段も石でできているようで、先程の整えられた書庫とは少し違う雰囲気が漂っている。

「転ばないようにしないと……えーっと、灯あかりを用意して……」

　メイプルはイズに作ってもらったライトを取り出して起動する。ボール状のそれは起動すれば自分の近くに浮いたままついてきて周りを照らしてくれる便利なものだ。ランタンなどと違い片手が塞ふさがってしまわないのも嬉うれしい点である。

　荒削りな石の階段と同じような材質の壁。突然ここに放り込まれたとしたなら誰だれもがダンジョンだと勘違いしてしまうような場所である。

　ただ、実際は王城内部ということもありモンスターは出てこないようだ。メイプルの足音が暗くら闇やみに響くばかりで他の物音は一切ない。

　そんな中をしばらく進むとライトが照らし出す先に扉が一つ見えてきた。

「他には何もないのかな？」

　扉を開ける前に周りを確認してみるが、特に別の道もなければ他に特徴的なものもない。それなら開けてみるしかないとメイプルはドアノブを摑つかむ。ゆっくりとドアノブを動かすとそれに合わせて扉が開いていく。

　メイプルが中へと入ると、そこは随分長い間人が入ってきていないようで、扉を開けた際の僅わずかな風で埃ほこりが舞ってライトに照らされるのが分かる。

「ここはもう使われてないのかな？」

　ただ上の階同様、ここも書庫として使われてはいたようで本棚が並んでおり、取り残されるような形で本も多少残っていた。

　ぐるっと見て回ったら戻ろうと決めて、メイプルは古い書庫を歩いていく。

「何かあるかなあ……うーん、変な本ばっかり」

　全体的に本棚には空きがあり、ぎっしりと本が詰まっているわけではないため、倒れていて抜き取らずとも表紙まで見えるものもあるのだが、表紙にまるで本物かと思うような妙に生々しい目のレリーフがついていたり、一瞬脈打っているように見えるものがあったり、赤黒い染みがついていて保存状況がよくなさそうに見えるものがあったりと、どれも見た目がいいとは言えずメイプルの興味をそそるようなものはない。

「上の方が綺き麗れいな本多かったし読むのはそっちにしようかな」

　タイトルすらないものも多く、どんなものかも分からないのなら尚なお更さら手に取る理由がない。

　最初に決めた通りぐるっと部屋の中を歩いて回り、一周して戻ろうかと思ったところでメイプルの足音しか聞こえなかった空間に別の音がする。

　それはメイプルの背後。正確には耳元からだった。

「……なあ、こっちに来てくれ」

「わっ!?　だ、誰!?」

　掠かすれた男の声にメイプルが慌てて振り返るものの、そこには暗闇が広がるばかりで何もいない。真後ろに誰かが立っているように思えたメイプルだったが、もしそうならたとえサリーよりさらに速かったとしても視界から消えることはできないはずだ。

　声は記憶にないものであり知り合いの悪いた戯ずらではなさそうだが、周りを見渡してもそれらしき存在は確認できない。

　しかし、まさか聞き間違えたということもないだろうと、メイプルは正体を突き止めるために書庫内を歩き回る。

「こっちだこっち」

「わっ！　また……！」

　突然話しかけてきて驚きはするものの、現状害はないため、唯一の手がかりである声に従って言われた方に歩き、声の示す場所へと近づいていく。

　そこにあったのは本棚とは違う、メイプルの胸辺りの高さの台だった。台の上には一冊の本が置かれており、赤い文字の書かれた包帯のようなもので読めないように封がされている。

「それを開けてくれればいい」

「これ？　……もー、言うだけ言っていなくなっちゃうんだから……」

　メイプルからの問いかけには何も返ってこないため、言われたようにするしかない。

「ほどけばいいかな？」

　メイプルが本を持ち上げ巻きついた布を取り払うと、本から発生した強烈な風と共に、魔法陣に使われているものに似た赤いエフェクトが一気に部屋に広がっていく。

　突然の強風で吹き飛んだメイプルは何かまずいことが起こっているのを察して、慌てて床を這はって本を閉じて包帯を巻き直す。

　メイプルの対応が正解だったのか、吹き荒れる風は収まり、書庫には静寂が返ってくる。

「びっくりした……何だったんだろう」

「助かったぞ。しばらくお前の魔力を借りるとする」

「わわっ、もー誰!?」

　変わらず聞こえてくる声に辺りを見渡すメイプルだが、やはりメイプル以外に誰かがいる様子はない。

　一方的に話しかけられてもどうしようもないとメイプルが困っていると、背後でバァンと勢いよく扉が開かれる。

「わっ！　……お、王様？」

　そこにいたのは最初に玉座の間で対面したっきりの、この国の王である竜人だった。

　彼女はメイプルの近くまで歩いてくるとその顔をじっと覗き込む。

「お前どうやって入った？」

「えっと、階段を下りて……」

「ここにいるやつに仲間だと思われて呼び込まれたか……ふーん？」

　王はメイプルの両頰を摑んでぐいぐいと引っ張る。

「にゃ、にゃにしへるんれすか！」

「禁書に仲間扱いされるとは……お前本当に人間か？　引き裂いたら変なものが出てきたりするか？」

　王が手を離したところでメイプルは慌てて少し距離を取る。

「出てきませんっ！」

　実際のところあれこれ出てきてもおかしくはないくらいに体に色々宿しており、なんならその辺の並の化物よりよっぽどそれらしいとも言えるのだが、分類としては変わらず人間ということになるだろう。

「何でもいいが、そんなものと共生してると食い尽くされるぞ。勝手に入った罰というわけだ」

　そう言うと王は両手を胸の前で合わせてゆっくりと離していく。すると、ばちばちと赤黒い光が弾け、空中にメイプルの全身が映るほどの大きさの鏡が出現する。

　これを見ろということだろうと、メイプルは近づいて鏡に映る自分を見て目を丸くする。

「な、何これー!?」
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「体の中に入ったやつに吸い尽くされて干からびる前に何とかするんだな！」

　フェイスペイントでもしたかのように、メイプルの首元から顔の半分ほどを真っ黒な模様が覆っていたのだ。手で擦ってみてももちろん落ちることもない。それは体を蝕むしばんでいるようにも見える。

　困惑するメイプルだが、そんなことはお構いなしにクエストが一つ強制的に開始される。

「『禁忌の主は』……うぅ、聞いたことない……」

　サリーやミィと話している際には出てこなかったクエスト名に、ここからの見通しも全く立たない状態である。

「その体じゃあ魔法も何もまともに使えないだろうからな！　死んだら骨だけ拾ってやろう。そんなものばら撒まかれても困る」

「ええっ!?」

　メイプルがスキルを確認すると、装備品も含め発動するようなスキルは何もかも使えなくなってしまっているようだった。自慢の防御力はパッシブスキルであるが故に残っているものの、これではただの異様に硬い置物である。

　王の口ぶりからするにこのクエストが終わらないことにはこの状態から元には戻らないのだろう。イベントも控えている中、それでは困るのだ。

「急がないと！」

　メイプルはクエストをクリアするために王城から飛び出していくのだった。








８３５名前：名無しの大剣使い

ちょっと！　あなたのとこの娘さんグレてます！




８３６名前：名無しの弓使い

きっとファッションだよ




８３７名前：名無しの槍やり使い

誰だれ？




８３８名前：名無しの大剣使い

メイプルちゃん




８３９名前：名無しの槍使い

あぁ……




８４０名前：名無しの魔法使い

グレたの？　見た目はあんなだけど精神面は変わらずではなかったのか




８４１名前：名無しの大剣使い

町ですれ違ったけど顔の半分くらいまでなんか黒いシミみたいなの広がってたわ




８４２名前：名無しの槍使い

どれかのスキルの副作用かな？

該当しそうなものが多いな……




８４３名前：名無しの弓使い

ファッションかもしれないだろ！




８４４名前：名無しの魔法使い

感性ぶっ飛んでるとこあると感じてるけどそういう方向性とは違うと思う




８４５名前：名無しの大盾使い

おおーやったか




８４６名前：名無しの大剣使い

保護者ー

ちゃんと目を光らせておかないから何かグレてますよ




８４７名前：名無しの大盾使い

皆で話してたんだよな

自由行動させておくのが一番成長するって




８４８名前：名無しの弓使い

教育方針の転換を願います！

願います!!




８４９名前：名無しの槍使い

あーあまた人の身を外れてしまいました

あなたのせいです




８５０名前：名無しの大盾使い

素晴らしいことじゃないか




８５１名前：名無しの魔法使い

マッドサイエンティストかな？




８５２名前：名無しの大盾使い

実際どういうものかはまだ聞いてないし何なら本当にファッションの可能性もある




８５３名前：名無しの槍使い

確かにゼロではないわな

フェイスペイントくらいなら店売りでいくらでもおいてあるし




８５４名前：名無しの大盾使い

ただ聞いてる限りそうではなさそうだが

するにしてももうちょっとこう……かわいい感じだろ




８５５名前：名無しの槍使い

結論出てるわ

あーあまた人の身を外れてしまいました

あなたのせいでーす！




８５６名前：名無しの大剣使い

かわいい子には旅させるな！




８５７名前：名無しの弓使い

でも流石に永続的に見た目変わるスキルとかは見たことないからスキルじゃない説もある




８５８名前：名無しの大盾使い

イベント近いし効果の程はその身で確かめてくれ




８５９名前：名無しの大剣使い

せめてその目の方で頼む




８６０名前：名無しの魔法使い

黒色から連想されるものにいい思い出ないよ～




８６１名前：名無しの槍使い

のんびり過ごさせてるだけで強くなるのローコストだなあ




８６２名前：名無しの弓使い

とはいえ実はメイプルちゃんが適合できるスキルの範囲って狭いからいいスキルでも結果的にハズレになるかも




８６３名前：名無しの魔法使い

ステータス割合で上げても仕方ないしなあ




８６４名前：名無しの大剣使い

俺達いっっっつもそう言ってるけど

化けなかったためしないんだよなあ




８６５名前：名無しの魔法使い

ゆるして～たのむ～




８６６名前：名無しの弓使い

皆！　同じ陣営！　行こうな！









　味方なら心配するようなことは何もない。さらにイベントではバフ等の効果をより広範囲に適用できるのだから、得られたスキルがそれに属するものなら万々歳だ。

　こうして決意を新たに、この情報をそれぞれのギルドに持ち帰る掲示板の面々なのだった。








五章　防御特化と総動員。









　そんな風に恐れられてはいたものの、メイプル本人はというと慌ててイズの元へ向かっていた。

　強制的に開始されたクエストは当然体の中に入り込んだ、あの本に封印されていた何かであり、その何かが与えてくる悪影響が大きすぎるのだ。

　ＭＰは体内から吸われているため回復せず常にゼロのままであり、スキル名を宣言して使用するようなスキルは装備品についているものすら使用不可になってしまっている。

　これでは【覚かく醒せい】のスキルをトリガーに呼び出すテイムモンスターも出てこられない。

　現時点でメイプルが持っている攻撃スキルは勝手に発動するが故に対象にならなかった【悪食】くらいのものである。そもそも宣言しないで効果が発動する攻撃スキルなどというものは基本的に存在しないのだ。

「イズさーん！」

　ギルドホームに飛び込んでイズの名を呼ぶと、いつも通り工房にいたイズが、何かあったかと外に出てくる。

「どうかしたかしら？　……あら、その顔……」

　メイプルの顔は半分ほどまで黒く染まっており、何かがあったことは明白だ。イズもそれをすぐに理解して何をしたらいいかを尋ねる。

「私のところに来たってことはアイテム関係かしら？　状態異常解除ならいくらでも出せるわよ」

　戦闘や他プレイヤーとの取引で消費するよりも作成する速度の方が上なため、イズのインベントリにはありとあらゆる消費アイテムが十分な量詰まっている。

「そうじゃなくても大丈夫なんですけど……えっと、これ見てくれますか？」

　メイプルはそう言うと自分が現在受注しているクエストとその進行度をイズに見せる。

「装備品を消費……見たことないクエストね。どこかに納品するのとは違うのかしら？」

「ここに色の違う枠があって、ここに入れればいいみたいです」

　メイプルはインベントリを開き、該当箇所をイズに確認してもらう。言った通りインベントリの下の方に黒い枠で囲われた部分があり、ここにアイテムを入れることで進行度が上昇することがクエストの説明文から読み取れる。

「じゃあ一つ何か渡してみるわね。使ってないものならいくつもあるもの」

　イズのインベントリには自分が作った装備品も大量に入っている。デザインが思ったように上う手まくいかなかったものや、昔に作ったものなため性能が最前線で求められるものから数段落ちてしまい日の目を見ることがなくなったもの、さらには参考にするために買った店売りのものと、譲ってしまって問題ない装備品には事欠かない。

　イズから受け取った装備品をインベントリの指定の枠に収めると、吸収するかどうかを問う表示が出てくる。

「吸収……」

「はいでいいんじゃないかしら？」

　メイプルがパネルをタップするとイズから受け取った装備はインベントリから完全に消滅し、かわりにクエストの進行度が少し上昇する。

「これで間違っていないみたいだけれど……１％進んだかどうかってところよね？」

　クエスト名の下にはどこまで進んだか視覚的に分かりやすくするための黄色いバーがあるのだが、目の錯覚かと思うほど伸びていない。

「いい装備だともう少し伸びたりするかしら？」

　イズが次はこれで試して欲しいと、インベントリから装備を取り出しメイプルに渡していく。

　イズの予想は当たっていたようで、スキルがついていたり【鍛か冶じ】スキルにより強化されていたりする、より上質な装備の方が進行度の伸びはよくなっていた。

「吸収って言っているくらいだもの。普通ならよりいいものを吸収したいわよね」

　そうしてイズは次のいい装備をインベントリから見繕う。

「でも……いいんですか？　なくなっちゃいますし……」

「いいのよ。元々使われることのないものばかりだったもの。それに、メイプルちゃん一人だと大変じゃないかしら？」

　この感じだと店売りの装備ではいくつ買わなければならなくなるか分からない。

　イズが協力してくれるならこれほど心強いことはない。

「ダンジョンに装備を探しに行こうにもＭＰとスキルが使えなくなっちゃってて困ってたんです。防御力は大丈夫だったんですけど」

「そうなの？　なら尚なお更さら早く解決しないと駄目ね。それにそうでなくても最後まで手伝うつもりだったわよ」

「そうなんですか？」

「ええもちろんよ。だってイベント前にもう一つスキルを増やしてくれそうだもの。メイプルちゃんが強くなってくれるなら私も助かるわ」

「はいっ！」

　メイプルが取得する可能性のある得体の知れないスキル一つは、イズのインベントリの装備百個すら上回るほどの価値がある。使わずに腐らせてしまっている装備より、最終兵器の新たなスキル一つの方が遥はるかに重要だ。

「そういうわけだから、どんどん持っていっちゃっていいわよ！」

「ありがとうございます！」

　こうしてイズがインベントリから取り出した装備を次々と吸収していく。

「でも吸収って言うけれどどこに吸収されているのかしら？」

「体の中に何か変な人が入っちゃったみたいで……その人が食べているんだと思います！」

「だ、大丈夫なのかしら？」

　メイプルの表現通り食べているとしたなら、モンスターを食すメイプル以上の偏食である。

「それに人が入ったって言っていたけれどスキルが使えない以外は大丈夫なの？」

「それ以外は無事みたいです！」

　よくよく考えれば体の中に得体の知れない何かが入り込んでいるというのも恐ろしい話だが、イズが思っているよりメイプル本人は気にしていないようだった。

「ならよかったわ。じゃあクエスト完了までこのままどんどん吸収させていきましょう」

「はいっ！」

　終わらせるなら変に期間を空けず今最後までやり切った方がいい。クリア後に得られるものが何かによってはまずイベントでの戦略に影響があり、仮にスキルだとした時にメイプルの技術では使いこなすのに時間がかかることもあり、慣れるための時間を確保しておきたいのだ。

　そのためにも時間のあるこのタイミングで、イズはメイプルのクエストが終わるのを見届けるつもりなのである。

　まだまだあると言っただけあって、使い手こそ見つからなかったものの店で売っているものよりは遥かに強力な装備がいくらでもインベントリから出てくる。

　しかしメイプルの体の中に入り込んだ何かもメイプルに負けず劣らず何でもよく食べるようで、結果百を超える装備がその中へ飲み込まれていった。ただそれにもちゃんと終わりは来るもので、いよいよ進行度も１００％になろうとしていた。

「本当にすごい量必要だったわね。びっくりしちゃったわ」

「すみません……」

「いつも素材をもらっているもの。困った時はお互い様よ」

　メイプルが最後の装備を吸収するとクエスト完了の表示が出て、なんとさらに新たなクエストが表示される。

「ええっ!?」

「まだ続くみたいね」

　今度はどうなっているかと二人でクエストの中身を確認すると、そこにはソロでのモンスター討伐という今のメイプルにとって非常に難しい文言が並んでいた。

「ソロだとついていって手伝ってあげることもできないわね……」

　一つ目のクエストも時間がかかる作りだったが、イズのおかげで最速と言っていい速さで進めることができた。普通のプレイヤーならこのクエストはそれよりも楽なものになるはずなのだが、メイプルはわけが違う。

　メイプルはただ武器を振ってダメージを出すという基本の戦闘ができない体なのだ。

　一層にいるような防御力が全くないモンスターならまだしも、基礎能力が上がって最低限の防御力を身につけた九層のモンスター相手には百回短刀を突き立ててもたったの一ダメージすら通らないだろう。

「シロップも呼べないし……【暴虐】も使えないし……」

「今まで攻撃できていたのが普通じゃなかったのだけれど、こうなると確かに困っちゃうわね」

　今までもスキルを封印されるケースは存在したものの、ここまで大規模なものは聞いたことがない。イズも魔法を封印するエリアで魔法使いが苦しむなどということはあったと聞いているが、スキルまでとなるとそれ以上である。

「とりあえずアイテムを渡してあげるわ。大丈夫！　私だっていつもこれで戦っているのよ？」

　そう言ってイズは今度はお手製の爆弾を含めた様々な攻撃アイテムをインベントリから取り出していく。

　まるでイズがダメージディーラーかのように思えてくる威力を持ったとんでもないアイテムばかりである。

　これなら攻撃力がなくとも敵を倒すことができる。勿もち論ろんアイテムの効果に補正をかけられるイズと比べると、メイプルが使った時の効果は落ちてしまうものの、その分は自慢の防御力にものを言わせて得られた時間でより多くアイテムを使うことで解決できるだろう。

「ふふっ、いいスキルを期待しているわよ！　その分だとまだまだクエストも続きそうだもの」

「はいっ！　イベントまでに終わらせてみせます！」

「ええ、その意気よ！」

　イズは足りなくなったらアイテムを補充しに来るように言って、メイプルがギルドホームから飛び出していくのを見守るのだった。




　メイプルは町から出るとフィールドを歩いていく。シロップにも乗れず、【暴虐】も使えないため移動にはかなりの時間がかかるがこれはもう仕方ない。そうしてメイプルが向かったのはモンスターが大量に生息する平地だった。そこはいくつかあるモンスターの密度が高いエリアであって、レベル上げにも重宝するためプレイヤーにも好まれる場所だ。

　サリーの調べでは特別強力なモンスターもおらず、動物タイプを中心として素早いモンスターが中心となっているが防御貫通攻撃を持つものはいないとのことだった。

　防御貫通攻撃持ちがいない。これがメイプルにとって大事なことである。今は【ピアースガード】も使えず、反撃できるようなスキルもないと言っていい状態なため、防御力の高さという強みをないものにしてくる相手とは戦えない。

　もちろんレベル上げのためにここを使っているプレイヤーは他にもいるため、横をメイプルが歩いていくと今日は歩いているなんて珍しいだとか、今日は人型モードだとか、多少の反応もあるものだ。ただそんなプレイヤー達もやがてメイプルの変化に気づきギョッとする。

「何か顔に……ほら」

「今まで目の色とか髪の色は変わってたけど……あの呪のろわれてるっぽいの何だ？」

　一見してよくないものにしか見えないその変化に何か起こるかと注目するプレイヤー達だが、想像しているような恐ろしい事象は何一つ起こらず、少ししてメイプルはプレイヤーのいない端の方を陣取ると、こっそりと注目されている中インベントリを開く。

「これと、これと……」

　メイプルはまずピンク色の液体が入った小瓶を取り出し、蓋ふたを開けてそれを周りに振ふり撒まく。

　すると近くにいたモンスターが一気に臨戦態勢となりメイプルへと飛びかかってくる。

「わっ！　すごい効き目！」

　これはイズ作のアイテムで周りのモンスターを引き寄せるものだ。第八回イベントの時同様、自分から近づくのが手間なら相手から来てもらうのが一番である。熊や狼おおかみなど大型のモンスターも多いため飛びかかられると立っていられずにそのまま地面に倒されてしまう。しかし、調べ通り貫通攻撃はないためダメージを受けることはない。

「あとは、これ！」

　メイプルがもみくちゃにされながら最後に取り出したアイテムは大きな壺つぼだった。モンスターが暴れ回っている中であればそんなものはすぐに割れてしまうが、狙ねらいはむしろそれである。

　割れたことで中に詰まっていた液体が派手に撒き散ちらされる。

　ぬるっとしたそれはアイテムの効果を引き上げるためのもの、つまるところ油だった。

　準備はできたと、メイプルは取り出してから両手に握り込んでいたクリスタルをそれぞれ砕いて発動させる。

　左手からは炎、右手からは雷が弾け炎は油を燃やしながら一気に広がり、雷は蜘く蛛もの巣す状に周りに走っていく。

　引き寄せられたモンスターはそれらにダメージを受けながらもメイプルを倒そうとするがメイプルはあとは待つだけとばかり寝転んだまま待ちの姿勢でゆったりとし始めた。

　遠くから見ている分にはメイプルが炎と電気を発生させるアイテムを使ったかどうかは確認できなかったため、一気にプレイヤーがざわつく。

「おい、何かやったぞ！」

「えげつねえ……」

「毒とどっこいどっこいの絵面だな……」

　メイプルがどういう状態か正確に把握しているプレイヤーがいないため、メイプルの顔が黒く染まっていることとこの現象が結びつけられ、偶然にもこれは新しいスキルとして認識された。

　メイプルならスキルが増えていてもおかしくないかもしれないという共通の認識、今回のエリアが炎と雷に縁のあるものだったこと、他人のスキルに敏感になっている時期だったこともそれを後押しした。

「そこまで威力は高くないか……？」

「追加効果もあるかもしれないぞ」

　実際はただのアイテムでしかなくメイプルとしても戦略に組み込んでいくかは未定のものだ。だが、踏み込んだなら避けられないような手痛いカウンターを受けると図らずとも印象付けることができたのはメイプルを貫通攻撃から守る一手となるのだった。




　メイプルはその後もごろんと寝転がって近づいてくるモンスターをアイテムの力で焼き払っていく。平地の一部分だけが常に発火している状態であり、炎に遮られて見えないものの、何人ものプレイヤーがあれがメイプルであると伝え聞いては観察して情報を持ち帰っていく。

　そんなことは知るよしもないメイプルは、ひたすらクエスト達成を待っていた。

「むー、こうするしかないもんね」

　時折爆弾も織り交ぜつつ撃破数を稼ぐ。メイプルの攻撃手段がアイテムしかない以上、ダメージを上げることも難しく基本はのんびりと待つ他ない。それでもイズが作ったアイテムの強さは本来メイプル一人で達成するのにかかるはずだった時間を大きく短縮してくれていた。

「今日はあともうちょっと頑張るぞー！」

　イズも言っていた通りイベントまでにクエストを完遂しておきたいが、あとどれだけ工程が残っているかは不明だ。急げるのなら急いでおくのがいいだろう。
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　メイプルが一人モンスターを倒している頃ころ、入れ替わるようにギルドホームへクロムとカスミが入ってきた。

「お、イズ。今日は物作りは休みか？」

「クロム、ちょっとさっきまでメイプルちゃんと話をしていたのよ」

「メイプルとか。そういや、噂うわさで聞いたんだけどよ。メイプル顔に何かフェイスペイントみたいなものしてなかったか？」

「あら、知っていたの？　ちょうどそのことで相談を受けていたのよ」

「何かあったのか？　私はそういった話はまだ耳にしていなくてな」

[image: ]

「スキルか装備か……最後に何が手に入るかは読めないのだけれど……段階を踏んで進んでいくクエストを受けたからああなっちゃったみたいよ」

「おお！　やっぱそうか！　期待通りだな！」

「期待通りというのも変な感じがするが……本当に探し当てるとは」

「でもこれが結構大変そうなのよ。メイプルちゃんから聞いた話だと何かに体の中に入られたらしくてパッシブスキル以外何も使えなくなっちゃってるみたい」

「ほー、呪のろいみたいなもんか？　そりゃキツイな」

「メイプルのステータスだと何もできないか。かなりスキルの比重が大きいタイプには苦しい縛りだ」

「私が手伝って一段階目は終わったわ」

「おお、戦闘じゃなかったのか」

「ええ。装備品を納品するタイプのクエストが近いかしら。その体の中にいる存在に吸収させる感じで装備品百個は食べられちゃったわ。しかも強いものと弱いものの区別もつけているみたいだったし、グルメだったわね」

「百か。そうなると手に入るものにも期待できそうだ」

「だなあ。イズがポンポン出せるから実感しづらいが中々のリソースを割いてるもんな。でそのまま次か？」

「次はソロでのモンスター討伐だったからアイテムだけ渡してあげたわ。攻撃手段がなくなっちゃっているのよ」

「ソロってなると助けるのも難しいか……ならアイテムの元になる素材集めなんてどうだ？」

「それは助かるわね。あの調子だと相当な量必要になると思うの。すぐにイベントもあるから、足りなくなったりしないようにしておきたいわ」

「なら私もそれを手伝おう。メイプルには何かあったら頼ってくれていいと伝えておくとする」

「そうね。じゃあお願いしていいかしら？」

「おう！　メイプルが最後にもう一つ強化されれば盤石ってもんだ！」

「マップ把握もある程度済んでいる。優先度はメイプルのクエスト達成の方が上になるだろう」

「残り四人にも現状は伝えておくぞ。得意な分野も違うし適切なやつを頼れるのが一番いい」

　事前に状況を把握していれば動きやすく、メイプルがソロでの戦闘を強制されている今こそ、そういった通達の出しどきだろう。

　方針通りようやくメイプルが何かを見つけることに成功したのだから、ここからは全力でバックアップする時間となる。

「なら私は早速行ってくるとしよう」

「俺も行かせてくれ。ハクに乗ってける方が効率が上がっていい」

「頑張ってね。種類は問わないから何でも集めてきてもらえれば大丈夫よ。どんなものでもお金にして再変換できるもの」

「そんなスキルも持ってたな……オーケー、かき集めてくるよ」

「よろしくね」

　こうして二人はイズ、ひいてはメイプルの支援のためフィールドへ出ていくのだった。
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　その後数日メイプルはゲームにログインしては、平地の一角で火災を発生させる日々を送っていたのだが、それもようやく終わりを迎えようとしていた。

　イズにアイテムを補充してもらい、時にカスミやサリー、マイとユイには移動を助けてもらい、アイテムだけでのモンスター撃破をひたすら続け。クエストは一歩ずつ着実に進行した。

「よーしっ！　終わりー！」

　メイプルが最後にモンスターを爆弾で爆破するとクエスト達成に表示が切り替わる。

「ふぃー……時間かかっちゃったー」

　普段アイテムをそこまで使わないプレイヤーが、それをメインウェポンにするのはやはり無茶ではあったのだ。それでも完遂することができたのは相手からの攻撃を受け付けない防御力によって、アイテムが尽きるまでいつまででも戦闘ができたからである。

「これで終わったかなあ？」

　メイプルがクエストを確認すると、残念なことにまだ続きはあるようだった。

「むぅ……えーっと、アイテム集めかあ」

　そこには多様なアイテムが並んでいた。ただ、入手難度にはかなりばらつきがあるようで、魔物の肉といった一層のモンスターからでも手に入るようなものから、竜の翼のようなある程度格の高いモンスターからしか手に入らないようなもの、さらに魔族の心臓といったどこで手に入るかもよくわからないものまで様々だ。

「皆に聞いてみようかな」

【楓かえでの木】の面々も相当様々なモンスターと戦ってきている。珍しいアイテムなら印象に残りやすく、何から手に入れたかを覚えているかもしれない。

　メイプルはギルドメンバーにメッセージを送るとギルドホームへと向かうことにした。




　町からそれなりに離れた場所にいたことと、現在移動手段が徒歩以外存在しないこともあって、メイプルがギルドホームに来た時にはもう全員が集まっていた。

「ごめんね遅くなっちゃって！」

「クエストはまた次の段階に進んだ？」

「うん！　そうしたらいろんなアイテムを集めろーって」

「アイテム集め……リストアップしてみる？」

「その方が見やすいよね！」

　サリーはメイプルのクエストを確認し、全員で見ることができるようにギルドの大きなウィンドウにそれを映す。

「なるほど……見覚えあるのも結構あるな。多分もうメイプルも持ってると思うが」

「全員で確認して、あるものにマークをつけていけばいいんじゃないかしら？」

「そうだね。うーん、僕はあんまり役に立てなそうだけど。珍しいものあったかな……」

「私とお姉ちゃんは同じものばっかりだよね」

「うん。いつも一緒に探索してるから」

　こうして全員のインベントリからリストにあったものを探して順に取り出していく。

　流石に九層までそれなりに多くの場所を探索してきた八人だ。ほとんどのアイテムは誰かしらのインベントリから出てくる。

「魔族の心臓は……持ってないな」

「そうね。それらしいモンスターを探すしかないかしら」

「あっ！　持ってた！　……いつのだろう？」

「昔言ってた【暴虐】とかくれたやつじゃない？　それか第八回イベントのメイプルの偽物みたいなやつ」

「確かにそれかも！」

「あるもんだなあ……」

「変なアイテムはメイプルが一番持ってたりするかもね。僕は普通のフィールドでドロップするようなのしかないや」

「結構集まったんじゃないでしょうか？」

「えっと、残りは本当に数個だけですね！」

　見つけ出すことよりも集めてくることに焦点が当てられているようで、現時点で手元にないアイテムも手に入る場所は判明しているものばかりだ。ドロップ率が悪かったり、レベル上げついでに集めるには経験値が低めで結果的に行っていなかったりと、持っていない理由もはっきりしている。

「なら手分けして集めるか。別にメイプル一人でやるって指示もないみたいだしな」

「助かります！」

　手分けできる部分は手分けして集めていくのが効率がいい。ドロップ率が悪く数を倒さないといけないような場所は今のメイプルだと無駄に時間ばかりかかってしまう。

　こうして、アイテム集めを分担することに決めてそれぞれ相性のいい場所へと行くことにするのだった。
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　いくつかにチームを分けて素材を集めに行くことにした【楓の木】。まずフィールドへ向かったのはサリー、カスミ、メイプルの三人だ。

　メイプルが【身捧ささぐ慈愛】を使えない今、マイとユイの二人と組んでも普段通りの強さは発揮できない。その上でダメージ源が欲しいとなるとサリーとカスミに力を借りるより他にないのである。

　一人で戦うこともでき、高い【ＡＧＩ】によって強力な攻撃の前にはメイプルの後ろに走って駆け込むこともできるため、まさにうってつけだと言える。さらに移動手段まで完備しているため、メイプルの失った強みをいくつも補うことができるのだ。

　そんな三人は【超巨大化】によって大蛇になったハクに乗ってフィールドを移動していた。

「メイプルは作戦通りにいい感じの距離感を保ってくれていれば大丈夫」

「もしもの時は頼らせてもらうぞ」

「うん！」

【挑発】が使えず敵の注意を引くことも難しいため、唯一の攻撃手段である【悪食】を当てるのも現実的でない。

　今回のメイプルの役割はフィールドに転がる破壊不可能な岩石のように、遮しや蔽へいになるために移動することしかなかったのである。

　背後の二人を狙ねらってきてくれさえすれば【悪食】も有効活用できるだろう。

　こうして三人はしばらく移動し、山肌に大きく口を開ける洞どう窟くつの前までやってきた。特別隠されているわけでもない、由緒正しきダンジョンといった風である。

「サリー。ここでいいのか？」

「大丈夫」

「分かった、ハク」

　カスミは二人を地面に下ろしハクを元のサイズに戻す。流石にあのサイズでは洞窟内には入っていけないのだ。

「この様子だとボス部屋以外ではハクは戦えないか」

　ハクは【超巨大化】を前提とした能力になっており、小さい白蛇の姿では力を発揮できない。そのため今回のような狭い場所での戦闘には不向きなのだ。

「ボス戦以外はそう苦戦もしないだろうし、むしろそこだけ大きくなれるなら問題ないんじゃない？」

「確かに。それもそうだな」

「ここは珍しいモンスター出てくるの？」

「特別見たことないタイプのは出てこないね。強化ゴブリンの巣って感じ。ゴブリンは……なんとなく分かるよね？」

「うん！　……強化？」

「そう。ダンジョン内のモンスターに攻撃力と移動速度上昇のバフが乗ってる」

「へー、どこにいてもいいんだ！」

「うん。数値も結構高いバフだからその分出てくるモンスターは控えめになってるのかなって」

　攻撃能力は上がっているものの防御能力には変更はなく、ゴブリン自体そこまで耐久力が高いわけでもないため短期決戦になることが予想できる。

「【悪食】はボスのために温存しておくといいだろう。それまでは任せてくれて構わない」

　そもそも今回二人はそのために来たのである。メイプルはカスミの言う通り【悪食】を温存するために大盾を外してインベントリにしまい、白い大盾に切り替える。こうしておけば意図せず使ってしまうこともないだろう。

「じゃあ早速入ろう！」

「陣形どうする？」

「一応メイプルを先頭にしておきたい。敵は攻撃力に優れているとのことだからな」

「任せて！」

　スキルが何も使えないとはいえ、メイプルが先頭なら出会い頭に攻撃されダメージを受けて不利な展開となることは避けられる。

　さらに言えば、メイプルは二人が普通に移動した時に合わせることが不可能なため、メイプルをベースに二人が移動速度を落とす方を選んだのである。こうしてメイプルを先頭に三人はダンジョン内へ侵入する。すると、奥の方から微かすかに何か音が響いてきた。

「……太鼓？」

「そのようだな」

　一定のリズムで聞こえるドンドコという音は力強く、和太鼓というよりボンゴのような響きだ。

「バフがかかる音楽らしいよ。ボス部屋に近づくほど効果が強くなる」

「なるほど。難易度も高くなっていくわけか」

　最奥のボス部屋が最も強力になるようにできており、順に強さに慣れていくことができ撤退判断もしやすいため、やりやすいダンジョンだと言える。

「時々見つかる隠しダンジョンと比べればかなりやりやすいよ。突然閉じ込められたりもしないって話だしね」

「うんうん！　突然帰り道なくなっちゃった時大変だもんね！」

　メイプルはここまで何度も引き返せないダンジョンに引き摺ずり込まれたり、はたまた自分から飛び込んでしまったりしているためその大変さは身に染みて分かっている。

「そうはない経験だとは思うのだが……」

　話しながら奥へ進んでいると少し開けた場所が見えてくる。その先には血で汚れた大きな剣を持った巨大なゴブリンとボウガンを持った小柄なゴブリンがそれぞれ複数体おり、その奥に小さな王冠を被り指示を出しているゴブリンが一体いる。

　彼らはダンジョンの壁を補強しているのか、指示を受けて組み立てられた木の壁をいじっているようだった。

　通路は索敵範囲外なようで、飛び出して襲ってくることはないが道は部屋の奥に一本あるのみであり、先に進みたいなら部屋の中へ踏み入るより他ないだろう。

「サリー、どう？」

「現状知ってる限りだとそこまで特別な攻撃はないね。ボウガンの方は不思議な力で装そう塡てんなしに矢を連射したり、雨みたいに降らせてくるからメイプル以外は注意。剣の方は見た目通りの高い攻撃力と薙なぎ払はらいが厄介。リーダーっぽいのは指示を出して更に移動速度とか攻撃力を上げてくる。あと、両側の壁に近づくと槍やりが飛び出すから気をつけて」

「おおー！」

「なるほど。それだけ分かっているなら有利に事を進められるな」

「イベントの時に一応ダンジョンに逃げ込む選択肢もあると思ってさ。ほら、メイプルがいれば私達はどこにでも籠こもれるし、侵入者からはモンスターが守ってくれるしね」

「じゃあ壁には近づかないように気をつけるね！」

「そうして。あと、やっぱり聞いただけだと実際のスピード感とかは分からないから。ゴブリンが思ったより素早いかもしれないって意識してて」

「ああ、心得た」

　相手のことを知っているというのは大きな武器である。想定外のことが存在しないなら、敗北の可能性はぐっと下がるのだ。

「【武者の腕】！」

　カスミがスキルを使い準備を整えたところでいよいよ部屋の中へと踏み込む。すると、ゴブリン達もメイプル達に気づいたようで一斉に臨戦態勢に入った。

「いくよ！」

「ああ！」

　先手必勝とばかりにサリーがボウガンを持った方、カスミが大剣を担いだ方のゴブリンに向けて一気に駆け出す。それを見るやいなや射程で勝るボウガンによってサリーに対し一気に矢が襲いかかる。

　エフェクトとともにそれぞれのゴブリンから二本の矢が連射され、凄すさまじい速度でサリーに迫る。

「やぁっ！」

　軌道を読みきって体を捻ねじり、その手に持った二本のダガーで直撃するコースのものを叩たたき落おとす。

　そのまま直進したサリーが一体のゴブリンを斬りつけようとしたところで、奥のリーダーから声がかかりゴブリン達を赤い光が包みこむ。

　その光によって一気に加速したゴブリンがサリーの速度に追いつき距離を詰められないようバックステップを踏む。

「【跳躍】！」

　それを見てサリーもスキルで距離を詰め直すが、短剣のリーチでは届かない。

　しかし、振り抜かれた片方のダガーが煌きらめいた直後、ゴブリンの喉のど元もとからは激しいダメージエフェクトが弾ける。

　短剣だったものは今はその姿を長剣に変えて、短剣ではどうあがいても足りない最後の距離を突然埋めたのである。

　何もユニークシリーズ二つを混ぜて使ってはいけない訳ではない。二刀流にするためにもう一本ダガーを持つのはむしろ当然だ。【偽装】を使えば見た目すら自由自在であり、本人以外今の装備が二種類のユニークシリーズから欲しいものを選んできていることには気づけない。実際今も突然長剣になった短剣以外は、いつもの青い装備と同じ見た目なのである。

　ダメージを受け、よろめいて足が止まったゴブリンに一気に接近すると長剣を短剣に戻し、そのまま一気に連撃を叩き込みダメージを与える。

　しかしそれだけではゴブリンも倒れず、さらに追撃とサリーが武器を振りかぶった所で、残りのゴブリンがそうはさせまいとボウガンを上に向ける。

　直後発射された矢は分裂し、サリー目掛けて一気に降り注いでくる。目の前のゴブリンも反撃のためにボロボロの体でボウガンを構えて矢を放った。

【カバー】も【身捧ぐ慈愛】も使えない今、メイプルにできることはなく、サリーは矢の雨に貫かれる。

「サリー！」

「大丈夫！」

　貫かれたサリーはそのまま空気に溶けるように霧散していき、かわりに一体のゴブリンの背後から本物のサリーが姿を現す。

　隙をついて背後からその体を貫くと、再び距離を取りメイプルの側そばへ戻ってくる。

「もー！　そのスキルびっくりするよー！」

「はは、ごめんごめん」

　頭の装備は本当に見た目通りマフラーであり【蜃しん気き楼ろう】によってモンスターを騙だましたのだ。今やサリーの使うあらゆるものは見た目通り本物なのか判別不能であり、裏をかかれないためにはサリーの読みを超えるしかない。

「試しておかないと。プレイヤー相手にも通じるように」

　ただし、それらは雑に使うのではなくより真実味を持たせる工夫があって初めて力を発揮する。騙すためにはそれ相応の技術がいるのだ。

　回避以外のことに今まで以上に思考のリソースを割きつつ戦闘をする。モンスター相手ならこれくらいはできなければとサリーは再度駆け出した。




　一方カスミは襲いくる大剣を【武者の腕】により顕現した巨大な刀で受け流し、機敏な動きによって巨体を翻ほん弄ろうしていた。

　サリーほどではないが、カスミも高い【ＡＧＩ】を持っており、きっちりＨＰも確保しているため安定感のある戦いが可能だ。多少攻撃を受けたとしても回復して立て直すことができるのはサリーとの大きな違いである。

「【血刀】！」

　どろりと溶けた刀身が鞭むちのようにしなりゴブリンの大剣の攻撃範囲外からその胴を薙ないでいく。タフネスにものを言わせ、リーダーのバフも合わせて無理やり前進してくるが、カスミとて回避の術は心得ている。

　さらに、今のカスミにはそれをバックアップする強力なスキルも存在しているのだ。

「【心眼】！」

　スキルによって事前に攻撃してくる場所が赤く可視化されるようになり、この瞬間においてはカスミもサリーと同様にミリ単位での回避が可能になる。

　振り下ろされる大剣をすり抜けるように躱かわして、その分【武者の腕】で攻撃し、さらにダメージを稼ぐ。

「【五ノ太た刀ち・崩心】！」

　続けざまにスタン効果のあるスキルを放ち、一瞬動きを止めるとさらに追撃する。

　リーダーの支援とダンジョンのバフを受けて加速しても、攻撃力に重きを置いて設計された大剣ゴブリンではカスミを捉とらえるに至らない。

「このまま斬り刻む！」

　振り下ろされる大剣を一つ避けると斬りつけて次のゴブリンと向き合う。そうしているうちに先んじて大剣が振り下ろされているものの、それは【心眼】によって把握済みである。

「【一ノ太刀・陽かげ炎ろう】！」

　瞬間移動によって逆に距離を詰め、懐に入ることによって大剣を避けさらに斬りつける。

　カスミはサリーよりも短距離を素早く移動したり瞬間移動したりするスキルを豊富に持っている。プレイヤースキルのみでギリギリで回避することは難しくとも、スキルによるダッシュを用いた距離の調整によって多くの攻撃を避けることができるのだ。

　相手が攻撃を開始してから瞬間移動すれば、その二点を両方巻き込む攻撃でなければ命中させることはできない。

「【四ノ太刀・旋風】！」

　スキルによる攻撃は威力も高く、モンスターを一体一体確実に仕留めていく。

「すごーい！　二人ともー！　頑張ってー！」

　こちら側のリーダーからの声援を受けて二人はゴブリンを撃破していくのだった。




「これで、終わりっ！」

　取り巻きのゴブリンを全滅させ、最後に残ったリーダーも斬り伏せたところで、特に増援もない事を確認しサリーとカスミは一息つく。

「確かに、思ったより素早かったな」

「そうだね。これでもダンジョンのバフの効果はまだ強くなってないわけだし、気を引き締めないと」

「お疲れ様ー！　ごめんね何もできなくて」

「スキルを全すべて封じられているのでは仕方ない」

「ま、ボスまではのんびりしててよ。きっちり送り届けるからさ」

【悪食】を全て残しているため、ボス戦は早期決着を狙ねらうことができる。故に今回大事になってくるのはむしろ道中だ。

「カスミ、スキルは大丈夫？」

「初めて相対するからな。念のためにと【心眼】を使いはしたが動きや速度にも想像がついた。【心眼】がなくとも問題はないだろう」

　ここからさらに加速していくことは確定事項だが、ベースとなる速さをその目で見ることができたため、ここから先も対応しやすくなった。やはり、情報を得るだけでなく体感することは戦闘において重要なのだ。

「というわけで、メイプル。ボス戦までささっと行っちゃおう」

「うん！　ありがとう！　アイテムは禁止されてないから攻撃力を上げたりするのを使っていくね！」

「それはありがたい。ぜひお願いするとしよう」

　爆弾などは巻き込んでしまう可能性があるため使えないが、味方へのバフと敵へのデバフならそういった危険性はない。

　最初の戦闘を危なげなく突破したメイプル達は、その勢いのままダンジョンを駆け抜けるように侵攻していく。

　メイプルがほぼ置物状態ではあるものの、それでも概おおむね二人だけの力でゴブリンたちを討ち滅ぼしてしまえているのは、二人がきっちり強いプレイヤーだからである。

【楓かえでの木】はメイプルがインパクトのあるスキルによって目立ちがちではあるものの、それ以外のメンバーも飛び抜けた強さを持っているのだ。

　多少バフを受けた所で、攻撃パターン自体がそう強くないモンスターでは太た刀ち打うちできないのである。

　結局、真正面からゴブリンの群れをことごとく撥はね除けて、強まるバフも何のその、三人はボス前まで無事に辿たどり着つくことができた。

　太鼓の音も最初と比べ大きくなり、ダンジョン全体に影響を与えていた存在がこの奥にいることを感じさせる。

「メイプル、【悪食】は？」

「大丈夫！　もちろん全部残ってるよ！」

「部屋の中もゴブリンで溢あふれているとのことだが、手て筈はず通りで構わないな？」

「うん。最悪私は何とかするし、カスミが問題ないなら」

「構わない。それに私もそれが最も簡単なやり方だと思う」

　メイプルはボスに接近できるまでは大盾を切り替えずに待機することになっている。

　うっかり取り巻きのゴブリン相手に使ってしまうと、ここまで温存した意味がなくなるからである。

「開けるよ？」

「大丈夫」

「問題ない」

　準備も整ったと三人は扉を開けて、中へ侵入する。縦長の広い部屋の最奥には、大きな太鼓を叩くボスらしい巨大な個体がおり、その前に立ちはだかるようにして、道中にもいたボウガンと大剣を持ったタイプに、他にもトカゲに騎乗して槍やりを持ったものや盾を持って防御タイプの前衛となっているものなど多様なゴブリンがこちらに敵意を向けている。

　響く太鼓の音に合わせて、ゴブリン達からは赤いオーラが立ち昇る。その眼光は鋭く今にも飛びかかってきそうだ。

　数的有利は相手にあり、ゴブリンごとの役割分担もなされ、陣形も完かん璧ぺきと言っていい。当然バフの強度も最大まで上がっている。

　どう戦っていくか、戦闘前の緊張感が漂う中、両者は同時に行動を開始した。

「ハク【超巨大化】！　【硬質化】！」

　カスミの足元にいたハクが一気にそのサイズを何百倍にも膨れ上がらせて、走ってきたゴブリンを硬くなった鱗うろこで弾き返す。第一波を防ぐと、そのままカスミは二人を乗せてハクの体を伸ばしボス部屋を縦断する。

　そう、はなから取り巻きの相手をする気などさらさらなく、狙っているのはボス一体のみだ。

「知ってるよ。倒したら他のゴブリンも消えるって」

　わざわざ強みを発揮させてやるほどサリーは優しくない。より簡単に勝てる確信があるならそれを選ぶのは当然だ。

「メイプル、着くぞ！」

「うん！」

　カスミに言われてメイプルは漆黒の大盾を取り出す。触れたもの全てを飲み込むそれは、現状唯一のメイプルの攻撃手段であり、最も凶悪と言ってもいいものだ。

「【戦場の修羅】！」

「【水纏】！　朧おぼろ【火童子】！」

　カスミとサリーもスキルを発動させて一瞬で片をつけにいく。

　肩口にハクが嚙かみつき、ボスまでの道が完成する。この早業を止められるゴブリンは誰一人としていなかった。

「【クインタプルスラッシュ】！」

「【一ノ太刀・陽炎】【三ノ太刀・孤月】【一ノ太刀・陽炎】【三ノ太刀・孤月】！」

　サリーは炎と水を纏っての連撃を、カスミはクールタイムを大幅に減少させる【戦場の修羅】を利用し、空中でも関係ないスキルによる強制的な移動を使い、ボスの体の周りを跳ね回って【武者の腕】も含めて凄すさまじいダメージを叩たたき出す。

「えーいっ！」

　そうして二人にボスの注意が向いたその一瞬。ハクの頭からぴょんっと小さな影がボスの首元目掛けてジャンプする。

　といっても飛び移るというわけではなく、それはボディプレスを仕掛けるような体勢だった。

　その大盾を下にして、メイプルは重力に従って落下する。

　ボスの体を真っ二つにするように、メイプルは夥おびただしい量のダメージエフェクトを発生させて首元から胸、腹、腰へと全てを飲み込み貫いて落下していく。

　全ては一瞬のことだった。

　気付いた時には飛びかかられていて、気付いた時には体が二つに分かれていた。

　ただそれだけだったのだ。

　光となってその巨体が消えていくのと同時に、残っていた全てのゴブリンはボスを失ったことで蜘く蛛もの子を散らすようにして姿を消したのだった。

「お疲れ。あっさりだったね」

「……無理やりあっさりにしたとも言えるな」

「上手くいったね！」

「うん。思ってた以上に。でも、【悪食】十回全部使ったらそうなるかあ……」

　本来こうも気軽に使うものではないのだが、今回は一度クリアすればそれでよかったため、出し惜しみする必要もなかったのだ。

「っと、メイプル。あれあれ、お目当ての太鼓」

「あっ、そうだった！」

　ドロップしてアイテムになったため人間サイズまで小さくなった、複雑な模様が入り蔦つたや宝石で装飾された太鼓が今回欲しかったものである。

『狂乱』と名のつけられたその太鼓は、ダンジョンにかかっていたバフと同じように使えばパーティーメンバー全員の【ＳＴＲ】と【ＡＧＩ】を上昇させることができる。ただ、アイテムになるにあたりデメリットがつけられてしまったようで、かわりに【ＶＩＴ】【ＩＮＴ】【ＤＥＸ】が下がってしまうものになっている。

「悪くはないけどね。私達のギルドだと特に」

「メイプルが万全の状態になれば【ＶＩＴ】の減少は気にしなくていい。となると攻撃的に行きたい時は使ってもいいかもしれないな」

「今回のはメイプルのクエスト用だから、また頃合いを見て一個だけ取りにこようかな」

　この太鼓がメイプルのクエストで要求されているアイテムであり、イズが装備を譲った時と同じように処理されるならこれも消費されてなくなってしまうだろう。

「その時は私もちゃんと行くよ！」

「うん。同じようにすれば瞬殺だし」

「そうだな。私も呼んでくれて構わない」

「カスミがいないとこの作戦は成り立たないしね。その時はよろしく」

　こうして無事に目的を達成した三人はゴブリンの巣を後にするのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　別方向に向かったのは残りの五人である。クロム達もまたメイプルの必要としているアイテムを探して目的地の真下までやってきていた。

　さてどうしたものかと五人は揃そろって上を向く。

「……たっけーなあ」

「ここ……でいいんですよね？」

「一応そうだっていう報告はあるけれど……実際に行ってみないと分からないわ」

　目の前にあるのは断だん崖がい絶壁。柱と言っていいほど垂直なそれは果たして山と呼んでいいかは微妙な所だ。太い岩の柱が乱立する中、最も高く雲を貫いている一本に五人は用がある。

「上に鳥の巣があって採取すると手に入るんだっけ？」

「『魔の結晶』ですよね……光ってるから集めたんでしょうか？」

　どうやら手に入るらしいということは分かっているものの、採取で手に入る確率など詳しい値は情報として手に入らなかった。

　情報の出所がＮＰＣの噂話であり、実際に手に入れたプレイヤーがいるかも怪しいところである。

「とりあえずイズが行かないと話にもならなそうだからなあ……」

　レアアイテムであることは確実であり、採取にボーナスがつくイズを連れて行くのがベストである。ただ、問題はどうやって登るかだ。

「これ壁のアレ……足場だと思うか？」

「ぐるっと回った感じだと中に入る場所もなかったから……そうなんじゃないかしら？」

　断崖絶壁で柱のようではあるものの、表面がツルツルに磨き上げられとっかかりがないといった風ではない。むしろ、少し登る度に岩がせり出して足場のようになっていることが分かる。

「登とう攀はんになるとちょっと僕は無理だね」

「私もね」

「マイとユイなら俺達を背負って登ることもできるだろうが……何かいるしなあ」

　周りにはギャアギャアと耳障りな鳴き声を発する不気味な鳥が飛んでおり、登っていくのを見逃してくれるとは思えない。

　マイとユイが倒れたなら全員まとめて地上まで真っ逆さまである。途中で落下して生き残ることができるのはそれこそメイプルくらいのものだろう。

「聞いてる限り他にいい案もなさそうだし……僕が何とかするよ」

「できるのか？」

「今日からはね」

　カナデではそう言うと上を確認して、全員を近くに呼んで【神界書庫アカシツクレコード】によって手に入れたばかりのスキルを発動する。

「【フライト】」

　カナデのスキルの効果により、全員の体がふわっと上に浮き上がる。

「おおっ！」

「すごいです！」

「これなら……」

「期待してるところ悪いけど、これ真上に浮くことしかできないんだよね」

「はっ!?　マジだ！　動けねえ！」

「あとしばらくすると効果が切れる」

「「ええっ!?」」

　そうこうしているうちに効果が切れ、ふわっと身体からだが投げ出される感覚とともに落下が始まる。

「【ウッドウォール】！　……とまあこうなるから落ちないように足場を作ってあげないとね？」

　カナデは岩壁から太い木の枝でできた壁を即席の足場として伸ばし落下を防いだのだ。

「お、お前心臓に悪いぜ……」

「何かあるとは思ってたけど。もー、びっくりしたわ」

「すぐ隣にちゃんとした足場が来るように計算しておいたから、ほら早く移って移って。今度は本当に落ちちゃうからさ」

　四人は急いで元々ある足場に移って次の足場を確認する。

「【フライト】が使えるようになる度にこれで飛んでいこう。移動はできないけどスキルとかは使えるから、あの飛んでる鳥の対処は頼みたいな」

「任せてください！」

「私達の役目ですから！」

「じゃあ俺はもしもの時のために一番外側に立っとくぞ。何か飛んできても防げるはずだ」

「じゃあこの調子でいきましょう！」

　五人はふわふわと浮かびながら柱に沿って、徐々に上へ上へと進んでいく。

「そろそろあいつらがこっちを見てきそうだが……ほら来たぞ！」

　空を飛ぶ大きな鳥のうち最も近くにいた一匹が明らかに向きを変え五人に迫ってくるのが分かる。突進でも何でもこいと構えるクロムだったが、使ってきたのは大きく羽ばたいて大量の風の刃を放つ攻撃だった。
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「おいマジか！　【マルチカバー】！」

　大盾に身を隠して攻撃を凌しのぎ、風が止やむのを待つ。攻撃は全すべてクロムが受けているため、脆もろい四人に風の刃は届かない。

　しばらく耐え忍んでいると風がほんの一瞬収まった。モンスター側としては有利なポジションで少し一休みという程度だったのだが、直後その胴体を鈍色の何かが貫き、風穴を開けて飛んでいく。

「「せーのっ！」」

　当然それはマイとユイが放り投げた鉄球だ。力任せに投げられたただの鉄球には、カナデが相当強力な魔法を使うのと同じくらいの威力が込められている。

　弾はイズがほぼ無限に生み出せるため、この攻撃が止むことはない。ただ守られるだけではなく、クロムの後ろで二人は隙を窺うかがっていたのだ。

　続く攻撃が羽を貫き、嘴くちばしを破壊し、胴体に穴を追加したところでモンスターは空中で爆散した。

「おおっ、ナイスコントロール！」

「すごいね。僕が同じように投げられたとしても当てられないような気がするなあ」

「貴重な遠距離攻撃ですから！」

「はい、練習しておきました」

　大型のモンスターには特によく効く攻撃である。二人の攻撃なら掠かすっただけでも致命傷になりうるため、どこにどう当たろうと構わないのだ。それなら的が大きい分だけ得である。

「ガンガン先に攻撃していっていいぞ！　近づくより先に撃ち落とせば問題ないからな！」

「何かあった時は僕も魔導書でダメージをゼロにできるから、どんどん狙ねらっていって」

「「はいっ！」」

　大きなダメージを受ければモンスターも怯ひるむ。こちらは二人で鉄球を投げているため、怯んだ隙にもう一人が準備を整えることができ、モンスターに動く隙を与えないのだ。

「またスキルも使えるようになったから浮かぶよー」

　浮かんでは安定した足場に移って、近くにいるモンスターを順に撃破する。これを繰り返すことで再度モンスターが湧わくよりも早く上昇することができ、邪魔されることなく登りに登って雲を抜け、地上が見えなくなってきた頃ころ、いよいよ頂上が見えてきた。

「やっとか？」

「みたいね」

　頂上付近にはモンスターもおらず、五人はようやく山頂まで辿たどり着つく。

　半信半疑ではあったものの、そこには情報通り卵が一つ乗った大きな鳥の巣があった。サイズ感としては周りを飛び回っていたあの鳥のモンスターよりもさらに大きいように思えるが、巣の主は今はいないようである。

　戦闘の可能性も考えつつ、クロムを先頭にしてジリジリと巣に近づいていくが、恐れていたようなことはなく採取のアイコンが表示される。

「よし、イズ！　腕の見せ所だぞ」

「ええ、任せて」

　イズは装飾品を付け替えて採取のレアアイテム確率を上げると、ポーションとサプリメントらしき錠剤、さらには四人にはよく分からないクリスタルを複数個砕き、様々な色のオーラを纏まとい始める。

「おお、これから採取するだけとは思えないな……」

「私にとってはこれが戦闘みたいなものよ。フェイ、【フェアリーラック】」

　最後にスキルでさらにレアアイテムの確率を上げていよいよイズは巣穴に手を伸ばす。採取できる回数には限りがあるため、今回ダメならもう一度来る他ない。

「ど、どうだ？」

「イズさん、どうですか？」

「ドキドキします……」

「見守る他ないもんね」

「ふふっ、大丈夫よ！　採取には自信があったもの！　ほら！」

　イズがインベントリから取り出してみせたのは黒く輝く正八面体の物体だった。何とも分からない素材でできたそれは時折拍動しているようにも見え、かなり不気味な代物だが、名前も『魔の結晶』となっており、これが今回求めていたもので間違いない。

「おお！　本当に手に入ったのか！」

「これでメイプルちゃんにいい報告ができるわね」

「流石さすがイズさんです！」

「本当に一回で手に入っちゃうなんて」

「奮発してかなりアイテムも使ったもの、失敗するわけにはいかないわ」

「ポーションみたいに普通に使ってたあれ、やっぱどれもかなりいいアイテムなのか……」

「ええ。レアアイテムの確率を上げるのは簡単なことじゃないのよ……」

「今度材料探しは手伝うぞ」

「助かるわ。まあでもこれも投資みたいなものだもの」

「結果がどうなるか分からないのが怖いところだけどね」

「個人的には期待できると思うけどな」

　スキルに至るまでの道程が険しいほど、手に入るものの性能が跳ね上がるのはここにいる五人も身に染みて分かっていることだ。一つ面倒な素材集めを終える度、期待感は否いや応おうなく高まる。

「もうここにいても仕方ないしな。下りるかあ」

「そうね。安全第一で下りていきましょう」

「メイプルよろしく飛び降りてダメージゼロにしてもいいよ？」

「生あい憎にく進んでそこまでできる勇気はねえな」

「そうね。何とかなるって分かってはいるけれど」

「それもそうだね」

　カナデは取り出した魔導書をしまって、かわりにソウを呼び出し二冊の魔導書を見せる。

「水と氷で滑り台を作るよ。それで滑って下りていこう」

「そういう穏便な下り方を待ってたぞ」

「そんなこともできるんですね！」

「サリーさんみたいです」

「スキルの数なら皆には負けないからね」

　それなら早速下りようと、端まで行って準備を始めたところで大きな影が山頂を横切っていく。

　竜かと見み紛まがうほどの影の大きさに驚く間もなく、大気を震わせるような鳴き声が響いてくる。

「やべ、親鳥だろ」

「ははっ、急ごうか。怒ってそうだね」

「カナデさん……！」

「下りてきちゃいます！」

「お暇しましょう。話は聞いてくれなそうだもの」

　襲われるよりも先に流れる水を凍結させて、五人は螺ら旋せん階段のように柱をぐるぐると回って、地面まで滑り下りて帰っていくのだった。








六章　防御特化と快進撃。









　ギルドメンバーに助けてもらったこともあり、足りないアイテムを着実に揃えていったメイプルは、要求されていたもの全すべてを手に入れることに成功した。

　アイテムをサリーから受け取り、メイプルはインベントリ内に表示された指定の枠にアイテムをセットしていく。

「これで終わりだといいんだが……」

「そろそろ時間の余裕もなくなってきたものね」

　大ボスとのバトルなら決戦兵器であるマイとユイがいるため何とでもなるのだが、今回のようなアイテム収集ならば、次は時間との勝負になってくるだろう。

「メイプルさんどうですか？」

「何か……変わりましたか？」

「待ってねー。これで最後！」

　メイプルが最後のアイテムをセットするとクエストクリアの表示が出て、次のクエストが表示される。

「むぅー、まだあるみたい」

「本当に？　うーん、結構ボリュームあるみたいだね」

「内容はどういったものだろうか？」

「えーっと……目的地に向かう感じみたい！」

「となるといよいよ終わりかな？　んー、ボス戦の香りがするなあ……」

　サリーの言うように、辿り着いた先に何かが待ち受けているというのはよくあるパターンだ。もちろん、それがボスであるケースも多い。

「俺達もついていけそうか？　いつもならいいんだが今のメイプル一人だとな……」

　スキルが使えないままならアイテムで攻撃するしかない。そうなると多少防御力が高かったり、少しでも回復能力があったりするボスならばそれで終わりである。

「メイプルどう？」

「皆も一緒に来れるみたい！　今マップ見せるね！」

　メイプルがマップを表示すると、これから向かう必要があるルートが表示されていた。

「んん？　何だこれ」

「えっと、何というか……」

「すごく離れてますね！」

　メイプルが見せたマップには経由すべき場所を意味する赤い点があちこちにあり、それが線で繫つながれている。点と点の間はだいぶ離れていて、フィールドをかなりの距離移動する必要があることが分かる。ただ、ルートがいくつかあるようで、全ての点を通るものから、数個しか通らないものまで、ルート選択によってかかる時間に違いがあるように見受けられる。

　どうやらクロムやサリーが予想していたような、一般的なボス前までの移動とは少し訳が違うようだった。

「だがどうであろうと私達がついていけるなら、ついていくことに変わりはないだろう」

「それはそうね」

　七人は最後まで付き合うつもりなのだ。メイプル一人に行かせるよりも全員で協力した方がよっぽど効率良く終わるのは間違いない。

「このあと全員予定が空いてるならそのまま進めてもいいんじゃないか？」

「そうだね。さくっと終わらせればいいと思うな」

「皆、もう少し手伝ってくれる？」

　メイプルが聞くと全員が頷うなずく。そうと決まれば早速出発だと八人はフィールドへと移動した。

「ハク、頼むぞ」

　いつも通りハクに乗ってフィールドを縦断し、サリーがマップを見つつ目的の場所へ近づく。

「この辺りでいいだろうか？」

「うん。カスミ、止めて大丈夫」

　ハクから降りた八人は辺りを見渡すまでもなく、目の前の特徴的な地形に注目する。

「となるとこれか？」

「大きな穴ですね……」

「底が見えないねー。崖がけ側を沿って移動すれば下りられそうだけど」

　目の前にあったのはかなりの深さを誇る大きな穴である。以前縦穴を攻略した時は、メイプルが【身捧ささぐ慈愛】を展開しつつ飛び降りるという力技によって一瞬でクリアすることができたが、今回は同じようにはできない。

「カナデ、多分何か持ってるだろ？　どうだ」

「持ってるよ。いくつか方法はあるけど……どう下りたい？」

「一番皆が安全な方法で！」

「メイプルがそう言うならそれに合ったものを用意するよ」

　誰だれもダメージを受けずに下りる方法としてカナデが七人に提示したものを聞いてメイプルはうんうんと頷く。

「それなら大丈夫そうだね！」

「メイプル基準なんだよなあ……」

「だが安全なのも事実か……」

　覚悟は決まったようで全員が固まって穴の淵ふちに立つ。【楓かえでの木】の高低差のある地形攻略法はやはりこれだということだ。

「せーの！」

　メイプルの掛け声に合わせて一気に空中へと身を投げ出す。重力で急激に加速する体は壁際にいる何者かも分からない存在から放たれる炎や風を振り切って地面までまっすぐに落ちていく。

「【守護障壁】！」

　カナデのスキル宣言に合わせて八人の体を覆うように光が発生し、直後地面に足から着地する。

　するとパリンと音を立てて光は消失し、受けるはずだった落下ダメージを全て引き受けて無効化してくれた。

「おおう、贅ぜい沢たくな使い方だ」

「ダメージ無効はいくつか持ってるし、普段はメイプルがいるから使わないしね」

　一人の場合でも、危険な状況になっても無理に魔導書を使わず、死亡してから再挑戦すればいいと考えているカナデは、この手の魔導書には余裕があるのだ。一冊くらいなら使ってしまっても問題はない。

「ただ、ここはボスはいなかったような……」

「そうね。いい採取ポイントがあるのは知ってるのだけれど」

　サリーとイズの認識は間違っておらず、壁際に鉱石があるだけでボスが待ち構えているわけではないようだ。

「皆で探してみよう！　何かあるかもしれないし！」

「だね。何かあったらメイプルに知らせる感じで。八層で【救済の残光】を手に入れた時みたいに、クエスト中のメイプルにしか感知できないこともあるかもしれないから、メイプルはより注意深く探してみて」

「分かった！」

　来るのが手間な場所なためついでに素材も集めつつ、八人は広い穴の底をくまなく見て回る。そうして少ししたところで、メイプルが何かを見つけ全員を呼ぶ。

「これじゃないかな？」

　メイプルが指差す先の壁には黒色の小さな渦巻が描かれており、ゆっくりと回転している。

「何も起こらない？」

「触ってみるね」

　見ている分には変化がないため、メイプルがそっと手を伸ばしてその渦に触れてみる。すると、黒い渦は一瞬で大きくなり壁に広がっていく。さらに渦状だったものは隙すき間まが埋まり、ゆらめく黒い壁に変化した。

「ゲート……って感じだな」

「そうね」

　メイプルが壁の前に手をかざすと、活性化しているかのように黒い光を放ち始めるが、実際この先に何かがあるのかどうかは一歩踏み出してみなければ分からないだろう。

「なら何があってもいいように準備を整えてから踏み込んでみようか」

「うん！　アイテムとか準備するね！」

　準備をしなかったことで負けるよりも準備をしてそれが無駄になるだけの方がいい。

　どんなモンスターをも破壊できるだけの態勢を整えたところでメイプルが壁に手を触れる。

　すると黒い光が溢あふれ出して八人を包み込んでいく。それに合わせてそれぞれが足元から感覚が消えていくような転移の予兆を感じ取る。

「やはり来るか！」

「戦闘準備だ！」

「「はいっ！」」

　少しして視界が全すべて黒く塗り潰つぶされ、八人は暗い空間に転移する。八人が構える中、両側の壁に設置された松たい明まつに火がついていき、部屋が照らし出される。

　その最奥にいたのは六本の腕に三つの顔を持った巨人だった。手にはそれぞれ武器を持っており、それで攻撃してくるのだろう。一目見た限りでは手数と攻撃力によって攻め立ててくる印象を受ける。

「六本腕か……でも」

　サリーは後ろに目配せをする。こちらは八本腕が二人だ。アイテムによるバフも受けた今、攻撃力も負けてはいない。

「俺が守って連れて行く！　できる限り注意を引いてくれると助かる！」

　クロムがマイとユイの前に立ち、カスミとサリーが一気に飛び出す。敵の腕は六本、マイとユイを狙ねらう本数が少なくなればなるほど勝率は上がるのだ。

「【ウィンドカッター】！」

「【血刀】！」

　二人がそれぞれ遠隔攻撃によってボスに先制攻撃を仕掛けると、それに反応してボスもその巨体ゆえのリーチによって手に持った武器を振り下ろして攻撃してくる。

　二人は壁際へ寄ってマイとユイへ攻撃が行かないようにすると、スピードを活いかして振り下ろされた武器を避けてそのまま攻撃を引き受ける。

「【マルチカバー】！」

　残りの腕からの攻撃をクロムが受けて着実に前進する。カスミとサリー以外はダメージを与えていないため、徐々に他の腕も二人へと狙ねらいを変えていく。当然、【楓の木】としてはそれを待っていた。

「今だ！　走れ！」

「「はいっ！」」

　クロムが盾を構えつつ、カナデは防御魔法を準備しながらマイとユイを走らせる。

　近づくことさえできれば、それがＨＰを持ち撃破可能なものとして作られているボスであるかぎり、どんなものでも立ってはいられない。

　合計四本の腕がサリーとカスミに引きつけられ、残りの二本で飛び込んでくるマイとユイを迎撃する。

「これくらいなら……！」

「大丈夫です！」

　振り下ろされる武器に合わせて二人も大おお槌つちを構えると、タイミングを合わせて叩たたきつける。

「「【巨人の業】！」」

　あらゆるものを凌りよう駕がするそのＳＴＲによって大きさで遥はるかに上回る相手の攻撃を跳ね返し、受けるはずだったダメージをボスに適用する。

　怯ひるんだ隙にさらに距離を詰め、ここで二人は宙に浮かぶ六つの大槌も含めて全ての大槌を振りかぶる。

「いくよお姉ちゃん！」

「うん……！」

「「【ウェポンスロー】！」」

　スキルの宣言とともに二人が装備している武器が一斉に光を帯び、直後ボスに向かって回転しながら高速で飛んでいく。

　装備している武器を投げるスキル。当然、装備している武器が八つあるマイとユイはその全ての武器が手元から離れ投射される。

　遠距離から攻撃できるかわりに自ら武器を放り出すという大きなデメリットのあるスキルだが、二人が使うと訳が違う。

　グシャッという鈍い音と共にボスの体に次々と大槌がめり込んでいき、凄すさまじいダメージがボスの体をよろめかせる。

　武器を全て放り投げようが関係ない。ただ、その一撃で確実に敵の命を刈り取れればいいのだ。

　最後の大槌が三つあるうちの正面を向いているボスの顔に突き刺さりそのまま頭を抉えぐって後ろの壁を砕いた所で、全身を黒い炎が包み込みボロボロと崩れ、最後には光となって消えていってしまった。

「足下まで行かなくても大丈夫そうだな……」

「替わりの武器を用意しておいてあげれば盤石よね」

「イズがいれば投げた後も心配なしだね」

　イズのインベントリの中に入っている使い所のなかった武器も、日の目を見ることがあるかもしれない。

「すごーい！　そんなスキルあったんだ！」

「はいっ！　【飛撃】と【投とう擲てき】でモンスターを倒していたら覚えたんです！」

「一つだけ投げたりとか調整はできないんですけど……」

　そもそも武器を八つ持っていること自体が特殊であり、その状況をベースとして作られたスキルではないため、いくつ武器を持とうとデメリットが変わらない。むしろダメージが伸びて攻撃範囲も広がり、その後相手が生き残っている確率も落ちるのだから投げられるだけ投げる方が得なのだ。

　特に二人の場合なら、今回のように撃破することによって後隙をなくすことも可能になる。

「本来ここまで強く見えるスキルじゃないと思うんだけど……」

「ともあれこれでより戦略の幅が広がるだろう」

　目の前の腕の攻撃を捌さばいていたカスミとサリーからすると、ふと目を向けると十六本の大槌がボスにめり込んでいたわけで、相当衝撃的な攻撃だったと言える。

「マイとユイがいるなら全部回っていってもたいして時間もかからないかあ」

「全員の時間があるなら最長ルート通っていけばいいんじゃないか？　クエスト自体かなり長いし、どうせならやり残しもない方がスッキリするだろ」

「私達は大丈夫です！」

「はいっ、まだまだ戦えますっ……！」

「皆が大丈夫なら！」

　ボス戦続きなら普通はかなりハードなものになるが、【楓の木】なら問題なしだ。

　そうと決まれば早速次の目的地だと、現れた魔法陣に乗って外へと出て行く。

「……？　メイプル」

「どうしたのサリー？」

「んー、顔の黒い染みがちょっと広がったような……」

「そうなの？　見えないから分からなくて」

「いや、気のせいかも。クエストが進んで変化があったのかもしれないし、時間制限とかもありえるし、時々見せて」

「うん！」

　こうして二人も六人の後を追って外へと戻って行くのだった。
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　それから始まったのは正しく蹂じゆう躙りんと呼べるものだった。先程の穴のような特殊な地形からダンジョンまで、モンスターの巣と言える場所に踏み入ってはその中にいる動くもの全て薙なぎ倒たおして次へ次へと進んでいく。

　特別に対策をしなければ理外の膂りよ力りよくによって攻撃してくるマイとユイを止められない。フィールドの一ボスにとってそれは難しいことだ。

　そうして倒せるものは倒し、マップ上の全ての点を通過して、どのルートを通っても辿たどり着つく最後の点までハクに乗って移動を続ける。

「にしても随分広がったな……」

　メイプルの顔に広がっていた黒い染みは背中や肩、太ふと腿ももなどまで侵食している。ステータスを確認しても状態異常やステータスの変化は起こっていないため、これがいいことなのか悪いことなのかさえ不明である。

「メイプル、今のところ変化なし？」

「うん！　見た目以外は何もないみたい」

「ボスを倒す度に広がっていることは確かだが……状態が悪くなっているように思えてしまうな」

「ヒントも何もないし、僕らが判断するのは無理みたい」

　一番多く示された点を通過したため、もたらされる結果としては最もいいか最も悪いかのどちらかになるだろう。

　どうあれ今更引き返すことはできないため、このクエストを完走する他ない。ただ、マイとユイの攻撃を全すべて無効化できる術を持たないモンスターであれば何ひとつ問題はないので、【楓かえでの木】としてもそれほど重く考えてはいないのが現状だ。

「地図の通りならそろそろ着くが……」

「平地のど真ん中だぞ？　何かあるか？」

「降りて探してみるしかなさそうね」

　ここまでと同じならメイプルに反応する黒い渦巻のマークがどこかにあるはずである。カスミは一いつ旦たんハクを指輪に戻し、全員で目印がないかと辺りを探してみる。

　平地のため上う手まく隠れてしまって見つからないというようなことも起こりにくい。そのまま丁寧に探索を続けると地面に浮かび上がるマークを見つけることができた。

「お、あったよメイプル！　こっちこっち！」

　サリーの呼び声を聞いてメイプルが駆け寄ってくる。するとそれに合わせてクエストクリアとなり、さらに新たなクエストに切り替わる。

「中でボスと戦うみたい……なんだけど……むー」

「スキルはどう？」

「それはまだ駄目みたい」

「またクエストが終わってボスってことは……いよいよラストか？」

「頑張ります！」

「どんなボスでも……倒してみせます！」

　ここまで【楓の木】の快進撃を支えたマイとユイが改めて気合を入れる。ここまでよりもさらに強いモンスターが出てきたとしても、マイとユイの攻撃をそう何発も耐えることはできないだろう。

「えっとね。私一人で行かないと駄目みたい」

「おっと？　僕らは行けないってことかな」

「ソロ限定って書いてあるし……合ってるよねサリー？」

　サリーもメイプルの受けたクエストを確認するが、そこにはメイプルの言った通りソロ限定と書かれている。

「改めて聞くけど、スキルはまだ戻ってきてない？」

「うん。パッシブ？　スキルしか使えないままだよ」

　宣言せずとも効果のあるスキルは変わらず発動しているため防御力には変化がないが、それだけである。攻撃手段をほぼ全て奪われたメイプルはここまでの道中も特に何かできることもなく、皆について歩いてきただけなのだ。それ故に【悪食】は全て残っているものの、それだけで倒し切れるかどうかはかなり怪しい。

「となるとアイテムで倒すしかないわけだが……」

「ボスがどういったものか分からんからな。広く浅く準備する他ない」

　八人で知恵を出し合って戦略を練るだけ練って、少しでも勝率を高め、その上でイズから役に立ちそうなアイテムを大量に受け取る。あとはメイプルを信じる以外できることはない。

「すごい長い戦いになっちゃうと思うから……結果はまた別の日に！」

　アイテムでボスを倒すとなるとメイプルが昔やっていたような、防御力に物を言わせ地道に削る異常なまでの持久戦が予想される。

　その間ここで待っていてもらうのも悪いため、メイプルは覚悟を決めて一人渦巻に触れる。

「いい報告期待してるぞ！」

「勝てるよう祈っている」

「「頑張ってくださいメイプルさん！」」

「アイテムは惜しみなく使っちゃって構わないわ」

「ふふ、面白いスキル持って帰ってきてね」

「メイプル！　頑張って……勝ってきて」

　メイプルは七人からの声援を受けて大きく一つ頷うなずくと、闇やみに包まれて消えていくのだった。








七章　防御特化と禁忌の主。









　メイプルを包む闇が消えて、問題なく辺りが見渡せるようになると、ここに来る前にいた場所と同じように平地が続いていることが分かる。

　ただ地平線まで続く平らな地面があるばかりで、転移前に見えていた森や町などは綺き麗れいさっぱりなくなっている。とりあえず地形を活いかした戦闘を考える必要はなさそうだ。

　そうしているうち、メイプルの体に広がっていた黒い染みが徐々に小さくなっていき、かわりに黒いもやとなって目の前で人の形になっていく。そうして現れたのは、血色が悪く長い白髪とその腰に装備した黒い剣が目を引く男だった。

　メイプルはとりあえず見るからに強そうな異形の存在が出てこなかったことにほっと胸を撫なで下おろす。

「復活に足る贄にえを集めたこと、ご苦労であった」

「はい！」

「あとはお前の魂を取り込んでいよいよ復活としようではないか。いい魔力を持っている……」

「はい？」

　話が通じそうだと思った直後に百八十度態度を変えてきた男を見てメイプルはきょとんとする。

　そもそもクエストはボスの撃破を指示している。つまりこの男がボスであり、和解の道など最初からないのである。

「おとなしく死ぬといい！」

「もー！　【毒竜ヒドラ】！」

　男が剣を抜き放ち、こちらへ歩き出したのと同時にＨＰバーがその頭上に表示されたのを見て、メイプルは大盾を構え、スキルを発動しようとする。

　しかし、それは毒の塊を生成することなく不発に終わる。

「ええっ！　出ていってくれたのに！」

「枷かせを外す訳がないだろう」

　それはまあごもっともなことを言われ、頰ほおを膨らませるメイプルに男は素早く接近するとその黒い剣を振るう。

　サリーにも近いその速度にメイプルは何とか大盾を合わせようとするものの、横に回られて斬り下ろしが直撃し、その細身から想像できない衝撃を受けて吹き飛んでいく。

「わわっ!?」

　男の言うことを信じるなら、あの肉体はレアアイテムとイズの強力な武器、倒したモンスターの魂も取り込んで出来上がっているのだから弱いはずもない。ほんの少し前にもマイとユイの力を借りて、ボスを倒せるだけ全て殴り倒してきたのだからこれ以上の強さはないだろう。

　幸いなのはメイプルが防御力まではなくしていなかったことだ。流石に貫通効果のない攻撃ではメイプルの装甲は貫けない。メイプルには多少なりとも改めて戦略を組み直す時間が与えられた。

「よーし、頑張る……！」

　ギルドの皆に応援してもらっているため、頑張って勝とうと足に力を込めて起き上がりつつ、隙を窺うかがうために男の方を見る。男は攻めの手を緩める気はないようで、吹き飛んだメイプルに再度急接近するとその漆黒の剣で斬りつけ再度メイプルを跳ね飛ばす。

「うぅっ！　つ、使っちゃわないように！」

　メイプルは地面を転がりながら一旦大盾をインベントリにしまう。アイテムしかまともに使えない現状、【悪食】は最強の攻撃であり防御の手段でもある。今はただの一発すら無駄に使うことはできない。

　そうしてしばらく斬られては吹き飛んでいるとメイプルも慣れてきて考える余裕が生まれ始める。

「距離を取りたいけど……速いし……むむむ」

　弾き飛ばしたうえでメイプルが立ち上がり体勢を整える頃ころにはもう接近してきていることから考えると、距離を取るのは普通に立って移動するやりかたでは不可能だ。

「何かいいもの……あっ、これなら！」

　メイプルは吹き飛びつつ今度はインベントリからアイテムを取り出すと背中にぐにぐにと押しつける。しかし特に何も起こらず、次の攻撃が迫る中、メイプルは立ち上がることなく仰向けに地面に寝転がる。

　それは剣が届く直前のことだった。メイプルの真下で派手な爆発が発生し、その勢いでメイプルを数メートル上に吹き飛ばす。

「よしっ！」

　とはいえ特にそれ以上できることはなく、メイプルはそのまま落下して地面に叩たたきつけられ、待ち構えていた男によって斬りつけられて飛んでいく。だが、メイプルは手て応ごたえ十分とばかりに満足そうだった。

　メイプルが使ったのはイズ特製の粘着爆弾だ。攻撃を受けて爆発することがあるいつもの爆弾とは違い、貼り付けた後一定の時間が経たつまで爆発しない優れものだ。敵に直接つけることはできないようになっており、フィールドに設置するのが基本なのだが、敵は駄目でも自分につけるのは問題なく可能なようである。そもそも普通はそんなことをする必要がないため、どうでもいいことなのだが、今のメイプルにとっては貴重な移動手段だ。

　事前に体のどこかに貼っておけば、一定時間経った後、真逆の方向に高速移動することができるのである。

「よーし！　もう一回！」

　メイプルは同じように準備をし寝転がって爆発を待つ。少しして爆音と共にメイプルが上空へ吹き飛び、さらに間を置かずに空中で二度目、三度目の爆発が起こり、メイプルをさらに上に吹き飛ばす。粘着爆弾は時間が来るまで爆発しない。つまり連鎖爆発することもないため、設置までに間隔を空ければ二段ジャンプの要領でさらに吹き飛ぶことができるのだ。

　爆発ダメージも落下ダメージも気にしなくていいメイプル固有の使い方だが、ともかく距離を取ることには成功した。

「急いで……できたっ！」

【クイックチェンジ】も封じられているメイプルはインベントリを開き装備を変更する。メイプルにはまだ有用なパッシブスキルを持つ装備が存在するのだ。それは【楓かえでの木】でも絶賛大活躍中の装飾品である。

　空中に現れた白い手が大盾を持って、落下するメイプルの下で待ち構えてメイプルを受け止める。

【救いの手】はパッシブスキルだ。【悪食】同様メイプルに残されたスキルのうちの一つである。

　こうして空中にとどまることに成功したメイプルはこれでどうだと下を確認する。すると男は剣を大きく振りかぶり一気に振り抜いた。

「わあっ!?」

　メイプルは振り抜かれた軌道に合わせて輝くエフェクトが飛んでくるのを見て慌てて頭を引っ込める。それは足場にしている盾に命中しメイプルには届かなかったが、当たれば吹き飛ばされるようなら受けるわけにはいかない。

「何かされる前にこっちも……！」

　メイプルはさらにアイテムを取り出す。出てきたのはまた火薬がぎっしり詰まったものだ。当然今まで通り爆弾は攻撃ではなく移動のためのものである。

　それはロケット状になっており、導火線が伸びていて着火することで空に向かって打ち上がる作りになっている。つまるところ上空にいるモンスターを攻撃することができるものなのだが、メイプルはそれを大量に取り出すとベルトでもするようにロープで体の周りをぐるっと囲む形で括くくり付ける。

「着火！」

　炎のクリスタルで一斉に火をつけると真まっ直すぐに立って打ち上がるのを待つ。

　少しして、メイプルは大量の煙を発しながらさらに上空へと飛ひ翔しようする。

　いよいよもって飛ぶ斬撃すら届かなくなった、遥はるか高みでメイプルは大盾の上に座る。スキルを持たずにここまでの高さに至ることは考慮の外なのか、する必要もないとされたことなのか、ともかく男からの攻撃は何一つ飛んで来なくなった。

「反撃開始だね！」

　メイプルはようやく準備が整ったとばかりインベントリからアイテムを取り出す。

　それは岩だった。そう、特に何の変哲もない大岩である。第八回イベントで拠点作成の時にマイとユイが運んでいたりしたただの岩は当然飛行能力など持つわけもなく、急に空中に放り出されると重力に従って落ちていく。

「いけー！」

　突然の大岩だが男は機敏な動きでそれを避け、地面に激突した大岩が地面に突き刺さる形でそこに残る。命中とは行かなかったが、残弾はまだいくらでもある。それも、岩だけでなく鉄球や氷塊など、イズのインベントリの中にあった大きく重い物を詰め込めるだけ詰め込んできたのである。

「どんどん落とすよ！」

　今日の天気は岩のち鉄球、ところにより氷塊。地面がこれらで埋まり地形が変わっていく中、メイプルはあれやこれやと落とすのを止めないのだった。

　男がいかに素早いといえども、メイプルを狙ねらいつつ回避を試みるため、終わりなく続く攻撃の中で少しずつ被弾してダメージを受けていく。それは微々たるものではあるが、確かに一歩ずつ死へと近づいていることを示していた。

　メイプルの粘り強さは毒竜と戦った時から健在であり、一時間以上ひたすら地面に物を落とし続けて、遂にＨＰを二割ほど削ることに成功した。

「ふー……でも当たりやすくなってきた！」

　地面にはもはや元の平地の面影はなく、足下は不安定で高低差もでき、移動には相当な制限がかかっていることだろう。それを証明するように徐々に男の被弾率は上がってきており、これならあと四時間もかけずとも倒し切ることができそうである。

　しかし、そう思ったのも束つかの間ま。男の体を黒い光が包み、少しして内部から破裂するように光が弾けると背中には悪魔らしい黒い翼が生えていた。

　ばさりと一度大きく羽ばたくと、男は一気に空中に舞い上がり、向きを変えてメイプルの方へと飛んでくる。

「ええっ!?」

　アイテムを上う手まく使ってこの位置を確保しただけのメイプルでは、飛行能力を持つ相手の動きにはついていくことなどできない。
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「まっ、てっ！　あっ!?」

　あっさりと上を取られ斜め上から斬りつけられてメイプルは地面に向かって真っ逆さまに落ちていく。

　地面に激突する大きな音と共に砂煙が舞い上がるが、落下ダメージを受けないことは経験上知っているため、すかさず起き上がってぱたぱたと走り出す。

「次の準備しないとっ！」

　空を飛ぶことができるようになったとあれば、もう先程のような投石による攻撃は有効とは言えなくなった。残り八割のＨＰを削りきるためには新たな作戦が必要になる。

　スキルを持たないメイプルが素早い相手にダメージを与えるには、先程のように当たるまで邪魔されず攻撃を繰り返すことができる有利なポジションを確保する方法が一つ。

　そしてもう一つはモンスター相手に効果的な、敵が近づいてくるのをじっと待つ方法だ。

　男は当然地面に激突するような着地方法は取らずにそれなりの速度で高度を下げてくるため、最接近までには少しの時間がある。

　再び吹き飛ばしのループに入ると、また脱出するのはかなり手間なため、この一瞬は見逃せない。

「よっと……はいっ！」

　メイプルは自分が落とした岩に背中をくっつけるとさらにいくつもの岩をインベントリから出して周りを囲っていく。最後に上も岩で塞ふさぐと入り口を正面のみにし、じっと待つ。プレイヤーであれば入ってこない場所も、モンスターなら飛び込んできてくれる。

　この違いがメイプルが持つ絶対の有利だ。

　少しして暗がりでも分かる煌きらめきを放つ黒い剣を構え、一気に男が駆け込んでくる。いくら回避が得意でないといえども、絶対に来ると分かって待ち構えている中で、正面から真っ直ぐ突っ込んでくる相手にタイミングを合わせられないほど、今のメイプルは初心者ではない。

　サリーの動きを真似るようにして、男の突きを上半身を横に振って避けると、戻る際の反動でそのまま両手を振るう。

　同じように暗がりでも輝く漆黒の盾。それは肩から首、そして頭部を抉えぐるように飲み込んで大きなダメージを与える。黒い光が集まり即座に男の体は修復されるが、ダメージまでは消すことができないようだ。

「ぐぅっ……！」

　大きなダメージを受けて怯ひるんだ男に追撃をしようとメイプルはさらに大盾を突き出すが、ダメージを受けたことで一度下がって、態勢を立て直すためにバックステップを踏んで、メイプルの巣穴から飛び出していってしまったため、さらにダメージを与えることは叶かなわない。

「ずっと待ってるもんね！」

　メイプルが自分から外に出てやる必要はない。作り上げたこの穴の奥でずっと相手を待ち、来たところを確実に喰くらえばよいのだ。

　男もまたメイプルを倒さねばならない。ただ、そういう風になっているのだ。戦闘を中断する選択肢を保持しているのはメイプルだけだ。故に男は飛び込むしかない。そこが怪物の待つ巣穴だとしても。

　男は再度飛び込む。怪物は静かに口を開けて待っている。精度を増したその牙きばは、今度は二度、男の体を喰くい千切った。

　だがしかしそんな怪物、メイプルの表情も明るくない。

「あと七回……」

　再び巣穴から飛び出した男の上にあるＨＰバーの減り具合を見るに【悪食】を全すべて命中させたとしてもＨＰを削り切ることはできないだろう。

　考えればそれも当然で、【悪食】は確かに大きなダメージを与えることができるが、そもそも相手が百回は岩に押おし潰つぶされていて二割しか削れない程の高いＨＰを持っているとなれば削り切るには至らない。

「もうちょっと残しておこっと！」

　ＨＰを削ってしまうとまた攻撃パターンが変化することも予想できる。急に短期決戦に持ち込む必要が出てきた時、【悪食】は必要になるだろう。メイプルは盾をしまうとかわりに油と発火用のクリスタルを取り出した。

　一瞬で周りは炎に包まれ、メイプルの周りにダメージゾーンを発生させる。さあいつでもこいと穴の外に目を凝らすメイプルだが、先程までと違い男は飛び込んでこない。

「あれ？」

【悪食】と違い、炎はダメージゾーンを既にその場に発生させている。どうやらダメージを受けることが確定している場所に、自ら進んで踏み込んできてはくれないようだ。

「炎は駄目かあ……」

　ギリギリまでダメージを発生させないものとなると爆弾や、メイプルもよく使うような起動させることで各属性のダメージを与えるアイテムなどだ。

　メイプルは結晶を両手に握り込むと炎が消えるのを待つ。

　そうして炎が消えると同時、それを察知した男はもう一度中へ飛び込んでくる。偶然入り口を狭くすることができたおかげで突き攻撃を誘発することができ、メイプルでも安定して回避が可能になっていた。

　メイプルは避けると前に飛び出して、両手を突き出す。結晶が砕かれ、メイプルの手のひらから発された電気と炎がＨＰを削り取るが、【悪食】と比べればダメージは低く、男もそのまま攻撃を再開する。

「あっ！　そ、そっか！」

　引いてくれていたのは【悪食】だったからであり、大盾をしまったメイプルは続く斬り下ろしをもろに受けて背後の岩に叩きつけられる。

「わっ、わわっ！　ちょっと！」

　そのままめった斬りにされるもののガキンガキンと音が鳴るばかりでメイプルに傷はつかない。とはいえ強烈なノックバックを受け続けているため、まともに体を動かすこともできないのが現状だ。つけたままにしていた【救いの手】が持っている大盾も、ここまで接近されては間に割り込ませるのは難しい。そうしているうち、メイプルより先に背後の岩が剣撃に耐えきれなくなり派手な音と共に崩れ、支えを失ったメイプルはそのまま後ろへ飛ばされる。元々背後の壁はメイプルが落とした岩が並んでいる場所の一番外側を利用したものだ。一つ壊れてそこに飛ばされれば袋小路に変わりはない。

　さらに屋根にしていた岩も支えを失って落ちてきて、男とメイプルを四方から岩で囲い退路をなくしてしまう。

「……！」

　本来ピンチとなる状況だがメイプルにとっては怪我の功名、偶然訪れた大チャンスである。

「んー……えいっ！」

　メイプルは斬りつけられ背後の岩に押し付けられながら、何とかインベントリを操作し頭上に鉄球を出現させる。上下左右を岩で塞がれ、その上で巨大な鉄球が頭上に現れては逃げ道はどこにもない。

　それはそのまま落ちてきてメイプルと男を押し潰す。メイプルが次に狙うのは圧殺だ。男は重い鉄球に押し潰されていることでじりじりとダメージを受けている。それは本当にダメージを受けているか怪しいレベルのごく僅わずかなものに過ぎないが、数時間積み重ねれば確かに蓄積し十分なダメージとなるだろう。

　しかし黙って圧死するのを待つはずもなく、男もここからの脱出を図る。

　体は動かせていないものの魔法により動かないまま黒い刃を放ち、鉄球を斬り裂いていく。

　だが、そうして壊れる瞬間にはメイプルが次の鉄球を出現させて二人で押し潰されるこの状況を継続する。

　敵が一方的にダメージを受けている以上、継続すれば勝つのはメイプルだ。とてつもなく遠回りだが、メイプルは勝利へ向かっているのである。




　そうしてさらに圧殺作戦を続けること一時間と少し。いよいよ別の問題が発生する。

　そう、押し潰すためのアイテムがいよいよなくなったのである。

　イズからもらえるだけもらったとはいえ、元々こういった用途で使うために持っていたものではなく、これほど必要になることも想定されていなかった。そもそも圧殺用の岩が足りなくなるなどという悩みを抱くプレイヤーが他にどこにいるというのだろうか。

　せめて落とした岩を回収しにいければいいのだが、メイプル自身も押し潰されているためそうもいかない。

　そうこうしているうちに、二時間が経たちインベントリから出したアイテムが順に消滅していく。

　もう二割程削ることに成功したものの、それでもまだ撃破には遠い。そのうち時間が来て落とした岩は全て消失してしまうだろう。

　メイプルは逃げ場がない今のうちに削れるだけ削ろう、と男を押し潰すのを止めない。

　爆弾でも使えればよかったのだが、周りの壁を壊しては元も子もないため、この地道な削りに任せるしかないのだ。

　そうこうしているうち適したアイテムはついになくなってしまい、メイプルはこれが最後ならと、男が自分を押し潰す大岩を破壊しようとする中、爆弾を次々に放り始める。これ以上押し潰すためのアイテムがないなら四方を囲まれた場所にいても仕方ない。むしろここが爆弾でダメージを稼ぐ最初で最後のチャンスである。

　隙すき間まを埋めるようにゴロゴロと転がり出た爆弾は、大岩を破壊しようとした男の攻撃の余波で起動し連鎖的に爆発する。

　本来攻撃に使うことを目的としていない岩や鉄球での押し潰しに比べて爆弾の威力は遥はるかに高く、全てがクリーンヒットしＨＰをさらに一割削り取る。ただ、そんな攻撃に周りの壁が耐え切れるはずもなく、メイプル達を囲む大岩も綺き麗れいに弾け飛んで消えてしまう。最初に空から落とした岩も時間制限に引っかかり消えてしまったため、爆発が収まった後には元の平地が返ってきた。

　残りＨＰ半分。それはまた一つの区切りであり、爆発によって舞い上がった砂すな埃ぼこりの中から黒い光が迸ほとばしる。

　何かしらの変化があったことを察したメイプルは、イズにいくつももらった使い手のいない大盾のうち一枚を装備し、【救いの手】によって追加した二枚の大盾も前に持ってきて防御を整える。

　砂煙の中から飛び出してきた男は今までとは違い両手にそれぞれ剣を持っている。それは炎のように揺らめく黒い光を纏まとっており、メイプルは危険な感じがすると体を強張らせる。

　ダメージ増加や追加効果、見た目が変わったのならそこには何かがあるはずだ。

　突進に備え構えていたメイプルだったが、男が手を振ると上に黒い魔法陣が展開され状況は一変する。

　漆黒のレーザーが間をおかずに放たれ、受け止めたメイプルの大盾を黒く染めていく。メイプルが目を丸くする中、真っ黒になった大盾は派手に爆発し、メイプルの体勢を崩す。【救いの手】が持っていたもののため取り落とさずに済んだが、自分の手に持っていた場合、摑つかんだままではいられなかっただろう。

　そして、その隙を見逃すはずもなく、一気に距離を詰めて振るわれた剣がメイプルの崩れた防御網を突き破る。

「うぅっ！」

　斬りつけた部分から、のちに爆発をもたらす黒い光がメイプルの装備を塗りつぶしていく。それだけでなく、設定された防御など関係ない追加ダメージがメイプルのＨＰを確かに削り取る。イズから受け取った大盾の中でもＨＰが伸びるものを優先して装備しているため、三枚合わせてかなり死からは遠ざけられているものの連撃を受けると危険だ。

　メイプルは大盾の位置を調整しつつ、インベントリから粘着爆弾を取り出し胸に設置する。

　続く剣撃を何とか捌さばくと、姿勢を整え爆発によって後方へと高速移動する。

　これまでと違い近くで攻撃され続けるのは危険だ。メイプルはインベントリを開きっぱなしにして、爆発する度に胸に次の爆弾を貼っていく。

　器用な移動はできないが、一定時間ごとに距離を取ることくらいはできる。

　それに爆破による攻撃はメイプルとて得意技だ。インベントリを開き続けていることでよりスムーズに爆弾を取り出すことができ、後方へ吹き飛ぶ際に大量の爆弾をばら撒まけるのだ。

　男もまた爆風によって傷つきながらメイプルに迫る。爆弾の残量は十分だ。後は適切に距離を取るのをミスしないこと。一度ミスをして連撃を喰らえば、体勢を整えられず爆弾による移動が上う手まくいかなくなり一気に死まで持っていかれるだろう。

「よーし、集中！」

　大きく息を吐くその姿はどこかサリーに重なる部分を感じさせる。ここまできたら負けるわけにはいかないと、メイプルは三枚の盾を構え直すのだった。

　解決法を見み出いだしたとはいえこれは咄とつ嗟さに思いついたものであって、練習してきた戦法ではないため、インベントリの操作と同時に敵の方を向いて爆弾を投げるのはまだ完かん璧ぺきではない。封印されて他にスキルがない分考えることは少なくなっているがそれでもキャパオーバー気味だ。

　インベントリの操作が間に合わず胸に爆弾をつけるのが遅れてしまい、男が一瞬にして距離を詰めてくる。

「わっ!?　まっ……ううっ！」

　近づかれてしまうと相手の方が有利であり、素早い連撃がメイプルの体を裂いてダメージエフェクトが散る。

「離れてっ！」

　遅れて爆発した爆弾によって距離を取ると、その間に宙に浮かべた大盾を壁のように配置し、最短距離を通らせないことで時間を得る。

「爆弾つけて……ポーションも飲んでっ」

　メイプルは順に順にアイテムを使い状況を立て直す。幸いにも戦場は平地であり、細かい制御をしなくとも背後にはフィールドが続いているため、いくらでも下がることができる。メイプルは意識を割く先を減らすことで何とかこの戦法を制御下に置いていた。

　遅れて爆発を引き起こす漆黒のレーザーは【救いの手】によって体から離して受け止める。適切に一つ一つ捌いてダメージを与えていく中で、集中力が途切れる度にメイプルも反撃を受ける。

　ただ、有効打が少ないのは間違いなく相手の方だ。

　ポーションが尽きない限りメイプルは立て直すことができるが男の体力は戻らない。

「もう一回！」

　男が接近してくるのに合わせて、メイプルは大量の爆弾をばら撒く。種類も効果もとりあえず考えずに回避不可能なだけの量を意識して、爆弾散らばるエリアに踏み込んだ瞬間に炎を発生させて起爆する。メイプルごと巻き込んだ爆風は一方的にダメージを与え、さらにメイプルを吹き飛ばしてくれる。

「ふー……はー……よしっ！」

　男のＨＰも残り四割ほどまできたが、戦闘時間は三時間ほどになっている。

　長期戦は今までにも何度もあったが、こうも忙せわしないのはメイプルにとって初めてであり、明確に疲労の色が浮かび始める。

　それでも何とか集中力を繫つなぎ止めて、爆弾によるダメージを蓄積させる。今何より不安なのは粘着爆弾の残量だ。高速移動を実現させるため惜しげもなく使っている上、他のアイテムでは替えが利かないものなのだ。

　残り三割半ほど。それを削り切るまでは間違いなく持たないだろう。しかし速度を落とせば斬り刻まれて死んでしまってもおかしくはない。

「どこかで【悪食】で……！」

【悪食】は残り七回。全すべて当てることができれば大勢は決するだろう。

　メイプルはＨＰ三割を攻勢に出るタイミングと決めて残りを削りにかかる。

　三割は行動パターンが変わりうる最後のタイミングだ。それよりも後ならば【悪食】で飲み込んで何もさせずに終わらせられる可能性が高くなる。耐えられるだけのＨＰが残っていないなら気にする必要はない。

　爆発による赤い炎と男の発する漆黒のレーザーが戦場を照らす中、互いの攻撃がダメージを与え合う。

「これでっ、どう！」

　一際大きい爆発と共に、男を炎が包み込みＨＰをさらに減少させ、目的の三割へと到達する。

　それは予想通り、しかし来て欲しくはなかった行動パターンの変化をもたらした。

　数メートル飛び上がった男は自分を中心にして地面に大きな魔法陣を展開する。メイプルはそれを見て急いでそこから離れていく。どう転んでもメイプルが得するものではないだろう。

　減ったＨＰを回復し、【救いの手】が持つ耐久力の減った大盾を交換し、こちらも準備を整えていると、魔法陣の中心から真っ黒な泥のようなものが湧わき上がり広がっていく。

「今度こそ……死ぬといい！」

　男がそう言って剣をメイプルに向けると泥の中から【暴虐】時のメイプルにも似た異形の生命体が次々に姿を現す。羽があるものや筋骨隆々のもの、複数の腕や足を持つものなど見た目に差はあるものの、共通しているのはメイプルにダメージを与えた黒い光を纏っていることだ。

「……！」

　メイプルはそれを見て急いで『闇やみ夜よノ写』を装備する。これを避け切って長期戦を制する力は今のメイプルにはない。ここまでは騙だまし騙しやってこれたが、単純な物量と質の向上の前には限界がある。ならば、メイプルが現状持っている唯一にして最強の武器で幕を下ろすしかない。

　きっちり距離を取っていたことが幸いし、モンスターの群れが到達するのには少し時間がかかる。

　メイプルは急いで体に打ち上げ式の爆弾を巻きつけると着火する。

　爆発と共にメイプルは空へ舞い上がる。地面にいてはモンスターに遮られて男の元まで辿たどり着つけない。ならば、向こうから来てもらう。それはこれまでと何も変わらない。

　飛ひ翔しようしたメイプルについて来れるのは、羽を持ったモンスターと、同じく飛行可能な男のみだ。

　下から飛んで追ってくる中で最も速いのは召喚されたモンスターとは格が違うあの男だが、メイプルにより近かったモンスター達が先に寄って来てしまう。

「……！」

　これではモンスターが邪魔になって男に直接大盾を叩たたきつけることはできない。しかし、地面に落ちればモンスターの餌食になる今、ゆっくり止まっている余裕もないメイプルは、他にできることはないとそのまま作戦を実行に移した。

　巻きつけた爆弾による上昇が終わり、メイプルはそのまま落下に移行する。

　体の向きを変えてモンスターの群れへ真まっ直すぐに飛び込むと、そのうち一体を【悪食】によって消滅させて道を開き速度のままに群れを振り切る。

　その先にいる男こそがメイプルの倒すべき相手だ。

　男が剣を振るうのに合わせてメイプルは大盾を突き出す。魔法だろうと剣だろうと、それがどんな破壊力を持っていてもこの大盾の前には無力だ。

　さらに次の一撃で剣を飲み込むと、守るもののなくなった体に全てを飲み込む盾が直撃する。

　メイプルとて【悪食】は使い慣れている。男の体を貫通してしまうのは想定済みであり、【救いの手】で用意した大盾二枚を合わせた足場にガシャンと音を立てて何とか着地する。

　男は【悪食】で飲み込まれた体を再生することはできてもダメージを無効化することはできない。狙ねらうはその隙だ。

「やあっ！」

　真後ろに着地したメイプルはそのまま振り子のようにして左右から大盾を叩きつける。再生で手一杯にしてしまえば相手は何もできない。

　そうして残り全ての【悪食】を男に叩き込んだメイプルは、男のＨＰがほんの僅わずか残ったことに目を見開く。男に使えなかった【悪食】一発分のダメージが足りなかったのだ。

　とはいえもうＨＰはごく僅か。爆弾でもアイテムでも、あと一押しなことに違いはない。

　しかし、メイプルが爆弾を取り出した所で、一度は落下の勢いで振り切ったモンスターが追いついてメイプルに飛びかかり、投とう擲てきするに至らない。

　さらに、防御力を無視した定数ダメージがメイプルのＨＰをゴリゴリと削っていく。

「はなれ……てっ！」

　メイプルは投げる予定だった爆弾を抱き締めて体を丸めると、直後発生した爆発の勢いを逃さず全身で受けて群れの中から離脱するように墜落していく。大盾によって増加したＨＰで何とか耐え切ったメイプルはインベントリを操作し、取り出したクリスタルを起動してその体力を危険域から外す。

　男も体の再生が終わったようで、落下するメイプルの視界には、勝負を決するため翼を広げて急降下してくる姿が見えた。

　今度こそ男の方が前に位置取っている。地面に落ちれば、今か今かとメイプルを待っているモンスターから逃げることは難しいだろう。

　正真正銘これがラストチャンスだ。

　正面から飛び込んでくる男の剣に意識を集中させて、その手に小型の爆弾を一つ持つ。イズ特製の貴重品。爆発範囲は狭いがかわりに威力は高く、これなら倒し切れる。あとは当てるだけだ。

　しかし、どれだけ集中しても今のメイプルに攻撃は躱かわせない。サリーのような練度はなく、それは偶然の介入する余地のない部分だ。

　躱して隙を突つくことはできない。ならば。

　剣が迫る中、メイプルは宙に浮いた大盾のうち一枚を少し斜めにして背中に当て落下を止めると、ぐっと歯を食いしばる。

　直後、追いついた男の剣によってメイプルは深く斬り裂かれ、派手にダメージエフェクトを散らせながらノックバックにより背中に当てた大盾に叩きつけられる。

　安定感のないその壁は、鈍い音とともにメイプルの体を跳ね返し、メイプルが辛そうに顔を顰しかめる。

　それでも、メイプルはしっかりと前を向いていた。斬りつけられた直後、ほんの僅か前に跳ねるのに合わせ大盾を蹴けって宙に飛び出す。次の攻撃までの一瞬の間、その僅かな時間にメイプルは手を突き出した。

　サリーにできることがメイプルにできないように、メイプルにもサリーにはできないことがある。

　それは幾度となくメイプルを助けた、自分が自分の攻撃に巻き込まれても構わない防御力だった。

　男の前進に合わせ、ノックバックの反動を使って前に出たことで二人の距離が一時的に一気に近づく。

　それは離れるのが間に合わない距離。本来巻き込まれるわけにはいかないはずの爆発物の効果範囲。

「えへへ、どーだっ！」

　得意げにメイプルが笑うと同時、轟ごう音おんと共に発生した爆発は二人を巻き込み、その光の中で片方の影が消滅していくのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　少しして、ゲーム外にて運営陣が作業中の時のこと。現在、一部の隠されたダンジョンやイベントがクリアされた際には、通知音が鳴るように設定されているのだが、この日もクリアを示すポーンという音が耳に入ってくる。

「どいつがやられた？」

「禁書ですね……」

　倒したのは誰だれかと聞こうとした所で、詳しい状況を確認していた男は何とも言えない表情をする。

「誰だった？」

「メイプルです」

「…………？？？」

　その言葉を聞いて、そんなはずはないだろうと不思議そうに首を傾かしげる。禁書と呼ばれたボス、そこに至るまでのクエストについて当然詳しく知っているからだ。

「聞き間違いか？　もう一度言ってくれ」

「……メイプルです」

「……なんで？」

「それは見てみないことには……」

「メイプルの場合封印はどうなってる」

「魔法使い枠にはならないようなので、パターンＡですね」

「ならパッシブスキル以外全部なくなってるんだぞ！　確かに防御力は健在だが、どうやって倒すって言うんだ？」

「戦闘開始から見ていきましょう」

　その場にいる全員が映し出される映像をじっと見つめる。何か抜け穴があって妙な倒され方をしたのかもしれなかったからだ。

　戦闘開始直後、ボスは強力な攻撃でメイプルを攻め立てる。ダメージこそないものの、メイプルもまともに立っていられないような状況だ。

「流石さすがにダメージはないか」

「それは当然ですね」

　しばらくしてメイプルの様子が変わり爆弾を使い始める。それによって距離を取り【救いの手】で空にとどまったところで皆が唸うなり声を上げた。

「なるほどなあ……」

「映像を確認すると、ここから一時間ほど投石ですね」

「よくやる……そもそも何でそんなに岩ばっかり持ってるんだ？」

「さあ……？」

　それでもしばらくするとボスも空を飛び始める。最後までこのまま終わるわけでないのは運営陣も分かっていた。

　そのまま映像の続きを見ていると、その内容にざわざわとどよめきが起こる。

「理論上は可能だが……粘着爆弾か……」

「メイプルってこんな器用なこともできたんですね。そんな感じじゃないと思ってたんですけど」

「サリー辺りが教えたのかもしれん。あっちはそういうの得意そうだしな」

「イズのバックアップがなければなあ……」

「そういう意味ではギルドメンバー全員での後押しが効いた形だな。途中の収集クエストもクリアまで早かった」

　もうメイプルは一人ではないのだ。バックアップを受ければ一人ではできなかったこともできるようになる。毒竜を数時間かけて貪むさぼり食っていたときとは違うのである。

「はー、うまく移動するもんだな……」

「ダメージを受けないのがでかいよなあ。他の奴やつが真ま似ねしたら自殺行為だし」

　予期せぬバグのような、抜け道を見つけての勝利では決してなく、大量のリソースと自分の強みを理解して数時間かけた真っ当な戦闘に唸るしかなかったのだ。

「やっぱパッシブの方だよなあ」

「ですね」

「言ってる場合か？　スキルが……」

「…………」

　諸悪の根源。メイプルの動きを支え、元凶となっているものはあの防御力なのだと改めて認識する運営陣なのだった。
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　数時間の戦闘を終え、最後の準備を整えたメイプルは【楓かえでの木】のギルドマスターとして【集う聖剣】のギルドホームにやってきて、同じくギルドマスターであるペインと話をしていた。

「では同盟といこう。どちらの陣営を選ぶか希望はあるのか？」

「うーん、私は特にないんですけど……ペインさんは？」

「モンスターもそのまま場に残るということだったからな。自分達が倒しやすいモンスターが敵陣営に行くように選択するのがいいだろう」

「なるほど……じゃあベルベット達は炎の方に行くのかなあ」

「ベルベット？　……【thunder storm】か？」

「今回は敵になるって宣言されているんです」

「なるほど。だとすると……」

　こうして二人が相談をしている頃ころ。外ではフレデリカ、ドラグ、ドレッドが近くのソファで話し合いの結果を待っていた。

「今回はメイプル達が仲間かー」

「おいおい、まだそうと決まったわけじゃねぇ」

「だが向こうにとって悪い話じゃあないはずだぜ」

「だよねー？」

　しばらく待っていると、部屋の中から二人が揃そろって出てくる。

「ペイン！　どーなのー？」

「同盟を組むことに決定した。それに合わせてどちらの陣営を選ぶかも確定した」

　ギルドメンバー全員に伝え、情報は外部には秘匿することにし今日のところは解散した。

　その後、メイプルを見送りギルドホームから出ていったドレッドが話しかけた。

「とりあえず戦力は増えたみてーだな」

「ああ、期待できる。それに……噂うわさの黒い染みが消えていた」

「ねー。確かにあったんだけどなー」

「他に目撃者もいるし見間違いってこともないと思うぜ」

「ああ。俺は何かのイベントを終えたのだろうと考えている。また強くなっていてもおかしくはない」

「そりゃ頼もしい。楽できるならそれに越したことはねー」

「ちょっとー？　ちゃんと【集う聖剣】が頼れるってとこ見せてあげるんだからしっかりしてよねー？」

「ははは！　イベントが楽しみだな！」

【機械神】【暴虐】以降、メイプルが新たな何かを使っているところは見ていない。皆何かを隠し持っているだろうという予想は立てている。

　味方であればその隠されたものに期待だけしておけばいい。

「最後の準備をしておこう。イベントが始まれば慌ただしくなる」

「はいはーい」

「オーケー」

「やれることはやっておくぜ」

　今回の対人戦。【集う聖剣】は負ける気などさらさらない。やるからには全すべて尽くして勝つつもりなのである。







【集う聖剣】や【楓の木】が陣営を決定するような時期となれば、他のギルドも同様だ。

【炎帝ノ国】もまた、ここまでに集めることができた情報をもとに戦略を固め陣営を決定するところだった。

「でねミィ。ここに面白いものがあるんだけど……」

「なるほど。確かにこれは……」

「へぇ、俺は気づけなかったなぁ。他にもあるのか？」

「うん。探しただけでもいくつかある。でも多分見つけてない人がほとんど……もしかしたら僕だけかも」

　マルクスはそう言って開いたマップからいくつかの場所を示す。

「皆が知ってて隠してるだけの可能性もあるけど……覚えておいて損はないと思う」

「マルクスのスキルで見つけた場所なのでしょう。真似できる人は見たことがありませんから、お手柄かもしれませんよ」

「そうかな……？」

「ああ。ともあれこれは共有しておこう。であれば陣営にも関わってくるか……」

「そうだなあ……ってなると」

「うん。僕はあっちがいいと思う」

「そうですね。何より私達の強みを出せると思います」

「皆、予想はついているようだな。この情報とともに私が向かう陣営を伝えておく。その上でどちらに行っても構わない」

「って言っても、大体答えは決まってそうだけどな」

「そうだね」

「ええ」

「そ、そうか？」

　どうやら三人はミィについていくつもりらしい。そしてそれはギルドメンバーもそうだろう。どちらでもいいなら、ミィにつくというわけだ。

「ならば、全力で勝つとしよう！」

「うん……！」

「おう！」

「はい！」

　集団戦での強さなら自信がある。【炎帝ノ国】もまた【炎帝ノ国】に合った作戦を立てる。【炎帝ノ国】は事前に同盟といった動きは取っていないが、もちろんそういった作戦を取るギルドは【集う聖剣】以外にも存在する。







　まさにそれが【thunder storm】と【ラピッドファイア】の二つだった。

「うーん、広いですね」

「【ラピッドファイア】も大規模ギルドですから……そこまで構造に差はないと思いますけど」

「こっちだ。二人とも入ってくれ」

　ベルベットとヒナタはリリィによって部屋の中に通されると、テーブルを挟んで座る。

　部屋の中にいるのはリリィについてきたウィルバートを含む四人だけだ。

「では話をしましょうか」

「はは、余よ所そ行きモードかい？　改めて見ると不思議な感じがするが、対外的な場と考えるとらしいとも言えるか」

　関係のない話もそこそこに、リリィは本題に移る。

「現時点で所属陣営が既に固まっているギルドもあるようでね。もちろん、それをそのまま信じることはできないが、どちらも戦力にそこまで差はないように思える」

　それは即ち、戦局を一方に傾けるだけのスキルを持ったプレイヤーをより多く投入できることが大きな意味を持つことを示す。

「どうかな？　意思は変わっていないかい？」

「ベルベットさん」

「はい、もちろん。共闘ですね」

「私達としてはそれを願っています。【thunder storm】と協力できれば、勝ちに近づくと」

「いいですよ。今日はそのつもりで来たんです」

「おお、それはいいね。色々と長ったらしい話をする必要もなくなったわけだ」

「ただ、一つだけ条件があります」

「……なんだい？」

　策略に長たけたタイプではないと認識しているものの、条件と言われリリィは少し身構える。

　するとベルベットは何か待ちきれないという様子でにっと笑って、机に手をついて身を乗り出す。

「メイプル達と戦える陣営に行くことっすよ！」

「……ははっ、何だ身構えて損したよ。もちろん、そのつもりでリサーチをかけている。それは約束しよう」

「なら大丈夫っす！」

「調子が出てきたね。そっちの方が君らしいよ」

「気にしていたのはこれだけみたいですから……私達からはもう特別なことはないです」

「ではより細かい点を詰めていきましょう。特に強力なプレイヤーをピックアップして。でなければ一瞬で崩されかねませんからね」

「はい。守りは私が担当できます……色々聞いていいことがあれば聞かせてください」

　よりプレイヤーに絞った対策をするのは、一対多が得意だという自負があるからだ。それを突破しうる強力な一を警戒すれば、生存しているプレイヤーの数が大きな意味を持つ今回のイベントで有利になると考えているのである。

「私はどうするっすか？」

「敵陣に飛び込んでくれればいいさ。それが一番強力で慣れているだろう？」

「そうっすけどー、こう作戦って感じのやつっすよ！」

「それも考えておくとしよう」

　いつどこで投入するかは大事になる。ベルベットも、ヒナタも、ウィルバートも戦局をひっくり返しうる。さてどうしようかと、リリィはイベントの展開を想像し思考を巡らせるのだった。
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　そうして、全プレイヤーが最後まで調整を行う中。イベント開始の日は刻々と迫り、ついに当日となった。【楓の木】では少し早めに集まって最後の確認を行っているところである。

「この辺りは警戒しておいて……あとこっち。ここは厄介なモンスターが出るから……」

　サリーを中心に立ち回りを再確認する。どのギルドが敵対しているか運営から開示されてはいないため、全すべてを把握することはできていない。ただ、陣営が決定しているこの日、町の中で見かけなかったプレイヤーは敵になっているということだろう。

「【thunder storm】は宣言通り敵になってると思う。特にマイとユイ、あとカナデは気をつけて」

　ベースのレベルも低く防御力もないため無差別攻撃の雷一発でも持っていかれかねない。

　そうして注意すべきプレイヤーの確認も済ませ、いよいよイベント開始が秒読みとなる。

「皆！　頑張ろうね！」

「おう！　防御の手が足りないところは任せとけ！」

「「はいっ！　精一杯頑張ります！」」

「もちろんだ。油断なくいこう」

「今回は魔導書も大盤振る舞いしようかな」

「補給は任せて。危なくなったら下がってね」

「聞きたい情報があったら聞いて、答えるよ」

　メイプルの呼びかけに皆が応えて、いよいよ転移の光が全員を包んでいく。戦場はここと全く同じ別空間だ。

「よーし！　勝っちゃおう、サリー！」

「……今回は勝つ。そう決めた」

　サリーも集中しているようで、メイプルもそれにならって気を引き締める。

　その直後八人は大規模な対人戦の舞台、ここまでで強くなったスキルをぶつけ合う戦場である、イベントフィールドへと転移するのだった。








あとがき









　ふと目について十三巻を手にとってくださった方にははじめまして。既刊から続けて読んでくださっている方には応援し続けてくださったことに深い感謝を。どうも夕ゆう蜜み柑かんです。




　というわけで十三巻となりました。物語ももう九層までやってきたということで、随分描き続けてきたものだとしみじみ思っています。

　Ｗｅｂ上での連載から数えればもう六年が近づいてくるのですから本当に長い時間が過ぎたものですね。

　書き始めた当初はここまで色々と変化が起こっていくとは思わなかったものです。もちろん、何かを書き、それを誰かの目につく場所に公開したのですから、見てもらえれば嬉うれしいと思ってこそいましたが、まさかここまで広がっていくことになるとは。

　しかし、お陰でそうでなければ体験できなかったことをいくつも体験できました。コミックは、ゲームを楽しむメイプル達が表情豊かに描かれていて、これ以上ないだろうというものに仕上がっていますし、アニメも非常に上う手まく映像にしていただけて、原作から読んでくださっている方にも納得できるよいものになったと感じています。

　以前にも触れましたが本当に多くの人に恵まれたと思います。もちろん、これは応援してくださっている方も含めてのことです。と、こんな風にしんみり振り返る話をしましたが、メイプル達の冒険は変わらずまだ続きますので引き続き楽しんでいただければと。

　過ぎた時間が長くなるほど振り返りたくなるものですね。

　そしてＴＶアニメ二期に関してもまた情報が出てくることになると思いますので、のんびり待ちながら楽しみにしていてください。遠くない未来、放送となった時には、皆さんと一緒に盛り上がることができればいいなあと思っています。

　話すことが多過ぎていくらでも続けられてしまいそうですので、今回はこの辺りで締めることにいたしましょう。




　随分先に思えたＴＶアニメ放送時期も近づいてまいりました。

　私も冒険の続きを綴つづって盛り上げていきたいと思いますので、その時は一緒に楽しみましょう。

　そうして、いつかの十四巻でお会いできる日を楽しみにしています！


夕蜜柑


















　理想の聖女？　残念、偽聖女でした！　電子特別お試し版　（著：壁首領大公　イラスト：ゆのひと）
















　不動新人（男）は、ある朝目覚めるとゲームに登場する嫌われ者の偽聖女になっていた！敵役ゆえの才能から暇潰しのレベル上げで無双の魔法力をＧＥＴ。おまけに、外面のいい適当発言をしていたら、美貌も相まってあらゆる言動がプラスに誤解され、史上最も気高く強い聖女（勘違い）が爆誕した！　 ゲームの主人公に学園の生徒に教師にと崇拝者が国中に溢れるのはいいが、そいつらが尊敬の余り予想外の行動をするから元のシナリオと進行が変わってしまい……？








プロローグ　転生先は偽聖女









　静かな森の中で、一つの悲劇が終わろうとしていた。

　いや、あるいはこれこそが最大の悲劇だったのか。

　涙を流す青年の腕の中で、一人の少女が儚はかない命を散らそうとしている。

　そして青年は何も出来ない。ただ、腕の中で冷たくなっていく少女を抱きしめる事しか出来ない。

『ねえ……ベル。私……あんたと一緒にいられて……幸せだった……よ……』

『駄目だ、逝くな！　嫌だ！　嫌だ……！』

　一体どこで二人の運命はすれ違ったのだろう。

　どうしてこんな結末になってしまったのだろう。

　それは今更考えても仕方のない事で、どうしようもなくて……。

　ただ、青年は過去を悔いる事しか出来なかった。

『ベル……大好き……だよ……』




　　　　◇




　俺は今、パソコンでゲームをプレイしながら猛烈な悲しみに襲われていた。

　今ならば哀かなしみを背負って暗殺拳の奥義だって使えるかもしれない。

　無より転じて生を何とかかんとか。

　うおおおおおおん、泣けるわ……。俺の涙でパソコンの画面が見えねえ。

　あ、何かぶっさいくな泣き顔の野郎がドアップで出たわ。誰だれやこいつ。あ、ディスプレイに映り込んだ俺や。

　俺の名は不ふ動どう新にい人と。不動のニートとは俺の事だ。

　いやまあ、ニートじゃないけど。ｗｅｂライターだけど。

　現在俺がプレイしているのは『永遠の散花～ Fiore caduto eterna ～』というギャルゲーで、読み方は『くおんのさんか』という。

　本当は散花じゃなくて散華の方が正しくて読み方も『さんげ』のはずなのだが、まあ造語だわな。

　永遠も本当は『くおん』とは読まないが、そこはまあ気分なんだろう。

　久遠は仏教語らしいから、仏を供養する為ための花を散らす『散華』とかけているのかもしれない。更に男性名詞と女性形の単語が混ざってしまっているが、多分タイトルを考えた人もそこらへんがよく分かってなかったのだろう。色々突っ込み所の多いタイトルだ。

　このゲームは異世界フィオーリにある魔法学園を舞台とし、何かイマイチパッとしない主人公のベルネル君を操作して、総勢二十人のヒロインとイチャコラするゲームなのだが、これの凄すごいところはほとんどのルートで選んだヒロインが死ぬ事にある。

　ああ……タイトルの散花ってそういう……。

　で、今画面で死んでた子はメインヒロインにしてラスボスのエテルナちゃんで、俺の一押しだ。

　店頭でこのゲームを見かけて、パッケージのセンターを飾る彼女のデザインに惹ひかれてこのゲームを購入したと言っても過言ではない。

　そんな俺の推しヒロインである彼女は……何と、メインヒロインなのに、バッドエンド以外の全すべてのエンディングで死ぬ。

　名前がエテルナ永遠なのにめっちゃ儚く死ぬ。

　何な故ぜそんな事になってしまうのか、簡潔ながら説明する時間を頂きたい。

　このエテルナという少女は聖女と呼ばれる存在で、この世界で何か色々悪さをしている魔女と呼ばれる奴やつと対を成す存在で、世界を救う使命を帯びている。

　ちなみにこの魔女も実はヒロインの一人で攻略可能な。

　こいつも可哀かわい想そうな過去とかがあるのだが、どうでもいいので割愛しておく。

　可哀想な過去があれば何してもいいと思うなヴォケ。

　ともかく、魔女を倒す使命を持っていた聖女エテルナなのだが赤子の頃ころに取り違えられて貧乏な村で主人公と共に成長してしまった。

　で、エテルナと取り違えられた偽聖女はエルリーゼというんだが、こいつがどうしようもないカス女で、聖女の名を盾にやりたい放題するクソオブクソだった。聳そびえ立たつクソだった。クソオブザイヤーだった。

　ちなみに勿もち論ろんこいつはヒロインじゃない。攻略も不可能だ。

　結局このクソはお約束の断罪＆断罪イベントでざまあされて死ぬのだが、こいつの残した負の遺産が酷ひどすぎた。

　エテルナと偽聖女は別人なのだが、その事実が世に広まる前に一部の暴徒が偽聖女とエテルナをごっちゃにして『聖女マジ許せねえ』とエテルナの故郷を襲撃して彼女の親や仲の良かった友達などを皆殺しにしてしまい、これにエテルナが大激怒して人類に絶望して闇やみ落ちしてしまう。

　で、その結果ほとんどのルートにおいてエテルナはラスボスとして君臨して最後は倒されてしまうのだ。何この不遇な子。

　唯一彼女と和解出来るのがエテルナをヒロインにしたエテルナルートなのだが……何とこのルートでも彼女は死ぬ。

　聖女の使命を全うして魔女と刺し違えてしまうのだ。

　そして主人公の腕の中で儚く命を終える……というのが、今まさに俺が見ている画面の中で起こっている事であった。

　あ、あんまりだ……報われなすぎる……。

　どれもこれも全部、クソ偽聖女が悪い。奴さえいなければエテルナは不幸にならなかった。

　ああチクショウ、何かないのか？　エテルナ救済ルート実装、はよ！　はよ！

　何なら二次創作でもいい。文章力のある誰かが書いてくれ。

　ちなみに俺は無理。台本形式しか書けねえ。

　あー、もう。転生チートオリ主でも何でもいいから、誰かこの結末を変えてやってくれ。

　で、クソ偽聖女をサクッと退場させてくれ。

　正直な話、不遇すぎて逆に好きになった面もあるんだが、一つくらいは幸せに終わる生存ルートがあってもいいと思うんだ。

　何かね、恵まれ過ぎてるキャラってあんま好きになれんのよ。現実そんな甘くねえよっていうかさ。

　だから不幸なキャラとかの方が応援したくなるんだが……エテルナはその中でも頭一つ抜けている。

　そんな事を考えながら、俺はパソコンの電源を落として布団に潜り込んだ。

　時刻はもう午前三時だ。

　寝る間も惜しむとはこの事だろう。もうめっちゃ眠い。というわけで寝る。お休み。

　こうなったらせめて、エテルナが幸せになる夢を見てやるぞ畜生め。

　あー、夜更かししたせいで身体からだ中じゆうがだるくて痛い。







　朝起きたら、見知らぬお城の中でした。

　この状況を百文字以内で簡潔に説明せよ。はい無理、おしまい。

　いやマジで意味分からんわ。

　何？　誘拐？　それにしては随分豪華な誘拐だな。

　そもそも何ど処こよここ。日本にこんな西洋風な城なんてあったっけ？

　あ、夢の国ランドなら、確かお城みたいなホテルもあったな。

　まあ誘拐にしてもこんな誘拐なら割と大歓迎よ？　狭いアパートの一室から広いお城って普通に状況よくなってるだけだし。

　そんな事を考えながらフカフカのベッドから降りると、やけに視点が低い事に気が付いた。

　あれ？　この部屋いくら何でもでかすぎじゃね？　家具とか全部サイズおかしいんだけど？

　あの鏡とかどんだけでかいんだよ。

「……お？　お？　おおおおお!?」

　鏡に近付くと、おかしな声が出た。

　高く、透き通るような美声だ。絶対俺の声じゃない。

　だがそれは紛れもなく俺の口から発されたもので、そして鏡に映るのもまた俺ではなかった。

　腰まで届く、輝く蜂はち蜜みつ色の髪。パッチリした宝石のような緑色の瞳ひとみ。

　顔立ちはまるで人形のように整っていて、ＣＧか何かで作ったかのようだ。

　ほらアレ、有名ＲＰＧのリメイクでヒロインが毛穴や産毛まで作られてて話題になったやつ。あんな感じ。

　うわ、めっちゃ肌綺き麗れい。染みも皺しわもないし、毛穴や産毛すらドアップで見ても全く見えない。

　頬ほおに触れてみれば、恐ろしいほどに手触りがよくモチモチしている。

　いや、ていうかこれ……やっぱ俺だよな。俺の動きと鏡の中の少女の動きが連動してるし間違いないと思う。

　というか少女ですか、そうですか。ＴＳですね分かります。

　でも中身が俺とか誰得だろ。どうするんだよこれ。

　折角の超美少女なのに中身がこんなんじゃ百年の恋も冷めるだろ。

　美少女ってのは見た目もそうだけど中身も大事なんだよ。
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　漫画でもそうだが、中身が伴わない美少女なんてパンチラしても読者から『嬉うれしくないパンチラ』とか言われるのがオチだ。

　それにしてもこの城……よく見れば見覚えがあるような、ないような……。

　何となくだが『永遠の散花』に登場する聖女の城に似ているような気がしないでもない。というかまんま、それだ。

　オーケーオーケー、読めて来たぞ。

　これはつまりあれじゃな？　俺は今、『永遠の散花』の夢を見ているって事なんじゃろ？

　そして……この幼いながら輝く美び貌ぼう。見た目だけで迸ほとばしる圧倒的なカリスマ性と聖女オーラ。

　間違いない。これは寝る前にプレイしていた『永遠の散花』のぐうかわヒロイン、エテルナの幼い頃の姿だろう。

　二次元が三次元になってるので正直分かりにくいが、これほどの美少女などメインヒロイン以外考えられない。

　髪と目の色が違うが、そんなのは誤差だ。

　ゲームのキャラなんて設定と髪色が違う事など別にそう珍しい事ではない。

　例えば設定では黒髪なのに絵ではどう見ても青髪にされてる奴もいるし、絵ではピンクだったり緑だったりしても、設定上は実はそんな色じゃなくてプレイヤーが視覚的に見分けやすいようにそんな色にしてるだけって事もある。

　顔立ちも何か違う気がするが、まあ二次元が三次元になればそりゃ違うだろ。

　なるほどなるほど？　これはつまり俺の願いが届いたってわけか？

　エテルナが幸せになる夢を見てやるとか思ってたけど、これで幸せにしろと。

　エテルナを幸せにする方法……それは俺自身がエテルナになる事だ……。

　ほーん？　ふむふむ、ええやん。よし、折角だしやったるわ。

　美少女の気持ちっていうのも興味あったし、この際だから美少女ライフも満喫してやろう。

　ずっとこのままは流石さすがに困るし最終的には俺はやはり野郎でいたいけど、少しくらいならこういうのも悪くないとは思う。

　あ、でも野郎に抱かれるとかキスとかは絶対ノーサンキューな。

　俺の見た目がいくら変わろうと俺の主観は変わらないんだから、そんなモン見たくないわ。

　男の顔が視界一杯に広がってキスしてくるとか考えるだけで……うん、無理。難易度高すぎるわ。

　ま、いいだろ。やってやろう。

　あ、キスの方じゃないよ。ＴＳ美少女ライフの方だ。

　俺がエテルナになって、エテルナを幸せなハッピーエンドに導いてみせる！

　そして終わったら身体を返してやる！

　そう決意していると執事らしき人が入って来て、俺の名を呼んだ。

「あ、お目覚めになられましたか、エルリーゼ様」

　──チクショォォォォォォォォ！　偽物の方だったァァァ!!




　自分が偽物の方に転生していた事に気付いて数分……ようやく落ち着きを取り戻した俺はベッドに突っ伏していた。

　いやー……マジでガン萎なえですよこいつは。

　俺は自分がエテルナではなく、偽聖女のエルリーゼの方になっていた事を知って、割と本気でやる気がなくなっていた。

　いやもう、うん。もう終わっていいよこの夢。

　はいお終しまい、終了。解散。シャットダウン。諦あきらめたのでここで試合終了です。

　なんでよりにもよってクソ偽聖女なんだよ。そりゃま中身が俺ってのはある意味外と中が釣り合ってると言えるかもしれないけどさ。

　少なくとも本物のエテルナを乗っ取るよりは罪悪感はない。

　てゆーかこいつなら身体返さなくていいわ。

　エルリーゼが元に戻ったらクソの限りを尽くすわけだし、これならむしろ返さず自殺したるわ。

　しかし……これ本当に夢なのかね。

　何かさっきから全然覚める気配ないんだけど。朝食普通にそこそこ美味おいしかったし、むしろ時間が経たつほどお目目パッチリで現実感が増していくんだけど。

「エルリーゼ様、本日のお勉強の時間です」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　とりあえず勉強を教えに来たというおばさんに敬語で対応しておく。

　口調は普段の男口調じゃ流石に何事かと思われそうなので、バイトの時と同じく敬語だ。

　ちなみに女言葉とか絶対無理ね。自分でやってて吐き気するから。

　というか当たり前のようにこの世界の言葉を話せる自分にビックリだ。

　言語体系はかなり日本語に似ているようで、敬語という概念もしっかりあるらしい。

「…………」

　何故かおばさんがあんぐりと口を開け、信じられないものを見たように俺を見ている。

　何？　そんなおかしな事した？

　彼女は震え、そして嬉しそうに言う。

「おお……エルリーゼ様がよろしくお願いしますと……そんなお言葉、今まで一度も……」

　あ、そういう事。そういえばエルリーゼって子供の頃ころから傍若無人で好き放題してたんだっけか。

　自分が唯一魔女に対抗出来る聖女なのをいい事に（実際は偽物だけどな！）、言いたい放題のやりたい放題。

　気に入らない奴やつは仕事をクビにするなんて当たり前で、成長してからは権力で潰つぶして自殺に追い込むなんて事も当たり前のようにやっていたらしい。

　気に入らない女を暴漢に襲わせて○○○させるなんてクソ外道行為もやっていたはずだ。

　ほんまクソやな、こいつ。こいつと比べればそこらの悪役令嬢なんてぐう聖よぐう聖。

　ただ、俺の今の外見からしてまだ五歳かそこらだと思うので今の時期ならばまだ、そこまで悪事は働いていないはずだ。ただの我わが儘まま娘って感じだろう。

　それから勉強を苦も無く終わらせ、俺は考えた。

　あ、ちなみに勉強は楽勝だった。ていうか小学校一年レベルの算数なんて出来ない方がおかしいわ。

　俺はこれからどうするべきか。

　最初はめっちゃ萎えたものだが、よく考えればこれはこれでエテルナが死なないハッピーエンドへの道が開けたと言える。

　何せエルリーゼこそがエテルナの悲劇の元凶だ。こいつさえいなければエテルナはもっと幸せになれたと断言出来る害悪である。

　そして今は俺がエルリーゼなのだから、つまり俺が悪事を働かなければいいわけだ。

　今の俺がどういう状態なのかは分からない。

　ただの夢なのか、ラノベでよくある憑ひよう依いなのか……それとも、実は転生でふとした拍子に俺の記憶が蘇よみがえったパターンなのか。

　あるいは実は、今ここにいる俺は『俺』の記憶だけを継承してしまったエルリーゼ本人パターンもあり得る。

　だがどれだろうと同じだ。俺はハッピーエンドが大好きでバッドエンドは大嫌いだ。

　ならば俺がストーリーを変えてやる。エテルナとベルネルを救う。悲劇を塗り替えてやる。

　いや、その二人だけではない。他のヒロイン達だってバッドエンドなんて迎えさせるものか。

　幸いにして、エルリーゼはクソだが超天才だ。

　聖女でこそないが、聖女と間違えられるだけの人知を超えた多大な魔力を持ち、近接戦闘の素質にも優れている。

　エテルナと取り違えられてしまった理由もまさにそれで、赤子ながらに秘めていた膨大な魔力のせいで聖女と間違えられてしまったのである。

　実際、こいつをざまあするルートではこいつと戦うのだが、普通にクソ強いのだ。

　しかも何の努力もせずにその強さという、敵だから許される設定の持ち主である。

　公式設定でも『何かの間違いで生まれてしまった才能の化け物』とまで言われている。

　まあそんなんだから驕おごりまくって最後はざまあされるんだけどな！

　ともかく、そのエルリーゼが幼い頃から努力して全力で鍛えたならば……魔女にだって勝てるはずだ。

　魔女に対抗出来るのは聖女だけと言われているが、実はそうではない事を俺は知っている。

　ルートによって聖女の力抜きでも魔女は倒せるのだ。

　よし、やるぞ。俺はやる。この世界をハッピーエンドにしてみせる。

　たとえその結果、このエルリーゼボディが粉こな微み塵じんに砕けようとも！

　とりあえず……まずは勉強と魔法の練習に力を入れようか。それから戦闘訓練もな。

　勿もち論ろん召使いの人達にも優しくしなきゃならん。

　というか召使いの人達みんな美人だし、優しくするのは男の使命だろう。








第一話　偽聖女は完かん璧ぺきに演じる









　光陰矢の如ごとし。

　時間っていうのは驚くほど速く過ぎていく。

　気付けば俺がエルリーゼクソオブザイヤーになって九年が経過し、流石にこれは夢ではないとアホな俺でも気付かされた。

　ゲームだとエルリーゼはこの頃には暴飲暴食がたたって、折角の生来の美貌が台無しになってるけど俺はしっかり自己管理しているので美少女のままである。

　とりあえずこの身体からだ、スペックだけは本物だ。

　一度聞いた事は自分でも気持ち悪いほどに何でも覚えられるし、魔法とかもスイスイ習得出来る。

　あ、今更だけどこの世界には魔法がある。ファンタジーだな。

　まあよくある剣と魔法の世界で、世界観的にあまり捻ひねりはない。

　まあ変に捻って自分色出そうとして酷ひどい世界観になるくらいならテンプレでいいって一番言われてる事だからそれ。

　一応、蒸気機関車くらいはあるので実はそんなに科学が発展していないわけでもないが、ともかくベースはよくある中世ファンタジーだ。

　で、この世界の魔法は全部で八属性あって、火、水、土、風、雷、氷、光、闇やみとあるわけだが、俺はそのうち闇以外の全部が使える。特に光が一番得意だ。

　偽聖女のくせに属性だけ聖女っぽいの最高に草。

　ちなみに闇属性は聖女と魔女しか使えない……というより正確には聖女と魔女は全属性使えるのだ。

　で、この身体マジで才能モンスター。やろうと思えば大体出来るし、前世（？）の創作物で見た凄すごい技とか魔法とかも簡単に再現出来る。

　天から光のレーザー降らせたろ！　出来た！　空を自由に飛びたいな！　出来た！

　この世界の回復魔法は欠損までは治せない？　知るか、治れ！　出来た！

　丸太はないのかチクショウ！　あったよ！　でかした！

　マジでこんな感じ。チート。

　最初は俺に努力なんて続くのかって心配もあったのだが、要らない心配だった。

　この世界、マジで娯楽ねえの。

　唯一楽しいと思えるのが訓練と魔法練習だから、むしろそれしかやる事ねえの。

　そんなわけで俺は毎日のように鍛えたし、訓練時間以外も魔法を練習したりした。

　教師とかに『何でそんなに頑張るんですか。自愛していいんですよ』とか言われたが、正直に答えるのも何なので適当に『まあ昔ワイ酷かったし。その分の償いも含めて皆の期待に応こたえる為ためやで。自愛はもう十分したから、今度はお前等らを愛したるわ（キリッ）』とでも言っておいた。

　何か感動して泣いてた。草生える。

　それと、最近はよく外に出て魔物狩りをしている。

　ヒャッハー、魔物狩りたーのしー！

　パンピーな俺に戦いなんて出来るのかと不安だったのだが、どうやら俺って奴は割とエルリーゼの事を笑えないくらいクズだったらしい。

　何というかね……フフ。鍛えた力で思うように弱者を蹂じゆう躙りんするのが凄い楽しいというか、快感なんですわ。

　どこかの大魔王様が自分の力に酔うのは最高の美酒みたいなこと言ってたけど、まさにその通りだと全面同意するしかない。

　最低だとは自覚してるけど、ハンティングマジ楽しい。

　圧倒的な力を持つ事の優越感と、全能感。これは一度知れば病みつきってやつだ。

　多分人っていうのが元来、自分より弱い奴を一方的に殴る事に楽しさを感じる生き物なんだと俺は思う。

　で、俺は多分その駄目な部分が人一倍強いのだ。

　すまんな魔物達、謝るから許してや。はい謝った、魔法発射ー！

　覚えた魔法をばーっと撃って、ばーっと魔物を蹴け散ちらす……ああ、気持ちいい……。

　これは最高の娯楽ですよ旦だん那な。

　まあそんな事をしていたら当然、『何でこんな事ばっかすんの？』と言われるので適当に『ホンマはワイも悲しいんやけど、皆を守る為やで（キリッ）』と言っておいた。

　何か感動して泣いてた。草生える。

　それと、いつかエテルナに聖女の座を返す時の為に聖女の名を上げておこうと色々やってみた。

　俺は所しよ詮せん偽物だ。偽聖女であるエルリーゼに余計な物が入って、ダブルで偽物だ。もう本物要素がどこにもない。

　そんな俺は最後には本物の聖女であるエテルナに聖女の座を返して、ざまあされて追放される運命にある。

　それはいいし、残念でもないし当然なのだがゲームだとそれまでにエルリーゼが積み上げた悪名のせいでエテルナが苦労して闇落ちしてしまう。

　なので俺は、いつかエテルナに聖女の座を返す日の為に聖女の名を高める活動をしようと決めたのだ。

　まあ慈善活動やね。

　異世界転生ものの転生者さん達のように現代知識無双出来ればよかったのだが、アホな俺にはそんな事は出来ないのでとりあえず魔法の練習ついでに街や村をウロウロして怪け我が人や病人に片っ端から辻つじ回復魔法かましておいた。

　お前は俺の木で偶くになるのだ！　その怪我を治す魔法はこれだ！　ん？　間違ったかな……？

　おっ、あの娘こめっちゃ可愛かわいい。好みだ。でも顔に傷があるな。足も怪我している。勿もつ体たいない。

　てことで、はい回復魔法！　ベイビー、俺に惚ほれてもええんやで？

　まあそんな事をしていたら当然、『何でこんな事してんの？』と言われるので適当に『せめて手が届く範囲は救いたいんや。あ、代金は君のスマイルでオナシャス（キリッ）』と言っておいた。

　まあつまり、手が届かない範囲は見捨てるって事だけどね。

　俺はインド人じゃないんだ。ヨガーとか言いながら手なんか伸びんよ。

　何か感動して泣いてた。草生える。

　それと主人公のベルネル君にも会った。

　本編が始まるのはベルネル君が十七歳の時で、エテルナも十七歳の時だ。

　エテルナとエルリーゼは同年齢で俺が今十四歳なので、本編開始まで後三年という事になる。

　で、この時のベルネル君なのだが、実はちょっとしたイベントがあるのだ。

　ゲームではオープニングでの回想イベントという形でしか見れないのだが、実はベルネルは魔女の魂の一部を何かの間違いで持っていて、闇のパワー（笑）を内に秘めている。

　そしてその闇のパワー（笑）はベルネルが十四歳の時に覚かく醒せいするのだが、当初彼はそれを使いこなせずに暴走させ、周囲から恐れられてしまうのだ。

　くっ……皆俺から離れろ！　俺の右腕に封じられし『闇』が暴発する！

　で、その結果地方の領主の息子だったベルネルは親兄弟から散々ボロカスに言われた挙句に追い出されて、自分には価値がないと考える卑屈な性格になってしまう。

　その後彼は放浪の末に小さな村に辿たどり着つき、そこでエテルナと出会うのだが……実の家族に捨てられ、皆に恐れられたトラウマから自分の力をとにかく抑え込むようになってしまった。

　その性格が災いして、さっさと彼が闇のパワーを使っていれば解決しただろう事件も無駄に長引いたりヒロインの死亡フラグが立ってしまったりで、克服までには長い時間をかけてプレイヤーをイライラさせながら、ようやく使いこなせるようになる。

　ちなみに聖女抜きで魔女を倒す方法っていうのが、このベルネル君の秘められし闇（笑）だ。

　まあ要するに同じ力だからこそ魔女に通じる的な感じだ。

　なので俺は、家を追い出されたベルネル君の行く手に先回りして、自分に価値がないとか何とか色々喚わめく彼を慰めて、適当に励ましてやった。

　するとベルネル君が『俺はハッピーエンドとか無理じゃね？』みたいな、まるでゲームの結末を予言しているような事を言い出したので、ゲームのあのエンディングを思い出して思わず泣けた。うおおおん。

　んで、『なら俺が絶対ハッピーエンドにしたるわ』と約束して、ついでにあんまり男に抱き着きたくないんだけど、仕方ないので（ガワだけ）美少女ハグもしておいた。

　海外の挨あい拶さつ的なものと思えば、精神的な負担はそこまででもない。

　ほら、美少女の抱擁だ、喜べ。まあ中身は聳そびえ立たつクソなんだけどな！

　何かベルネル君は感動して泣いてた。草生える。

　ついでに制御出来てない闇のパワーを、ベルネル君が制御出来るくらいまで吸い取っておいた。魔法マジ万能。これで俺は魔女とも戦える。

　というかやりたくない抱擁なんてしたのは、これを盗む為だ。

　まあ聖女でも魔女でもない俺がそんな事したら寿命縮むかもしれないけど、クソの寿命が縮んでハッピーエンドに出来るなら安いお買い物やろ。よゆーよゆー。

　ちなみにベルネル君が何で平気なのかというと、元々そういう体質なんだと。主人公補正ってすげー。

　何か実は何代か前の魔女の血筋で、ベルネル君は先祖返りだとかそんな設定を見た覚えがある。

　あ、それとお守り代わりに自作のペンダントを首にかけておいた。

　まあ造ったのはお城の職人さんで、俺は魔法込めただけだけど。

　効果は、彼が持つ力を軽く封印して制御しやすくするというものだ。

　ベルネル君は、内側からそれとなく醸し出す闇の雰囲気で魔女に場所が割れて、それが原因で魔女の使い魔が村にやって来たりして色々と辛つらい思いをするのでそれも回避させておこう。

　ついでに願掛けというか俺の怨おん念ねんと願望と押し付けがましい執念も込めておいた。

　お前絶対エテルナルートいけよ！　エテルナを幸せにしろよ！　いいな、絶対だぞ！

　俺はハッピーエンドが見たいんだよォ！




　　　　◇




　──完璧に何かを演じきった者がいるならば、それは果たして偽物なのだろうか。

　本物と何も変わらず、本物以上に演じたそれは本物と一体何の違いがあるのだろう。

　たとえその中身が外道畜生の類であったとしても……救われた者にとって、それは本物と変わりない。




　聖女エルリーゼは、我わが儘ままという言葉をそのまま体現したような少女であった。

　我儘が何でも許される環境にあったが故に、幼い増長は止とどまる事を知らなかった。

　言えば何でも叶かなえられたし、どんな振舞いをしても許された。

　何な故ぜなら彼女は、人類が魔女の恐怖から逃れる為ための唯一の希望だから。







　この続きは現在配信中の『理想の聖女？　残念、偽聖女でした！』にてお楽しみください


[image: ]Ayumi Kurobe, Touco Shino 2020
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